
Copyright © 2026 by Tanis Helliwell

本書のすべての権利は、国際著作権条約およびパン・アメリカ著作権条約のもとに保護されています。本書のいかなる部分も、出版社の書面による許可なしに、いかなる形式または手段（情報の保存および検索システムを含む電子的または機械的手段）によっても複製することはできません。ただし、書評で短い引用を行う場合はこの限りではありません。

Library and Archives Canada Cataloguing in Publication

Original English copyright 2022

 

ボディ・スピリット「ヘンリー」との対話　タニス・ヘリウェル著

ISBN 978-1-987831-60-3 (kindle) | 978-1-987831-61-0 (epub)

 

スピリチュアリティ― | ヒーリング | 自己実現 (心理学) | 心の平和

CC BL624 .H45 2022 | DDC 204/.4—dc23

カバー及び本文デザイン：Melany Hallam (Maywood Design)

日本語訳：内村真澄（Masumi Uchimura）

発行元：Wayshower Enterprises

https://www.tanishelliwell.com 

 

 

 

 

 

 

 


 

 

 

 

ボディ・スピリット

「ヘンリー」との対話

 

 

 

 

 

 

 

タニス・ヘリウェル

 

 


＜目次＞

パート1：主導権を握っているのは誰？

1 縁の下のヒーロー：あなたのボディ・スピリット

2 ボディ・スピリットは人生のパートナー

3 人生が急降下したときは、ニュートラル・ポジティブで滑空する

4 恐れがあなたを揺さぶる？

5 前世から持ち越した人生脚本から自由になろう

6 ネガティブな思い込みを消す方法

7 あなたの愛、叡智、意志のバランスは？

8 あなたはホログラムである！

9 やんちゃなエゴ

10 幻想を消し去り、目覚めよう

11 あなたの心の傷を癒すのは、愛

12 エーテル体が肉体を養う方法

13 脳を使って賢くなるには？

14 ハートを解き放つ！

15 身体を癒すためのアドバイス

16 動物、鳥、魚の意識について 

17 木、植物、鉱物の意識について

18 帰還の道

 

パート2：根本的なヒーリング

イントロダクション

19 身体の各部分の病気からのメッセージ

 

 

 


 

パート１

主導権を握っているのは誰？

 

スピリットの存在を疑わないで

あなたの優先順位には意味がない

好むと好まざるとにかかわらず

スピリットはあなたの殻を打ち砕く

そしてあなたは愛となって生まれ変わる
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縁の下のヒーロー：あなたのボディ・スピリット

「外を見る者は夢を見る、内を見る者は目覚める」

カール・ユング『Letters』Vol.1

 

その朝、私は半分書きかけの、仕上げなければならない三冊の本のことを考えていた。私は「人間の生活におけるボディ・スピリットの機能についても書かなければ」と感じていたのだが、その三冊はボディ・スピリットのテーマを扱ったものではなかった。何年か前に、ボディ・スピリットについて書こうとしたが行き詰まったのだ。そういうわけで、その日の朝は気分がさえなかった。しかたなく私は立ち上がり、コンピュータのところへ行き、電源キーを押した。

 

そして観念した瞬間、声が聞こえた。「以前は私の話を聞く準備が整っていなかったが、今は大丈夫だ」まるで私の身体の中の意識が、私の思考に答えているかのようだった。私たちは別々の存在ではなく一体であり、彼が言うことが、私には直感的にわかった。子どもの頃から私は、肉体、感情、メンタル（思考）、そして魂の領域に、一瞬にして焦点を合わせることができた。同時に私は、彼が言うことと自分の思考を区別し、対話としてとらえることもできた。この私が馴染んできたやり方が、私だけでなく、他の人たちにも役立つかもしれない。

 

「もちろん、私は君の思考を聞きとっている。君よりもずっと正確にね。そんなに驚くことはないだろう。私は長年にわたって君とコミュニケーションを取ってきたんだから」

 

「あなたが教えてくれたことは、過去に二冊の本に書いたわ。あれ以上書くことがあるのかしら？」と私は言った。

 

「正確に言うと、君は以前、私のことを “ほんの少し” 書いただけだ」

 

「なぜ今、それが重要なの？」今それをやる必要があるのか、まだ確信が持てずに私は聞いた。

 

「今がそのタイミングなんだ。この人生であれ、前世や来世であれ、人間には皆、無意識の部分を意識化すべきときがくる。実際そうしない限り、人間はそれ以上進化することができないんだ。君にとっても、他の多くの人たちにとっても、このプロセスは生涯にわたって少しずつ進行してきた。約十年ごとに急展開しながら。これは、スピリチュアルな探求者や心理的探求者が自分の無意識の部分を見いだす最も一般的な道だ。しかし（この “しかし” を強調したいのだが）、ある時点で統合が生じる必要がある。私がこれから話すことは、魂の闇夜を経験している人や、こうした情報を必要としている多くの人たちの役に立つだろう」

 

「私の個人的な事がらが他の人の役に立つとは思えないわ」自分のボディ・スピリットとの会話を公にすることに躊躇して、私は反論した。

 

「説明しよう」ボディ・スピリットは、私をなだめようとしながら言った。

 

「世界はパラダイムシフトのただ中にあり、その影響は世界中のすべての人々に及ぶ。これはエゴの時代の終わりであり、意識的な人間の時代の始まりなのだ。人々は、この二つの現実の橋渡しをしてくれる助けを求めている。今は、現実が打ち砕かれ、人々のエゴが古い自己像や古い世界観にしがみつこうともがいている困難な時期だ。多くの人々が、内面の暗い時期を過ごすだろう。医療、政府、金融、人間関係の構造や信念が崩れ去り、人々は人生の意味を見失う。自分の人生をコントロールできないことに気づき、それどころか何もコントロールできないことに気づき、落ち込み、怒り、憤慨し、絶望的になり、“どうすればいいかわからない” と感じ、虚しさを覚えるんだ」

 

私は言った。「そのトピックが重要だというのはわかったけど、なぜ私がそれについて本を書かなければならないの？ 正直なところ、そのテーマについて書くのは楽しそうじゃないし、そういう重い話題からは離れたいんだけど」

 

するとボディ・スピリットは即座に言った。「今のは、君のエゴの発言であって魂の発言ではない。その考えはすぐに変わるさ。君は自分を特別な存在だと思いたいかもしれないが、あらゆる人間のエゴは基本的にみな同じで、君たちをコントロールするのに同じ手法を使っている。この本で私は、いや “私たちは” と言うべきだな、エゴのさまざまな回避戦術と、エゴを取り除く方法について説明する。それが自由への道であり、君たちの進化の次の段階だからだ。この本のさまざまなトピックは、君や他の人々がエゴ中心の状態から自己を悟った状態へと旅するための架け橋となる。この旅は、それが短くても長くても、困難であっても容易であっても、最終的には自由へとつながり、フルに生き、フルに愛することへつながっていくんだ」

 

自分が実践してもいない情報で他人を助けることの責任を考えると、私は落ち着かない気分になった。「魂の闇夜は誰もが自分で経験する必要があると、私はずっと思ってきたんだけど」と、受け入れるのを渋りながら私は言った。

 

するとボディ・スピリットが言った。「不安を感じる必要はない。確かに人間は一人ひとり、エゴ中心から魂中心へと変容していく。しかし、本や、そのプロセスの経験者との会話は、人々にヒントを与え助けとなってくれるのだ」

 

「喩えてみよう。これまで、人間はまるでイモムシのように環境を食い荒らしてきた。イモムシの段階、つまりエゴの段階は意識的に開発していく段階であり、それは何も悪いことではなかった。しかし、普遍知性（ユニバーサル・インテリジェンス）は今、その段階が終わりを告げたことを明らかにしている。さなぎの段階に入るときが来たのだ。君たちは、立ち止まって自分の人生を熟考し、もはや自分や世界のためにならないものを手放す必要がある。そうすることで、自分の本当の運命を見出すことができるんだ」

 

「表面的には、このプロセスは死や終わりのように見えるかもしれない。しかしそれは、君と人類が “普遍知性を持つ完全な創造者” へと進化する新たな時代の誕生までの、一つの段階に過ぎない。さなぎの中でイモムシは自らを消化して蝶になる。多くの伝承において、蝶は魂の象徴であり、普遍意識とひとつになった目覚めた人間の象徴だ。さなぎの段階は、個々の人間にとって難しい時期でもある。それは、イモムシでも蝶でもない状態だからだ。人間たちのボディ・スピリットは、そのプロセスを助けたいと思っている。私たちボディ・スピリットは、人間たちにその方法を教えることができる。これはすべての人間に訪れる有機的なプロセスなんだ。死ぬことと同様に」

 

「それを聞いて私が安心するとでも思ったの？ 逆よ」私は言い返した。「あなたがそんなに頭がいいのなら、死ぬのは誰にとっても最大の恐怖だということを知っているでしょう？ みんな、さなぎの段階をとばして蝶になりたいと思っているはずよ」

 

ボディ・スピリットが笑っているのが聞こえた。「もちろんそう思うだろうね。でも変容というのは、そのようには起こらないんだ。そして何度も言うように、それぞれの人間のボディ・スピリットは、私が君を助けているように、その人の心の闇夜のプロセスを短くしたり、楽にしたりする手助けができる。安心してほしい。君と私が一緒にやるんだ。普遍意識がこのタイミングをサポートしている。だからもう一度始めよう」

 

「わかったわ」と私は答え、ボディ・スピリットをもっと深く信頼し、信じようとした。その一方で、さまざまな思いが私の中を駆け巡った。ボディ・スピリットとの一体感を感じ、恐れはなかったが、同時に私のパーソナリティは懸念も感じていた。自分の思考を軽く変化させることで、私は意識のあらゆるレベルをフルに探求することができた。肉体、感情体、メンタル体に意識がどのように作用しているのかをよりよく理解し、滞っている部分を解放する方法もわかっていた。しかし、そのために使っていたパーソナリティ・フィルター（訳注：新しい経験に際して何を信じるかを決定する、個人のフィルター）には、総点検が必要なようだった。私はボディ・スピリットがそれを望んでいることを感じとった。

 

「基本的なことから、もう少し私のことを話してみようと思う」ボディ・スピリットはそう言うと、私の同意を待っているようだった。

 

ボディ・スピリットのことを「彼」と呼ぶべきか「彼女」と呼ぶべきか、ジェンダーレスな存在ととらえるべきか？ と私が思った途端、「ジェンダーについて配慮してくれるのは嬉しいが、私のことはヘンリーと呼んでくれればいいよ」という声が聞こえた。

 

「えっ、もう少し考えたかったのに。どうしてすぐにヘンリーなんて名乗っちゃうの？」と私が言うと、「ごめんごめん。私のことを、身体の元素を司る存在、つまり君のボディ・スピリットと考えてくれればいいよ。誰のボディ・スピリットもそうだが、私も受精の時点からずっと君と一緒にいるんだ」

 

ヘンリーはゆっくり話し、私の不安は好奇心に変わっていった。

 

「君の父親の精子と母親の卵子が一緒になったとき、君が今回の人生で前提として持つことになるパターンを、主にDNAやRNA、そして君たちには未知の、より小さな構成要素の中に私がダウンロードしたんだ。そのパターンには、性別、身体のタイプ、髪の色などの身体的なものだけでなく、君が “自己” として認識する感情、思考、スピリチュアルな資質も含まれている」

 

「あなたは自分のことを、元素を司る存在だと言ったけど、それってどういう意味なの？」私は聞いた。

 

「まず “元素（エレメント）” という言葉について。人間たちの多くは、地・水・火・風という四つの元素について語るが、私は第五の元素であるエーテルなんだ。私は、その四つの元素と共に君の身体を作る。どういうことか説明しよう。科学的にも証明されていることだが、椅子や植物などの物質も、それから人体も、そのほとんどはエーテル空間からできている。私の言うエーテルとは、ニューバイオフィジックスの分野で量子真空と呼ばれるものだ。君が物質だと思っているものは、実はその99.9パーセント以上がエーテルなんだ。私は意識を持った知性であり、エーテルをさまざまな振動の周波数に組織して、形を作り出す。低い周波数で君の肉体を作り、それよりも高い周波数で感情体を作り、さらに高い周波数でメンタル体を作る。エーテル存在として、私はこれら全ての周波数領域に存在し、君の思考の周波数に応じて肉体、感情体、メンタル体を作るんだ」

 

私は口をはさんだ。「細胞生物学者のブルース・リプトンは、身体の細胞が、思考によってどのような影響を受けるかについて書いているわ。エピジェネティクスという新しい科学が、思考と物質とのつながりについての考え方を一変させようとしていること、そしてそれが、私たち個人の生活及び集団としての生活にどんな影響を与えているかについても、書いている。だから、あなたが言っていることはよくわかるわ。でもあなたは、私や他の人たちに、この情報を使って人生を変えろと言っているの？」

 

「他のボディ・スピリットたちもそうだが、私も、君の身体、感情、思考、スピリチュアルな資質に関するカルマの設計図に応じて、個性の器を作る。その設計図には、君の弱みも含まれているが、それらを克服するための資質も含まれている。君は自由意志で、毎分毎分、選択することができるんだ。ハートを開く思考、生命を与える思考という高次の道を歩むか、エゴのコントロールという、苦しみにつながる低次の道を歩むかを」

 

ヘンリーは強調した。「これは重要だから本当に理解してほしいんだが、君たちの意識は死後も存在し続ける。私たちが “魂の闇夜” と呼ぶものは、そのほとんどが君たちの過去のカルマであり、そのために君たちは、叡智と喜びに至る道の途上で苦しんでいる。君たちはそのプログラムを書き変えることができるんだ。なぜなら君たちの思考、感情、行動は、私をもプログラムしているからだ。進化の初期においては、君たちは無意識のうちにプログラムしていた。でも進化するにつれて、意識的にプログラムできるようになる。私のことを、この錬金術的な変容プロセスにおける君のパートナーだと考えてほしい。動物的な側面である鉛を、自己について悟った人間である黄金に変えるのだ」

 

「それは魅力的に聞こえるけど、あなたの言う “カルマの設計図” ってどういう意味？ 誰があなたにそれを手渡すの？」

 

「エーテル空間には、君のカルマを構成する、これまでの全ての前世の記録と、君が持つあらゆる可能性についての記録が保存されている。そこには普遍意識と共に働く偉大な存在たちがいて、君の高次の自己と共に、君の進化を監督している。彼らが、君にこの人生で与えるべきパターンを決定し、君を運命に向かって前進させるんだ。だからカルマの設計図には、君が今世で進化するために必要なあらゆるパターンの周波数が含まれている。私は、君が今世の目的を達成するために、過去世からの傷や弱点だけでなく、長所や才能も取り込むんだ」

 

「あなたが、私独自のパターンを肉体に実際どのように組み込むのか、もう少し詳しく教えてくれる？」私は尋ねた。

 

「それはまたの機会に。今日はここまでだ。ここで止まって、私たちが話したことを振り返ってごらん。私が言うことを知的に理解するだけでは無意味だ。本をたくさん読んでも、決して自己について悟ることはできない。スピリチュアルな変容は、情報が感情に作用することによって起こる。感情を介して初めて、私の言ったことを現実としてとらえられる。そうすることで、君の細胞は君を制限する古いプログラムを解放し、それによって周波数がより高いレベルへと上昇する。そうやって私は君の進化を助けるんだ。また明日、この話を続けよう」とヘンリーは言った。

 

ヘンリーが去った後、私は彼が言ったことを振り返った。私に対する彼の評価は正しかった。私は新しいことを知的に学ぶのが大好きで、特に、新しい生物学的発見を、スピリチュアルな洞察にどのように応用すれば身体の細胞にポジティブな影響を与えることができるかについて興味があった。しかし、こうした考えを消化し、細胞に浸透させるだけの十分な時間をとっていただろうか？ それはどちらかというと「在り方」の実践のようだが、私は「行動」に傾きがちだったのだ。多くの場合「ただ在る」ということは、私にとって「何もしない」と同義語のように感じられていた。それ自体が贈り物というよりも、何かが欠如している状態のようにとらえていたのだ。「在ること」をないがしろにして「すること」を重視していた自分の偏見に考えを巡らせながら、ヘンリーの提案の重要性を感じた。その思いにうながされ、深く息を吸い込み、そして吐き、リラックスして私は「在る」を実践した。
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ボディ・スピリットは人生のパートナー

「あなたが入るのを恐れている場所こそ、あなたが探し求めて

いるものの源だということが明らかになる」

ジョーゼフ・キャンベル『Reflections on the Art of Living』

 

翌朝、当然のことながら、私はヘンリーに聞きたい質問をいくつか用意していた。私がヘンリーに注意を向けると、期待を裏切ることなく彼はすぐに現れた。

 

「昨日あなたは、私の肉体、感情体、メンタル体をあなたがどのように作り上げていくかという話の手前で会話を打ち切ったわ。今日は教えてくれる？」

 

「私の言ったことを統合するために、立ち止まって時間をとってくれているようで嬉しいよ。これは毎日行うことが重要だ。そうすると、変容プロセスが細胞レベルで作用するからだ」

 

「わかったわ」私は辛抱強く答えた。「あなたが私の肉体にどのように働きかけるのか、話してくれる？」

 

「私は君の髄質と松果体に、君がこれまでどのような人であったか、今どのような人なのか、そしてどのような人になる可能性があるのかを刻印する。人間はまだ松果体の働きについて学んでいる最中だ」

 

「知ってるわ」自分の知識をシェアできることを喜びながら、私は言った。「松果体の細胞内には光受容体があり、それが下垂体に指示を出しているようなの。従来の西洋科学は現在、下垂体を身体の腺の中核だと考えているけど、私は松果体だと思う。多くの流派の神秘主義者たちが松果体を “第三の目” と呼び、松果体が意識に直結していると信じてきたから」

 

「すべてその通りだ」ヘンリーは辛抱強く言った。「でも君の質問は、“私” が松果体にどのように働きかけるのか、というものだったね？」

 

「その通り」私は少し叱られたような気分で答えた。新しいことを聞こうと心を開くよりも、すでに知っていることをひけらかし、それにしがみつく方がはるかに簡単だった。
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AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]

「そんなに自分を責める必要はない。数年前、君は松果体を ユニセル（独特の細胞）と呼び、身体の腺の中核だと言った。それは部分的には正しい。私は受胎時に、DNAその他の構成要素に埋め込まれたエーテルの設計図をダウンロードし、それを髄質に組み込むことで、その人間の肉体、感情体、メンタル体を創造する。プラーナとも呼ばれる宇宙の生命力（ユニバーサル・ライフフォース）は、主に髄質を通って身体に入ってくる。プラーナは、身体における普遍知性の中心である松果体と結びつき、その人間にスピリチュアルな変容をもたらすんだ」

 

「松果体は肉体的な器官であるだけでなく、スピリチュアルな器官でもあり、その人の思考や感情によって変化する。思考や感情がポジティブであれば（感情にもさまざまなポジティブさのレベルがある）、周波数が上昇する。これは、高次の意識状態を開く鍵のようなものだ。もちろん、逆もまた当てはまる。ネガティブな思考や感情を生み出すと、その人の周波数は下がり、高次の意識状態への扉は閉ざされてしまう。それでも、すべてが失われるわけではない。人はかつて高次の状態にいたことを覚えているから、深いところでそれが再び達成可能だと知っている。高次の意識に戻りたいという願いは、あらゆる存在のコードに組み込まれており、それが進化をうながしているんだ。エデンの園への回帰願望、と呼んでもいいかもしれない」

 

「ちょっとそこでストップしてもらえる？ 質問があるの」

 

私は自分の理解を確認したくて、ヘンリーをさえぎった。「生物学の新たな知見によると、身体に意識の中心というものは存在せず、細胞、臓器、身体のあらゆる構成要素は、相互に結びつき、浸透し合い、自己組織化されたネットワークだと言うわ」

 

「その通りだ」とヘンリーは答えた。「私はそれら全ての中に存在する意識体なんだ」

 

「だったら、DNAや松果体の機能についてはどうなるの？」私は混乱して尋ねた。

 

「肉体の器官について語るときは、現実の中の一つのレベルについて語っている。しかしより精妙なレベルについて語る場合は、現実のより深い部分に入っていくことになる。どちらの現実も正しい。形ある世界においては、真実は一つではない。真実は、君たちの理解度が進化するにつれて、進化していくんだ」

 

人体に関するヘンリーの情報に触発されて、私は尋ねた。「たとえば動物や樹木も元素を司る存在を宿していて、それはボディ・スピリットと同じものなの？」

 

「ボディ・スピリットは、形ある世界に存在するあらゆる生き物の物質体、感情体、メンタル体を作り上げる。実際、君の言う “人体” は、動物や植物が持つマイクロRNAを含んでいる。それは君たちの太古の進化にまで遡るものだ。君の中にもこのマイクロRNAが含まれているよ」

 

「私に対するあなたの仕事はいつ終わるの？ その後はどうなるの？ ついでに、あなたはボディ・スピリットとボディ・エレメンタル、どっちで呼ばれたいのかしら？」

 

「高次の領域を超えて進化した存在は、もうボディ・スピリットを必要としなくなる。君が滑り込ませた二番目の質問については、私をボディ・エレメンタルと呼ぼうがボディ・スピリットと呼ぼうがボディ・コンシャスネス（身体意識）と呼ぼうが、そんなことは重要ではない。重要なのは私の機能を理解することだ」とヘンリーは答えた。

 

ヘンリーの返答から、私の心に浮かんだことを彼に気づかれずに済ませることはできないらしい、とわかった。でも、彼はとても寛容だったので、好奇心のおもむくままに質問していいのかもしれない。

 

「ジーザス、ババジ、スリ・ユクテスワのような偉大なマスターたちは、死後に肉体を再創造することができたわ。彼らは時空を移動し、多くの人々の前に肉体として姿を現した。それは、彼らが意識的に自分のボディ・スピリットと協働していたからなの？」

 

「もちろんだ」とヘンリーは答えた。「そして、それはあらゆる人間が、一定の意識レベルに達したときに行えるようになることだ。それは段階的に生じることだがね。今は、君も他の人たちも、自分のいる段階に焦点を当てなければならない。他の人たちのボディ・スピリットと同様に私も、本能的な身体機能をコントロールしている。呼吸、心拍、睡眠、オーガズム、空腹感などだ。進化するために、そして完璧な健康を得るために、君たちはこれらのシステムを意識的にコントロールすることを学ばなければならない。そうして体内の空気、水、火、土のエレメントの量を調整するのだ。私はその助けになれる」

 

「そんなこと、今の私には不可能に思えるし、きっと他の人たちもそう感じるはずよ」

 

私はヘンリーの提案に圧倒されながら言った。理論的な話をするのと、彼の提案を実行に移すのは別のことだ。

 

「可能だ。そうじゃなきゃ提案なんてしないよ。私は君で、私たちは一体なんだ。アトランティス人の多くは、意識的にボディ・スピリットと協力し、こうしたことを行っていた。中には、浮遊したり、雨を降らせたり、思考の力で火を灯したり、テレパシーを使ったり透視を行ったり、自分の身体を自在に消したり出現させたり、時空を移動したりする人たちもいた。そうした資質は、エゴの支配が強まるにつれて失われていった。エゴは、君たちをコントロールしたがったんだ。しかし今、その状況が変わりつつある。人類がエゴの支配から抜け出ようとしているからね」

 

「知性レベルではあなたを信じられるんだけど、だからといって実践できるわけじゃないわ。これってとてもじれったいし、憂鬱になっちゃう。あなたがもっとシンプルにしてくれたら、身体の中に滞っているエネルギーを解放できると思うの。あなたもそれを望んでいるんでしょう？」

 

「こうした考えを持つだけでも、君の意識が変容し、エゴの支配から離れて普遍知性と足並みを揃えるという目標を達成し始めるんだ」ヘンリーは言った。

 

「希望が持てるわね」私はほっとして言った。「私の思考がどのように私の変容を早めたり遅らせたりするのか、説明してくれる？」

 

「わかった。“恐れ” を取り上げてみよう。恐れに支配されてしまうと、恐れは君の目標達成をさまたげてしまう。しかし君は、恐れを変容させることができる。意志の力を使って、思考をネガティブなものからポジティブなものへ、恐れから愛へと変容させるんだ。そうすることで、エゴのコントロールが弱まり、その結果、周波数が上がる。恐れに根ざしたパターンの最後の名残まで解き放つことができれば、エゴのない意識的な状態になれる」

 

「たとえ失敗を恐れていても、あなたが勧めることをやってみようとする私の意志が、エゴの支配を弱めるということ？」

 

「その通りだ」ヘンリーは言った。「成功することを、君が強く信じれば信じるほど、その効果は早く現れる」

 

「私や他の人の思考は、ボディ・スピリットが私たちの人格の器を構築するために使ったオリジナル・プログラムを上書きするの？」

 

「我々ボディ・スピリットは、君たちが無意識的に、あるいは意識的に与えてくるものをプログラムする。簡単に言えば、ネガティブな思考はエゴを強め、ポジティブな思考はエゴを弱める。ポジティブな思考は普遍知性に、より合致しているからだ。君の思考が普遍知性と調和すればするほど、エゴの支配力は弱まり、君は内なる闇夜から早く抜け出し意識の光へと向かうんだ」

 

「あなたが私たちをどのようにプログラムしているのか、もう少し説明してくれる？」私は余すところなく聞いておきたかった。

 

「人間には自由意志があり、無意識の状態から意識的な状態への移行を、時間をかけて学んでいく。ある人間がまだ意識的でない場合、その人のボディ・スピリットは、その人のカルマ・プログラムと、その種族の集合的な記憶を使ってその人の身体を作る。この集合的記憶は、カール・ユングが “集合的無意識” と呼んだもので、そこには人間だけでなく地球上の全存在の記憶が含まれている。我々はこのエーテル的プログラム全体を、主にDNAとRNAを介して肉体に定着させるんだ」

 

私の目が虚ろになっていたに違いない。ヘンリーがこう言ったからだ。「混乱したかい？ 説明してあげよう」

 

「人間は奇妙だな。自分の感情や思考は、独自のものだと思いたがる。それは間違いだ。恐れについて、もう一度くわしく取り上げてみよう。あらゆる恐れ、つまり愛されない、拒絶される、価値がない、罪悪感、といった恐れは、人間全体の集合的な原型（アーキタイプ）の一部なんだ。失敗することへの恐れ、未知への恐れ、変化することへの恐れ、コントロールを失うことへの恐れも同様だ。恐れは、人間の夢や願いの真逆のものだ。つまり人間は、愛されたい、成功したい、受け入れられたい、幸せになりたい、安全を得たい・・・などと願っている。わかるだろう」

 

「質問したくてたまらないようだが、ちょっと我慢してほしい。人間は受胎時に、自分の運命の目標を全うするためのその人独自の資質の組み合わせと、全人類及び全生物の集合的な原型（アーキタイプ）の両方を受け継ぐんだ。君や、他の誰かが自分自身の運命の目標を達成すると、人類全体の集合的原型（アーキタイプ）の進化を助けることになる。同時にそれは、自身の能力を使って地球と地上のあらゆる種族の進化に貢献することを意味する。この法則は、人間にも他のあらゆる種族にも当てはまる。逆もまたしかりだ。個々の存在が自分の人生の目標を達成できなければ、その失敗が、その種族の進化を後退させることになる」

 

「わかったわ」と私は答えた。「私たちは、それぞれの人生の目標が何であれ、その達成に失敗するのではなく、成功するように設定されている、と私はいつも思ってたの」

 

「その通りだ。普遍知性が、君たちを失敗するように仕向けるわけがないだろう？」

 

「そう言うのは簡単だけど、人生がうまくいかないときには、宇宙が自分の味方だと信じるのが難しいこともあるわ」

 

「そうだな。それでも人類の運命とは、進化して意識的な創造者になることだ。つまり、自由意志を使って行動を選択するということだ。その進化の過程では、うまくいくときも、いかないときもあるだろう。しかし、一人ひとりがますます意識的になるにつれて、うまくいくときの方が多くなるはずだ」

 

「あなたの話に戻りましょう」私は言った。「ボディ・スピリットはどのように進化していくの？」

 

「我々の場合は複雑なんだ」私の好奇心をからかうように、ヘンリーは言った。

 

「君が何千もの人生を経て進化してきたように、私も進化してきた。君が、創造主とも呼ばれる普遍知性から初めて分離したときから、私たちはずっと共にいる。分離するまでは、君は “肉体の創造と維持に専念する存在” を必要としていなかった。宇宙の愛と完全に一体となった、形を持たないスピリチュアルな存在だったからだ。」

 

「君は意識の源から分離して、形ある存在へと降下したんだ。これはあらゆる人間についても同様だ。このプロセスは何千年もかけて起こった。君たちは、自分のアイデンティティを包み込む器が必要だと考えるようになった。そうして君は、自分の思考をエーテルに刻み込むことによって、私を形にした。それが次第に、肉体を構成する元素へと降下していったんだ。聖書で、アダムとイブが “自分たちが裸である” ことに気づき、恥ずかしくなってエデンの園を去ったとされているのが、このときだ。エデンの園とは、普遍知性と完全に一体となって生きている状態を指すんだ」

 

「もともと私は、君が形ある存在へとどんどん降下していく際に、過酷になっていく感情的・肉体的環境から君を守るための衣服のようなものだった。君は意識的な状態から無意識的な状態へと降下していったんだ。君は降下しながら、自分の思考や感情によって私をプログラムし続けた。でも自分がそうしていることを、意識できなくなってしまったんだ。君が幾つもの人生を経験していく中で、私は君のポジティブな、あるいはネガティブな思考の反復パターンを認識するようになった。そして徐々に、それらがどのような結果をもたらすか、わかるようになったんだ。それは喜びであったり苦しみであったりした」

 

「あなたがそうしたパターンに気づいた時期と、私がそうしたパターンに気づいた時期は重なるの？」

 

「確かにそうだ。君がどんどん気づいていくにつれて、私も気づいていく」

 

「ということは、あなたの進化は私の進化と直結しているのね」と私は結論づけて言った。

 

ふと気づいて、私は聞いた。「昨日あなたが言っていた蝶のように、私が自己を悟ったら、あなたはどうなるの？ もともと私があなたに形を与えたということは、あなたもエゴと同様に、消えてしまうの？」

 

「いい質問だ」ヘンリーは答え始める前に、少し間を置いて考えた。

 

「君が肉体、感情、メンタル（思考）の器を必要としなくなったとき、器は溶解する。そのとき私は解放され、全体と再結合するんだ」

 

「どうしてそれがわかるの？」私は尋ねた。

 

「そんなに飛躍した話でもないよ。君の転生と転生の間にも、私はボディ・スピリットたちのグループ・ソウル（集合魂）へと戻るんだ。あらゆる人間の肉体を構築するボディ・スピリットたちがそこに集う。私は、アカシック・レコードとも呼ばれる生命の書に、君のその人生に起こったすべての情報をダウンロードした後に、そこへ戻る。アカシック・レコードには、地球上で進化する全人間、及び他の存在たちの集合的な記憶が保存されている。そして君が生まれ変わるとき、私はこの記録から得た必要な情報を使って、君の次の人生の器を作るんだ。しかし…君が生まれ変わる必要がなくなったら、私も生まれ変わる必要がなくなる」

 

「それは私たち双方にとって、素晴らしいことね。私の転生と転生の間に、ボディ・スピリットたちのグループ・ソウルと一緒になっている間も、あなたは進化し続けるの？」

 

「肉体の元素を司る我々のことを、霊的存在ととらえてほしい。霊的存在である我々は、人間のように眠ることがない。君たちが地上で生きている間は、君たちが起きているときも眠っているときも、24時間体制で働いている。我々が進化するのは、個々の宿主の肉体を維持している間だ。君たちの転生と転生の間には、我々は普遍知性と一つになって休んでいる。今日はここまでにして、続きは明日にしよう。君もいっぱいいっぱいだし、これ以上詰め込むよりも、この情報を消化させる方がいいだろう」

 

ヘンリーが私の意識から去った後、彼が言ったことについて考えた。その中には、知っていたこともあれば、思いもしなかったこともあった。おそらく、かつての意識的な状態を思い出すには、適切な質問をし、その答えを熟考することが必要なのだろう。そうすることでその知識が、私の思考だけでなく、感情や肉体にまで浸透していくのだろう。そう思った瞬間、私はそれが正しいという温かな感覚に包まれた。そして、私の中のさまざまなレベルの境界が溶けていくのを感じた。この体験は「こうすれば変容のプロセスを意識的に助けることができる」という新たな洞察の流れをもたらした。そしてもっと重要なのは、 私のボディ・スピリットが、この探究をうながし、変容のプロセスに参加している重要な存在だとわかったことだ。

 

今こそ、私の意識と無意識の境界線が崩れるタイミングだというヘンリーの言葉を思い出した。私のボディ・スピリットが私を助け、そして私を通して他の人たちを助けてくれていることを有難く思った。私たちがあるべき状態になるための手助けをしてくれているのだ。少し、頭痛がしてきた。めったに頭が痛くならない私は、自分が無理をしているのを感じ、考えるのをやめた。すべては完璧なタイミングで明らかになるだろう。
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人生が急降下したときは、ニュートラル・ポジティブで滑空する

「変えるべきものを変え変えられないものを受け入れ、

そしてその違いを見きわめる叡智を持て」

『平安の祈り』

 

翌朝、私はさらに聞きたいことをたくさん抱えていた。しかし、電源を入れコンピュータを立ち上げると、最初のジレンマにおちいった。重要なEメールが何通か届いていた。メールよりも、毎日同じ時間にヘンリーと会話することを優先させるべきだろうか？ もし私が他のことを優先させて脇道にそれたら、彼が伝達しようとしていることのさまたげになるだろうか？ 同様のジレンマは、これまでに何度も体験していた。自分の優先事項に焦点を合わせるべきか、他人の優先事項に焦点を合わせるべきか？ こうした状況におちいると、私はしばしば落ち着かない気分になった。

 

なんとなく、ヘンリーとのスケジュールに自分を厳格に合わせるのは違うと感じた。やること自体を変えるのではなく、なぜそれをやるのかと考えてみる方がいい。「なぜ」という観点に立って、私は以前と同じ決断を下すかもしれないが、その理由は以前とは違うかもしれない。以前の決断は恐れや習慣から来ていたのに対し、「なぜ」という観点を基にした決断は客観的で、長期的に最善と思われるものだ。ヘンリーもこの見解に同意し、私がメールに返信する間、辛抱強く待っていてくれると信じた。

 

三時間生産的に仕事をこなした後、私は意識を内側に向け、一番に聞くべき重要な質問は何だろうかと考えた。私が「最良の」質問について考えていると、ヘンリーがそれをさえぎった。

 

「君の質問にはしかるべきときに答えよう。しかし今は、無意識的状態から意識的状態へ移行する方法について話したい。ボディ・スピリットにとって、無意識的状態と意識的状態は、人間が感じるような別々のものではない。我々は、君たちが寝ているときも起きているときも、肺や心臓や他の臓器の機能を維持しながら、君たちが意識的・無意識的に生み出すあらゆる思考や感情を認識している。その思考や感情が意識的であろうと無意識的であろうと、ポジティブであろうとネガティブであろうと、それらは我々に同様に影響する。我々はそうした思考や感情を、君たちの肉体にプログラムするんだ」

 

それを聞いてすぐに思った。特定の人や状況に対して最初に思ったことや感じたことが、ポジティブから程遠いものだったことは数え切れないほどある。多くの場合、最初に感じたのは不快感やフラストレーションだった。ヘンリーもそれを察したに違いない。しかし気を使ったのか、それについてはコメントしなかった。だから私から聞いてみた。

 

「私は、ネガティブな考えや感情を一瞬抱くことがよくあるの。気難しい人や困難な状況に直面したときにそうなることもあるし、一人でいるときに、何のきっかけもなくそうした思いが湧いてくることもある。でも、そうしたネガティブな思考に気づいた瞬間に、すぐに修正して、それをチャンスだととらえるの。自分自身と相手に対する、愛と許しと思いやりを深めるチャンスだと。そうした場合、あなたは最初のネガティブな思考や感情をプログラムするの？ それとも後のポジティブなものをプログラムするの？」

 

「両方だ」ヘンリーは言った。「ただ、ポジティブな思考は普遍意識と一致しているので、もし両方の感情のエネルギー量が同じなら、後のポジティブな感情の方を強化するよ」

 

「エネルギーの強さが等しければ、とあなたは言ったけど、私は長年、ニュートラル・ポジティブと呼んでいる、執着しない状態を実践してきたの。そうすることで自分の感情に支配されず、感情をより客観的に観察することができる。これっていいことかしら？」

 

「君の言う “ニュートラル・ポジティブ” とはどういう意味だい？」ヘンリーが言った。

 

「ニュートラルというのは、自分が演じる役割に執着しないということ。たとえば、スピリチュアルな教師、友人、恋人、瞑想者、作家といった役割。そして、この役割はこうあるべきとか、こうあるべきじゃないという考えにとらわれないこと。ニュートラルでいると、他人から認められないのではないかという恐れを克服しやすくなるの。人生や仕事の成果に執着しなくなる。ニュートラルでいるというのは、無関心であることとは違う。西洋の神秘家であるH.P.ブラヴァツキーは、その古典的著作『秘密教義』の中で、愛するのも憎むのも無関心になるのもよくないと言っているわ。つまりどんな状態にも執着してはいけないということよ」

 

「ニュートラル・ポジティブのポジティブとは、私の考えの背景には、宇宙は素晴らしいものを与えてくれるはずだ、という楽観的な気持ちがあるということ。たとえば、ダライ・ラマの長期的な目標は、チベットが再びチベット人たちのものとなり、ダライ・ラマをはじめとする亡命チベット人たちが、いつかチベットに戻れるようになることなの。でも、彼がふさぎこんでいるかというと、全くそんなことはない。それどころか、世界中を回って人々にチベット仏教について教えているわ、執着しないやり方で。彼は言うの。人々を仏教に改宗させようとはしていない、人々の信仰がどのようなものであろうと、愛と平和をより実践できるよう手助けをしたいのだ、と」

 

「ダライ・ラマのように、ニュートラルで執着しない方向に進むにつれて、私は宇宙の声をよりはっきり聞きとれるようになり、その声に合わせることができるようになった。ニュートラル・ポジティブのポジティブの部分は、信仰、希望、信頼。すべてはうまくいき、自分が求めたもの、あるいはそれ以上のものを受けとることができると信じている。その空間においては、私の信頼は揺るぎなく、努力を要せず、そこには平和と思いやりがあるの」

 

「なかなかの洞察だ」ヘンリーは言った。「その執着しない状態に移行すると、君は物質的な幻想の世界の参加者であることからぬけ出て、より観察者側になる。その執着しない状態においては、君がその瞬間瞬間に意識を向けるチャンスが増える。心理的空間を、より多く創り出すからだ」

 

「それを聞いて、もう一つ質問したいんだけど。ずっと考えていたのは、ニュートラル・ポジティブでいる方がいいのか、ポジティブなだけの方がいいのかってことなの。あなたはどちらを推奨する？」

 

「それは難しい質問だね。状況によって異なるんだよ、検討すべき要素がいくつかあるから。ニュートラル・ポジティブが最善の行動となる例を考えてみよう。君が、特定の人物の自分に対するネガティブな行いに対して、常にネガティブな反応を示していて、それが習慣となって根づいていたとしよう。たとえばそれが、姑に対するものだとする。君の最終的な目標は、彼女に愛と思いやりを持てるようになることだ。しかし、それは簡単にはいかないかもしれないし、多大な時間と努力が必要かもしれない。愛と思いやりが最終的な目標であっても、もし君がニュートラル・ポジティブでいたならば、つまり関係が改善することへの期待を抱かずに、かすかな希望を持ち続けることができれば、それは望ましいことだし、その時点ではより実行可能なことだ」

 

「姑が君に嫌われていると感じれば、それが引き金となって姑にネガティブな反応が起こり、それが君のネガティブな感情を強めることになる。これでは関係性を下向きのスパイラルにおとしいれてしまう。 ニュートラル・ポジティブに移行することで、君は自分のネガティブな投影を取り除く。そうするとそれが、彼女が変わるための心理的なスペースを生み出すんだ。彼女の感情、つまり君が彼女の息子を奪ったことへの怒りや、自分がそう感じていることへの罪悪感、そしてもし自分が変わらなければ息子を失ってしまうのではないかという恐れ、といった感情は、君のニュートラルな在り方によって軽減される。姑が変わることで、君の中にもポジティブな反応が生まれ、関係性を癒す上向きのスパイラルが生まれるんだ」

 

「ニュートラル・ポジティブの状態に移行することで関係性が良くなるということが、話を聞いてわかったわ」と私は言った。「ニュートラル・ポジティブのもう一つの使い方を紹介するわ。他の人たちにもこれが役立っているのよ。 私は、当初の目標を達成できなかったときに、それを軌道修正する機会だととらえるの――執着を持たずに。目標達成の正しい方法を見つけることができるまで、その態度を保つの。そうすると、たとえ当初の目標を達成できなくても、常に第二の目標を達成することができる。そして、その状況下で自分にできることを最大限やったと感じられる。そうとらえると、常に成功していると感じられるの」

 

「ニュートラル・ポジティブの素晴らしい使い方だ」とヘンリーは賛同した。

 

「最初の質問に戻るけど、ニュートラル・ポジティブと、ポジティブだけのどちらがいいの？」

 

「では、ポジティブの方がいい場合について、例をあげて説明しよう」とヘンリーは言った。「“人こそ人の鏡” と言う言葉を聞いたことがあるが、この言葉は、人々が思う以上に的を射ている。君は他者の鏡なんだ。君は他の人たちに何を映し出しているだろうか？ これは、誰もが自問すべき問いだ。他者の不完全さ、失敗、不足部分を映し出しているのか？ それとも彼らの偉大さを映し出しているのか？ 彼らが歩んできた道をともに祝い、どれだけよくやってきたかを祝福しているか？ 彼らの自己肯定感や自信を強め、次の一歩を踏み出すのをそっと助けているだろうか？ そうすることで、彼らは最高の自分になるべく上昇していくんだ。これが、他者との関係性においてポジティブである方がはるかによいという例だ」

 

私はヘンリーがあげた例を聞いて微笑んだ。「子どもの頃、両親が冗談交じりに、私のことをこう言ってたの。タニスには、どんな話も信じさせることができる。人をすっかり信頼してるから、誰の言うことだって信じてしまうって。私が当然だと感じるのは、相手の最高の部分に焦点を当てれば、その人はその最高の部分を見せてくれるし、最悪の部分に焦点を当てれば、その最悪の部分があらわれるってこと。実際私は、自分についての評価は厳しめだけど、他人については優しい気持ちで認めてあげられるわ」

 

「まさにそこだ」とヘンリーが叫んだ。「実は、君のその弱点はほとんどの人に共通している。それは自分に価値がないと思っていることの反映だ。君は自分には愛される価値がない、自分にはあらゆるよいことが起こるだけの価値がない、と感じている」

 

「何かアドバイスをもらえるかしら？」私は蜘蛛の巣にかかった虫のような気分になって言った。「あなたの見方が正しいとして、何か解決策はあるの？」

 

「まず、罪悪感や羞恥心、後悔にエネルギーを浪費しないことが重要だ。そこにエネルギーを注ぐと、君は変えることのできない過去にしがみつくことになってしまうからだ。そんなことをすると、君のエネルギーは今この瞬間に失われてしまう。また、未来のために生きるのもいけない。今この瞬間の君の思考と行動が、君の未来を創るんだ。今をフルに生き、自分を取り巻く状況にできる限り対処する方がいい」

 

「完全に今を生きるのは難しいわ。思いが過去や未来にいってしまうことがよくある。なぜそうなるの？」

 

「根本的な問題は、信頼感の欠如だ」ヘンリーは言った。「自分の欲しいものが与えられないとき、君はそれが最善なのだと信じられるかい？」

 

「宇宙を信頼することはできても、自分ができる限りのことをやったと信じられないこともあるんじゃないかしら？ そういう場合その人は、人々の愛と尊敬を得るために、あるいはもっと深いレベルでは、自分が生きるに値する人間であることを宇宙に証明するために、何かしなければならないと感じるでしょう。もちろん、仮定の話だけど」

 

「解決策は何だと思う？」 ヘンリーは内心微笑みながら尋ねた。彼には、それが仮定の話ではなく、私のことだとわかっていたのだ。

 

「ニュートラル・ポジティブを実践することは、とっても役立つわ。たとえば、私に何か目標があるとしましょう。その目標はドアの向こうにある。一つのドアをノックして、もしそのドアが開いたら、私は中に入る。もし開かなければ、ノックできるドアは他にもたくさんある。後で最初のドアに戻ることもできるわ。目標を正しく設定していても、まだそのタイミングが来ていないということもあるから。閉ざされたドアを何度もノックすることはあっても、目標には執着しないようにしているの。普遍意識は何が最善かを知っていると信じているから。そうしていると、自分には素晴らしい機会が与えられるはずだという信頼と信念が強くなってきたの。夢にも思わなかったような素晴らしい機会だって与えられそうだと感じるわ」

 

「そのアプローチは、君が、私が話していた “意識的な在り方” に向かっていることを示しているよ。 その理由を話そうか？」

 

ヘンリーは返事を待たずに話し始めた。「君がニュートラル・ポジティブの状態にあるとき、君の魂の高次の自己は、問題解決に役立つ情報をダウンロードすることができるんだ。人々が “これだ！” という瞬間を経験する理由は、そこにある。歩いているとき、シャワーを浴びているとき、問題についてくよくよ考えていないときなどに、答えが簡単にひらめくんだ」

 

「ひらめくと言えば、」と私はヘンリーの言葉をさえぎった。

 

 「朝、起き抜けのぼんやりして半分眠ったような状態のときに、問題に対する答えを受けとることがよくあるわ」

 

「それは君がまだ部分的にアストラル界にいるからだ。アストラル界というのは、君が夢を見ているときや、転生と転生の間に滞在する領域だ。空想にふけっているとき、歩いているとき、運動しているときにも入り込むことがある。さらに、目覚めている状態で、アストラル界に意識的に入ることも可能だ。君がニュートラル・ポジティブのときには、それが起こりうる。その領域は物理的な世界よりも高い周波数を持っているんだ。その領域に、睡眠中のように受動的にではなく意識的に入ることで、スピリチュアルな成長をうながすことができる。転生と転生の間に、アストラル領域よりも高い領域に行くことも可能だが、そのためには、ニュートラルで執着せず、しかも思いやりに満ちたニュートラル・ポジティブな周波数を一貫して維持する必要があるんだ」

 

「素晴らしいわね！」私は口をはさんだ。「つまり、執着しない態度を維持することで、私も他の人たちも自身の周波数を上げることができ、それによって私たちのスピリチュアルな変容が促進されるのね」

 

「その通り。あらゆる感情には周波数がある。ネガティブな感情、たとえば怒り、恐れ、罪悪感、恥、ねたみ、色欲、強欲などのネガティブな感情は、意識の発達を遅らせる。一方、愛、思いやり、寛大さ、感謝、献身といったポジティブな感情は、意識の発達をうながすんだ。ネガティブな感情にエネルギーを与えないことが大切だ。そうすると、ネガティブな感情は弱まっていく。誰もが自由意志を持っている。君たちは自分の意志を使って、そうした低次の感情を輝くような高次の感情に変換しなければならない。困難な状況に直面したとき、怒ったり恐れたりするのではなく、ニュートラルで執着しない状態を保つことで、細胞内のブロックされていたエネルギーが解放される。そのエネルギーを、より高い意識状態へ上昇するために使うことができるんだ」

 

「それは素晴らしいことだし、私も自由意志を使いたい。でも、何が自由意志の最良の使い道なのかを見きわめるのが難しいときもあるわ。最初の質問に戻ると、困難な状況においては、ニュートラル・ポジティブでいるほうがいいの？ それとも完全にポジティブでいるほうがいいの？」なおも混乱しながら、私は聞いた。

 

「君は面白いね」ヘンリーが愉快そうに言った。「白黒はっきりさせたいんだね。でもその態度は、スピリチュアルな変容の助けにはならないよ。君はその両方を受け入れることで進化するんだ。それは、どのような状況で、どのような感情の状態が適切かを見きわめる力を身につけるということだ」

 

「私は見きわめの実践をしていて、見きわめる能力の発達には段階があることを発見したの」

 

「というと？」

 

「見きわめる力を学ぶことの例をあげてみるわ。ある男が道を歩いていて穴に落ちた。二度目に同じ道を歩いたとき、男は穴のことを忘れていて、またその穴に落ちた。三度目にその道を歩いたとき、穴があったことは覚えていたが、穴の場所を忘れてしまっていて、またその穴に落ちた。四度目にやっと見きわめる力がついたその男は、別の通りを歩こうと決めた」

 

「素晴らしい話だが、それが君の人生における見きわめの力とどう関係するんだい？」

 

「やれやれ 、ヘンリーって厳しいんだから！」と思った途端、「おいおい、私は君だ。それは、君が厳しいっていうことだよ」とヘンリーが言った。

 

気の利いた逸話で逃げるつもりはなかった。彼の質問に答えてみよう。「私は、自分のエネルギーの使い方を見きわめようとしているの。私が接する人の中には、エネルギーを消耗させるような人たちがいる。彼らは大抵、 自身や他人、あるいは世界のネガティブな部分に焦点を当てている。それから、私には興味のない話題、たとえば車やスポーツの話をする人たちもいる。その人たちのことは嫌いではないし、どちらかというとニュートラルに感じていて、人としては好きかもしれない。とはいえ、本音を言えば、私は自分と同じような興味を持つ人たちと話すことの方に時間を使いたいの。その方がエネルギー的にポジティブに感じられる。こうやって、私は見きわめの実践をしているのよ」

 

「それは見きわめのよい実践だ。自分のエネルギーを高めてくれるような人や状況を求めているということだからね。そうすることで、君の意識は高まっていくだろう」とヘンリーは言った。「では、ここまでにしよう。今日の情報はこれで十分だ」

 

ヘンリーが去った後、私は疲れ果てていた。彼は私を、興味をそそられる、刺激的な領域に連れて行ってくれた。ではなぜ、私は疲れているのだろう？ そう考えていて、気づいた。ヘンリーは私の思考や感情を、無意識的な状態から意識的な状態へと引き上げていたのだ。私は自分をさらけ出したように感じた。その瞬間、思い出した。肉体が死ぬ際には、誰も私たちをジャッジしないのだということを。創造主も、聖ペテロも、天使も、アセンデッド・マスターも、誰も私たちを裁くことはしない。その代わりに、私たち自身が評価するのだ。前世から決めてきた目的に照らし合わせて、うまくいったことといかなかったことを、ニュートラル・ポジティブな態度で、正確に眺めながら評価するのだ。ヘンリーはこれと同じ態度で私を見ていた。ジャッジするのではなく、私が自己防衛の層を取り除けるように、つついてくれただけだった。私は信じる必要がある。ヘンリーの意図は、私が完全に意識的になるのを助けることなのだ、ということを。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


 

4

恐れがあなたを揺さぶる？

「自己の内にあらゆる存在を見て、

あらゆる存在のうちに自己を見る者は、

あらゆる恐れを失う」

『イーシャー・ウパニシャッド』

 

ヘンリーの情報をなおも消化しながら、私は新しいトピックを立てずに、彼の言葉を熟考することにした。その二日後、私はコーヒーで元気をつけ、会話を続ける準備を整えた。

 

私の考えをくみ取ったヘンリーは、こう言って会話を始めた。「一度に多くのことを詰め込みすぎているのかもしれない。より多く、というのは正しいアプローチではない。君に、私たちが話していることを消化する時間がないのならね。私たちの会話は頭の体操ではなく、変容の実践なんだ」

 

「私は頭で新しいことを学ぶのが大好き。でも、吸収したアイデアを基にして感情レベルの変容を起こすことについては、遅れをとっているようね」

 

「まさしくその通りだね」とヘンリーは答えた。私は、そんなことないよ、と彼が言ってくれることを望んでいたのだが。

 

「君は大半の人間と変わらない。新しい考えを理論的に受け入れてから、それを日常生活で実践するまでにはタイムラグがあるんだ。その理由を知っているかい？」

 

「また始まった」と私は思った。ヘンリーは、私の好奇心の鼻先にニンジンをぶら下げる方法を知っている。「教えて。私が知りたがってること、わかってるでしょ」私は言った。

 

「思考の領域は、感情の領域よりもはるかに高い周波数を持っている。だから、ある考えを理論的に受け入れることは、その考えを感情に作用させて感情を変えることよりもずっと早くできる。そして、その考えを物理的な領域に作用させて行動を修正することは、感情よりもさらに時間がかかる。物理的な領域はさらに周波数が低いからだ。私たちの会話の後、君が疲れるのはそのためだ。私は、君が思考、感情、肉体のすべての領域で一貫性を保てるように手助けしているんだ。そうすることで、君の目標を実現させる能力が高まる。だから、これまで以上にその目標がポジティブなものであることが重要だ」

 

「いいわね。頭ではその方向に行きたいと思ってるわ。でも身体もその方向に行くには、どうすればいいの？ まるで片足を船に乗せ、もう片足を岸に置いたまま船が出航しちゃったような気分よ」

 

「抵抗しないことだ。ニュートラル・ポジティブでいればいるほど、自然と一貫性を保てるようになっていく。何が根本的な問題なのか、教えてあげようか？」

 

二本目のニンジンがぶら下げられているのを感じ、私は微笑んで元気よく答えた。「ぜひ教えてほしいわ」

 

「恐れは全人類にとって最大の障害なんだ。実際、人間が無意識状態にとどまり、つらい状況を体験し続けている原因は、それだ。恐れとは、エゴ（苦しみの元凶）が君を支配下に置く方法だ。人間が、自分の偉大さに気づいたならば、きっと驚くことだろう。エゴは君たちが自分の偉大さに気づくことを恐れ、絶えず君たちをおとしめる。エゴの好むやり方は、君たちを膨張させてから撃ち落とすことだ。そうすることで、エゴはより大きなエネルギーを得ることができる。君たちがより高く登り、より低いところへ落下するからだ。エゴは君たちの感情エネルギーで生きているから、君たちがネガティブな感情を持つ機会を作るのが大好きなんだ。怒り、色欲、強欲、暴食、怠惰、傲慢などのね。それに対抗するには、どんな感情を誘発されそうになっても、ニュートラル・ポジティブな、執着しない態度を保つことだ。そうすることで、エゴからエネルギーを奪える。エゴは縮み始めるんだ」

 

「私は恐れを克服する方法を研究し、それについて書き記してきたわ。自分の恐れが縮んでいくのも経験した。でも私の身体は、新しい状況に直面するとやはり恐れを感じるし、以前失敗した古い状況に直面したときには、さらに頻繁に恐れを感じる。私の恐れの、この最後の名残をなくす手助けをしてくれる？」私は尋ねた。

 

「まさにそれが、私たちがやっていることだ。君のメンタル（思考）体の恐れは、かなり取り除かれている。恐れの原因となる思考を排除することによってね。そして君は、ニュートラル・ポジティブな在り方と他者への思いやりを発達させることで、感情体の恐れの大部分もクリアにしてきた。問題は、肉体の、細胞の記憶に埋め込まれている恐れだ」

 

「誰もが、同じ順番でそうなるの？ それとも私だけ？」私は尋ねた。

 

「君だけが特別じゃない」とヘンリーは即答した。「肉体の細胞の記憶は、ほとんどの人にとって恐れがこびりついている最後の領域だ。だから君にとっても他の人たちにとっても、その恐れを解放するためにボディ・スピリットと協力することが不可欠なんだ」

 

「それはなぜなの？」私は尋ねた。

 

「恐れは人類の集合的無意識の一部であり、ボディ・スピリットはそれを、人間が転生する際に、あらゆる人間のゲノムにプログラムする」

 

「人類の集合的無意識って何？」確実に理解したくて、私は尋ねた。

 

「人類は地球上で、実に長い年月を過ごしてきた。その間に、恐れと欲望から、多くの不快な思考を生じさせた。その結果、さらに不快な行動が生じた。幸運なことに、彼らは、愛や思いやりや許しも感じてきた。ポジティブなものであれネガティブなものであれ、あらゆる思考・感情は、エーテル領域にエネルギーとして刻印される。ときが経つにつれ、新たな人間たちがさらに思考を加えることで、これらのエネルギーは力を増し、すべての人のメンタル体、感情体、肉体のエーテル記憶の中に存在する思考形態となった。人々は、これらの思考形態が自分の思考や感情を刺激していることに気づいていない。これが、私が人類の集合的無意識と呼ぶものだ」

 

「私もいずれかの前世でそうした恐れの思考形態を作り出したから、今それを取り除かなければならないの？」私は心配になって尋ねた。

 

「たとえ意識していなかったとしても、君はそのうちのいくつかを創り出したんだよ」ヘンリーは言った。「たとえ君自身が比較的恐れを知らない人だったとしても、君の前世での行動が他者に恐れを抱かせたのだとしたら、やはり君には責任がある。これがカルマの働き、つまり宇宙の正義の仕組みなんだ」

 

「私は、現在の人生で誤ったパターンを修正して、そのカルマを解消したかしら？」私は期待しながら尋ねた。

 

「そう、その多くは消去され、メンタル領域での恐れはほとんど取り除かれている。しかし、いったん個人的な恐れを取り除いたら、自分の家族や先祖、そして人類の集合的無意識がそうした恐れの思考形態を消し去るのを助けるという、さらなる責任を負うことになる」

 

「それは不公平じゃない？ どうして彼ら自身が自分の思考形態を取り除かないの？」

 

「各人が自分の思考形態を取り除く必要がある、というのはその通りだが、ときには、なぜそれが必要なのか、どうやってそれをやるのかを理解するのに、手助けが必要なこともある。人類は今、魂の闇夜を経験している。人類の集合的カルマが、ほとんどの人にとってますます明らかになってきている。人類が環境に対してしてきたこと、そしてお互いに対してしてきたことのせいだ。ますます多くの人々が変わりたいと願っているが、その方法がわからない。あるいは、恐怖で身動きが取れなくなっているんだ。彼らをネガティブな思考形態から解放するのに役立つ方法はたくさんある。たとえば、彼らのために祈ること、彼らに教えること。そして私たちがしているように、本を書くことだって助けになるんだ」

 

「高次のレベルでは、それはわかってるわ。でも、小さな私は圧倒されそうになっている。自分のためだけでなく、他の人たちのために、思考形態を取り除きながら数えきれないほどの転生を繰り返すなんて、大変すぎると感じちゃう。正直言って、自分の慣れ親しんだ現実や知っているものを手放して、手ぶらで未知の領域に飛び込むのはとっても難しいことなのよ」

 

「よい知らせとしては、君や他の人たちは今、普遍知性から豊かなエネルギーを受けとっているということだ。それは、君たちのスピリチュアルな変容をサポートするためなんだ。世界の歴史上かつてないほど、人々は目覚めつつある。そして、目覚めれば目覚めるほど、より多くのエネルギーが集合的無意識に与えられ、それを使って古い思考形態を取り除くことができるようになる。君も他の人たちも自由意志を持っているから、その運命の流れに協力することもできるし、抵抗することもできる。外はときに暗く見えるが、人類というさなぎの内側では大きな変化が起きていて、君たちは普遍意識に合致して自己を悟った存在へと変わろうとしているんだ」

 

「説明してくれてありがとう。心の中で、あなたの言うことは真実だと感じるわ。私たちは目覚めつつあると思う」私は言った。「でも時々、自分がずっと果てしなく、恐れの思考を取り除くことに取り組んできたように感じるの。まだ全部は消えていないし、他にどうすればうまくいくのかもわからない」

 

「エゴは自尊心をおとしめるのが大好きで、自分は決して十分ではないとか、十分なことをしていないと思わせる」ヘンリーは言った。「君が自分の細胞から恐れを取り除くまでは、エゴはそのパターンを使って感情と思考領域の恐れを再生させることができる。根を掘り起こさない限り、雑草が再生するようにね。肉体領域をクリアにすることが、君の変容の次のステップだ」

 

「今までやってきたことがうまくいってないんだったら、どうすればいいのか見当もつかないわ」私は確信を持てずに言った。

 

「問題の一つは、君が受け継いできた家族の脚本にある。“努力しろ、でも成功するな” というものだ。この脚本に従うと失敗することが確定しているが、それはエゴが君を支配下に置くやり方だ。対策としては、努力するのをやめることだ。あらゆる状況や役割において、特定の結果に執着している自分に気づき、それを手放すんだ。普遍意識を深く信頼しゆだねることが、細胞からあらゆる恐れを取り除き、エゴの支配をなくしていく」

 

「ニュートラル・ポジティブの実践をさらに深めたような感じね」私は言った。

 

「その通りだ、でもひとつ付け加えたい。君は自分自身を信頼することと、他者を信頼することを、実践を通して学んできた。そして、普遍意識を信頼することも、おおかたできている。それは素晴らしいことだ。しかし君はまだ、自分のアイデンティティの最後のかけらを完全にゆだねることができないでいる。君のエゴはアイデンティティが失われることを恐れているが、それも当然だ。そのプロセスで、エゴ自身が溶けてなくなってしまうからだ。宇宙の意志に身をゆだねることは、人間にとって究極の恐れなんだ。それは死への恐れに似ている。だが、覚えていてほしい。エゴは幻想であり、君たちは全体から切り離されたことは一度もないんだよ」

 

「何から始めればいいのか、例をあげてもらえる？」

 

「恐れているのは、君や人類が作り出した最大の思考形態である “エゴ” なんだ。エゴは本当の君ではない。君は永遠の “自己” だ。エゴという幻想については、また別の機会に詳しく説明することにしよう。今は、君がどのように恐れを作り出してきたかに注目してほしい。あらゆる恐れは相互に関連している。君がひとつの恐れを解消すれば、他の恐れも消え始める。しかし、恐れはそれぞれ異なる周波数を持っている。人間の主な恐れとその解消法について説明しよう」

 

「最初にとりあげるのは、未知なるものへの恐れだ。それは、無限の愛と光から切り離された初期の人類が、もはや安全だと感じられなくなったことに由来する。物理的に脅威となるような環境の中で、食料やすみかを見つけられなければ彼らは死んでしまった。未知なるものへの恐れは、現代社会においても続いていて、人々が地球に愛とつながりを感じなくなったために、その恐れはさらに強化されている。地球は普遍知性と調和して生きており、人間も、肉体、感情、メンタルが健康であるためには、普遍知性と調和して生きる必要があるんだ」

 

「自然法則は霊的法則と同じであり、地球は、今まさに意識的な惑星になろうとしている生命体なんだ。地球の変容は、あらゆる生き物の変容をうながす。地球に存在する生き物たちは、地球の細胞のようなものだからだ。地球に起こることは必ず人間にも起こるし、地球に起こらないことは人間にも起こらないんだよ」

 

「私は地球と深くつながっていると感じているけど、それが未知なるものに対する恐れを克服することと、どう関係しているのか理解できないわ」と私は言った。

 

「つまり、未知なるものへの恐れを克服するための対策は、日常生活の中で母なる大地とのつながりを取り戻すことなんだ。私は地球を “マザー・アース（母なる大地）” と呼んでいる。そう呼ぶことで君たちも、地球のことを、自分たちに命を与えてくれた母ととらえられるようになるだろう。母なる大地と物理的につながるために、自然の中を歩いたり、ガーデニングをしたり、裸足で大地に立ったりすることを提案したい。感情レベルでは、君たちがこの美しい地球で生きていることに感謝を持つと、母なる大地とのつながりが強まる。君たちが、人間、動物、木や植物、鉱物など、地球のあらゆる子どもたちを愛し、それらに奉仕しているときも同様だ。地球とそうした深いハートのつながりを感じれば、人間は地球を傷つけることがなくなる。そうすることで、君たちは本来あるべき姿である、地球の守護者となるのだ」

 

「未知なるものへの恐れは、多くの人が抱く、変化への恐れと関係あるのかしら？」私は考えた。

 

「関係あるよ。しかし、変化への恐れの方が、周波数が少しだけ高い。変化に対する恐れは習慣によって生み出され、惰性と決まりきった方法による学びに関係している。同じことを繰り返し行うことで、ある種の快適さが得られる。それ自体は悪いことではないが、無意識的な状態におちいってしまうことが多い。意識を高めるには、何か新しいことをやるといい。旅に出たり、新たな人（特に自分とは違う種類の人）に出会ったり、いつもと違う料理を作ったり、自分の知っている分野以外の本を読んだりすることなどがその例だ。そうすると、徐々に新しい経験を歓迎するようになり、変化への恐れが解消されるんだ」

 

「あなたはポジティブな変化のことを話してるけど、変化の多くは否応なくやってくるものよ。たとえば、仕事をクビになったり、愛する人を失ったり、大病を患ったり。そうした出来事は大きなストレスや恐れを生み出すわ」私は言った。

 

「確かにそうだ」ヘンリーは答えた。「しばしば、人はその場にとどまってしまい、変化するべきだという宇宙からの声に耳を傾けない。そうなると、滞った状態から抜け出すために、より大きな困難を引き寄せてしまうのだ。変化することを恐れて退屈な仕事にとどまっていたり、不健康な食生活を続けていたり、病気につながるようなネガティブな思考を持ち続けていたりすると、そうしたことが起こりうる。しかし、そうした困難は希望の兆しでもある。宇宙と調和する在り方に戻るための後押しをしてくれるからだ」

 

「ということは、自分が最も恐れていることを行うと、つらい状況を外から押しつけられずに済むのね？」私は言った。

 

「多くの場合その通りだが、もしその困難が、無意識の領域にある自分の誤ったパターンを癒そうとして決めてきた運命であれば、その困難から逃れることはできない」とヘンリーは言った。「私はその役割を担っているんだ。事故、病気、離婚などの困難な状況を通して、君たちがそうしたパターンを意識化できるようにする。実際、君が魂の闇夜と呼ぶようなもの全てがそこに含まれている。そういうわけで、困難は君たちがエネルギーのブロックを取り除くのに役立ってくれるんだよ」

 

「それってあなたが、人を病気にするってこと？」

 

「まさか。人が自分自身を病気にするんだ。自分の思考、感情、行動が普遍知性と調和していないときに、人は病気になる。私は、人が私に与える情報からしか働けないんだよ。しかし、すべての病気がネガティブなパターンから生み出されるわけではない。たとえば、両親がより深い愛と思いやりを学ぶために 、子どもが魂レベルで、癌になることを同意して生まれてくることもある」

 

「それは親にとって心の痛む話ね。そうした子どもは、両親よりも霊的に発達しているということ？」

 

「まさにその通りだ。痛みは現在の現実の一部であり、霊的に発達した魂たちの多くも、いまだに肉体的、心理的、あるいは霊的な痛みを抱えている。人を、その人が直面している困難によって判断してはいけない。痛みはしばしば、普遍知性によって、彼らをより早く意識化させるために用いられるからだ」

 

「その話は多くの人を惹きつけるでしょうね」と私は皮肉を言った。

 

「気持ちはわかるが、君もよく知っているように、誰もが、成功するためにまさに自分にふさわしい状況を体験しているんだよ」

 

「スピリチュアルになれば、困難から逃れられると考える人たちも多いわ」私はヘンリーに、人間とはどういうものかを理解させようとして言った。「長い目で見ればそうであっても、短期的に見れば、自分の困難はむしろ増大する可能性があると知ると、彼らは困惑すると思うの」

 

「日本では、最高の刀は火にかけられ、何度も折り返し鍛錬をほどこされることで出来上がる。一度だけではない。君たちも同じだ。困難を克服するたびに君たちは強くなる。増大した霊的エネルギーを保持するために、君たちにはこの内なる強さが必要なんだ。内なる強さを持つことは、苦しみから抜け出す道でもある」

 

「私たちが、なぜ説明のつかない困難に見舞われることがあるのか教えてくれてありがとう。でもここで、恐れについての議論の続きをしたいの。まだ、私のお気に入りである “拒絶されることへの恐れ” について話していなかったから」と私は言った。ヘンリーが何かアドバイスしてくれることを期待しながら。

 

「人間の中には、誰に対しても、どんな状況においても、優しく親切に手を差し伸べてあげなければならないと考えている人がいる。これは特に女性に多い。それはたとえば、おしゃべりが止まらない人に “人の話を聞くように” と言いたいときや、差別主義者の意見に反対したいときなどには、全く不適切な態度だ。そうした人たちは、宗教、文化、家族の脚本によって反応をプログラムされていることが多く、彼らは、本音を言うと拒絶されたり見捨てられたりするかもしれない、という恐れを持っている」

 

「この恐れは、多くの恐れと同様に、見捨てられることが共同体からの排除や死を意味した、人類の初期の歴史に端を発している。欧米では、こうした恐れはほとんどの場合、現実的なものではなくなった。しかし恐れはその性質上、君たちに最悪の脚本を考えさせる。もし君がそうした脚本を持っているのなら、とることのできる最良かつ最短の方法は、自分に正直になることだ。つまり、自分が最も恐れていることを行うんだ。これは、ネガティブな感情を抱いている相手を、意図的に傷つけるという意味ではない。そうではなく、自分を尊重するということだ」

 

「たとえば今言ったケースでは、自分に不快感を与えている相手に、あなたの言動には違和感がある、と伝えることもできる。改善策を提案することもできるかもしれない。あるいは、君が圧倒されると感じたり、相手に変わるつもりがないと感じたりした場合は、エネルギーを節約してその場を離れた方がいいかもしれない。君たちは、それぞれ自分の状況を吟味して、その困難の原因、解決策、そしてその困難がもたらしてくれる贈り物を見きわめなければならないんだよ」

 

「拒絶への恐れは、さっき話した変化への恐れよりも高い周波数領域にあるの？」私は尋ねた。

 

「拒絶への恐れは、感情体のより高い周波数領域に存在していて、自分を愛していないことに関係している。自分を無条件に愛すると、君たちは本来の自分になり、不安がなくなり、本質的な自尊心を感じるんだ」

 

「言うのは簡単だけど、実行するのは難しいわね」私は言った。

 

「それは、それこそが君の最大の恐れだからだ。しかし、君はこの分野に関して進歩したよ。まだ若かった頃の君は、拒絶されるのを避けるために、相手が心地よいと感じる話題についてしか話さなかった。そうすることで、君は相手と違う部分を隠し拒絶されるのを避けていた。君の拒絶への恐れは家族に由来し、その多くは母親から受け継がれたものだ。彼女は、育った時代や、先祖代々のパターンに条件づけられていたんだ。しかし君はその恐れに立ち向かい、これまでにその大部分を打ち壊してきた」

 

「それがいつも簡単にいったわけではないわ」その頃を振り返りながら私は言った。「30代初めの頃、私が前世退行ワークショップを行っていることを知ったクライアント企業が、私を解雇したの。彼らの観点からすると “信用が失われた” という理由で」

 

「でも君は、そのワークショップを続けることを決め、拒絶と失敗への恐れに立ち向かった。収入のほとんどを失い、大切に思っていた人たちから拒絶されたにもかかわらず、だ。どんな恐れであれ、恐れを克服するためには、自分が最も恐れていることを行うのが一番の早道なんだ」

 

「自分のスピリチュアルな信念に妥協し始めたら、際限なく妥協してしまうと思ったからよ。それに、私の父は自分の信念を曲げない率直な人だった。父のことを思うと勇気づけられたの」

 

「恐れを消すたびに、君は自分のエーテル体からネガティブなパターンを消し去っているんだ。そうすると、私はもうそのネガティブなパターンを、君の中にプログラムする必要がなくなる」ヘンリーは言った。

 

「若いころは、人に喜ばれるものを与えることで愛されたいと思ってたわ。私の最大の才能は、感情的なものや物理的なものではなく、思考的・霊的なものだと感じていた。だから私は他の人たちに、彼らがどうすれば自分の目標を達成できるかについての洞察を与えた。そうすることで彼らの自信を高めたの」

 

「得意なところを活かしたんだね」とヘンリーは言った。「ほとんどの人は、その方法で恐れに立ち向かおうとする。出発点としてはいいが、そこから先へ行けない人もいる。君の今の戦略の方がもっと直接的で、より効果的だ」

 

「あなたが言っているのは、たとえ相手にとってその真実が不快なものであり、言いにくいことだったとしても、それがその人のためになると思えば自分の本当の気持ちや考えを伝えるという、私の決断のこと？」

 

「そうだ。その態度は、君自身と相手の両方に利益をもたらす。君たちは二人の関係性において未知の領域に踏み込むことになるから、双方が恐れと向き合わなければならない。拒絶される危険を冒すことは、拒絶への恐れを克服する最短の方法だ」

 

「私はそうすることで、予想もしなかった素晴らしい恩恵を受けたの。自分が “愛情あふれる人間であらねばならない” と思うのをやめたら、相手に対してそれまでよりももっと愛と思いやりを感じるようになった。不思議なことに、自分自身に対してもそれまで以上の愛を感じるようになったのよ」

 

「最大の恐れに立ち向かうことで、君のエネルギーは飛躍的に高まったんだ。恐れを抱いていると、その人のエネルギーはダムに流れをせき止められた川のように滞ってしまう。エネルギーの流れがさえぎられるんだ。君の今の試みを続けなさい。ところで、失敗への恐れについてもう少し言いたいことがある」

 

「失敗を恐れている人（ここではわかりやすく "彼" としよう）は、何らかの形で他者に評価されたいと思っている。人に好かれるかどうかについては、そこまで気にしていない。自分の思い通りにするために、怒りを使って他人を威嚇し、コントロールすることさえあるだろう。人類の歴史の初期の過去世で、この人物は他者の恐れを利用して彼らをコントロールしていたのかもしれないが、現代においてそれはもはや通用しない。彼が現代において、自分の思い通りにするために怒りを使うならば、妻が出て行くかもしれないし、仕事をクビになるかもしれない。しかし怒りをコントロールすることを学べば、ネガティブな結果ではなく、ポジティブな結果を引き寄せるようになる。彼が進化するにつれて恐れは解消されるんだ」

 

「あなたが男の人の怒りについて話すと、私はその話に距離を感じてしまうわ。まるで女性である私には当てはまらないかのように。あなたは意図的に “彼” としたの？」

 

「自分の意見と他人の意見が異なるときの君の対処戦略のひとつに、相手の意見や行動の誤りを見つける、というものがある。自分の中の誤りを見ようとはしないんだ。それに気づいてほしかった。これは多くの場合、教育や支援の仕事に就いている人たちが好んで使う対処戦略だ。彼らは、他人を修正しようとする。特定の教訓を自分の人生に生かす前に、それが安全かどうか、うまくいくかどうかを、他人で確かめようとするんだ」

 

「あぁ～図星よ」と私は答えた。「あなたが最後に言った、自分自身のために安全かどうかを確かめるという点については、意識化できていなかったけど。でもあなたの言葉を聞いて、自分よりも相手の人生や問題にスポットライトを当ててしまいがちだというのは分かったわ。私はいつも、相手を助けることにやりがいを感じていると思ってきた。でも今は、私のエゴも主導権を握りたがっていたことに気づいたわ。そうやって自分の世界を安全に保っていたのかもしれないけど、自分を小さな世界に閉じ込めておくことで、魔法を排除してしまっていたのね」 

 

「その通りだ！」ヘンリーが言った。「他に何か気づいたことはあるかい？」

 

「未知なるものへの恐れ、変化への恐れ、拒絶への恐れ、失敗への恐れについて話してきたけど、成功することへの恐れもあるんじゃない？」ヘンリーが別の話題に移る前に、私は口をはさんだ。

 

「成功への恐れは、拒絶への恐れと失敗への恐れに関連している。成功への恐れを持っている人は、自分のパフォーマンスを落とす可能性が高く、自分が設定した目に見えない障壁を突破しようとしない。つまり、低く設定した目標だけを達成し続けるんだ。自分が他の人より多くを持っていることに罪悪感さえ抱き、それを他者に知られたくないと思っている場合もある。拒絶されることを恐れるからだ。罪悪感は、君たちが真に豊かな状態へ移行するのをさまたげるんだ」

 

「望みをかなえるのに十分なだけのお金を持っているとしたら？」私は尋ねた。「さらに豊かになる必要はないんじゃない？」

 

「真の豊かさとは、単にお金だけのことじゃないんだ」ヘンリーは言った。「それは、君たちが自分の運命をよりよく全うできるよう、宇宙が君たちに与えたいと思っているものすべてを受けとれるようになる周波数なんだよ。そこには、愛、成功、お金なども含まれる。自分自身を制限することは、欠乏メンタリティの一種だ。それは、自分が受けとる恵みを制限することで他の人がもっと受けとれるようになるはずだ、という思い込みだ。君が自分の取り分を制限したからって、他の人の取り分が多くなることはない。実際は逆なんだ。君が自分の取り分を制限すればするほど、他の人の取り分はもっと少なくなる」

 

「真の豊かさを手に入れる秘訣は、自分が十分に持っていないと感じているあらゆるものを吟味することだ。お金、時間、愛、楽しみ、セックス、食べもの......これらはほんの一例にすぎない。欠乏メンタリティは、嫉妬や貪欲の思考形態を強化し、ハートを閉ざさせ、持つ者と持たざる者の間の分離を生み出す。欠乏を感じている要素を見つけたら、解決策は、その要素を自分に与えることだ」

 

「私が発見したのは、たとえ足りないと感じるものを多く受けとっていなかったとしても、十分受けとっているように振舞えば、恐れが減少するということ。考え方さえ変えれば、恐れは解消するのよ。他にも何か、議論したい恐れの種類はある？」

 

「ひとつだけある。エゴは、コントロールを失って消滅することを恐れている。それは当然の恐れだ。君たちが自分のアイデンティティを完全にゆだねれば、エゴは消滅する。そのとき、あらゆる恐れが消え、君たちは自由になる」

 

「話が最初に戻ったが、解決策は、自分が最も恐れていることを行うことだ。この場合は、一人の個であることへの執着を捨てることだ。“私に” “私の” “私のもの” という感覚が、欠乏感の根本的な原因だ。十分に持っていないことへの恐れから、エゴは欲望を生み出し、それが苦しみをもたらすんだ」

 

「最後に一つ、重要な考えを伝えておこう。恐れは、君の細胞とエーテル体にエネルギーブロックを作り出すので、私は君を健康な状態に保つことができなくなってしまう。そうした恐れを取り除くと、君の周波数は上昇し、私は束縛から解放される。そして君を、肉体、感情、思考、霊のレベルで健康に保つことができるようになるんだ。今日はここまでにして、明日また続きを話そう。私たちは新しい領域へ踏み出した。君には元気な状態で取り組んでほしいからね」

 

ヘンリーが去る頃には、私は疲れきっていた。スピリチュアルなマラソンをしているような気分だった。ヘンリーが私のコーチだ。彼は私のために最善を尽くし、私が恐れを克服してエゴからコントロールを奪うためのヒントを与えてくれた。しかし、なんと大変なことか！ 私は、未知なるものへの恐れ、変化への恐れ、拒絶への恐れ、失敗への恐れ、成功への恐れを克服することに関して、自分の進歩を祝うことが重要だと知った。そして、私が今もまだ持っているのは、コントロールを失うことへの恐れだということも。

 

私は、コントロールを失うことを恐れているエゴと自分を同一視し、それを自分の恐れだと感じていた。本来の自分、私の魂、つまり私の不死の部分は、こうした恐れを持っていないことが一瞬のうちにわかった。それは、明らかに私のエゴの恐れだった。エゴは、私をコントロールするために、私にこの恐れを持たせておきたかったのだ。この恐れを克服する方法は、過去に何度も学んできたように、自分が最も恐れていることを行うことだった。なんと心を解放してくれる発想だろう！ 創造的で、オープンで、束縛のない冒険への招待だ！ それは私がまだやったことのない、新しいことへの挑戦だった。挑戦すれば、どんな道も学びの道となるだろう。

 

聖書のマタイによる福音書6章25～26節のイエスの言葉を思い出した。「日常生活のこと、食べものや飲み物が足りているか、着る服が足りているかを思い悩むな。命は食べものよりも、肉体は衣服よりも大切ではないか。鳥を見てごらん。彼らは種も蒔かず、収穫もせず、納屋に食べものを蓄えもしない。天の父が彼らを養ってくださるからだ。あなたがたは、鳥よりも尊いのではないか」

 

イエスの言葉は、私がありのままの姿で愛されていることを思い出させてくれた。何も恐れる必要はない。自分の価値を、他人や、永遠なる存在に証明する必要もない。もちろん、偽りの自分であるエゴにも。さあ、ギネスビールを飲むとしよう。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


5

前世から持ち越した人生脚本から自由になろう

「私たちは蝶の美しさを愛でるが、

蝶がその美しさを得るために経てきた変容を

評価することはほとんどない」

マヤ・アンジェロウ

 

私は前回の会話について、そして恐れが引き起こす苦しみについて、さらにそれがいかに私たちの進化を遅らせるかについて、大いに考えた。私たちの恐れがエゴを強化し、そうするとエゴが私たちの恐れを強化する。それは逃れようのないジレンマのように思われた。しかし、最も恐れていることを実行し、あらゆる状況においてニュートラル・ポジティブな態度を実践していくことが助けになる。また、エゴは恐れを生み出す構造になっているので、エゴを解消する必要があると理解することも役立つ。しかし、私の肉体の細胞レベルにはまだ、根深い恐れがひそんでいると感じていた。

 

翌朝、私はそう感じていることをヘンリーに伝え、どうしたらいいか尋ねた。

 

「私はつねに君と共にいる」私の心の声にヘンリーが答えた。「そして、私たちが今していることほど重要なことはないんだ。洞察が深まれば深まるほど、君はエゴからの束縛を緩めることができる。そうすればさらに深い洞察にアクセスできる。君が何度も転生を繰り返す中で、私はこの瞬間を待ち続けていたんだよ。君が感じている根深い恐れは、その恐れを取り除いたと思ったとたんに雑草のようにまた生えてくる思考形態だ。思考形態とは複雑なもので、君の人生脚本を構成する多くの思考や恐れからできているんだ」

 

「私の思考形態って、転生してくる度に毎回同じものなの？」興味を引かれて私は尋ねた。

 

「君の思考形態は、すべての人間が持っているものと同じだ。エゴが持っている恐れや欲望のレパートリーは限られている。どんなものがあるのか、何が引き金になってそれらが生じるのかが分かれば、君はそれを取り除くことができるんだ。それぞれの家族は好みの思考形態のパターンを発達させ、それが人生の脚本となり、DNAを通じて世代を超えて受け継がれていく。これらのパターンの起源は、君が想像するよりもずっと過去にまでさかのぼる。細胞の中でエネルギーを生み出す存在として知られるミトコンドリアのDNAは、何十億年も前の地球の化学シチューから生まれた。しかも、私は単に物理的なゲノムのことを話しているのではない。これらのパターンは、魂が存在する高次のコーザル（因果）界で作られる。私はそれらのパターンを、低次のコーザル（メンタル）体、アストラル（感情）体、肉体へとプログラムするんだ」

 

「コーザル（因果）界って何？」私は彼の使う用語を理解しようとして聞いた。

 

「ひとつの界、つまり領域は、特定の周波数範囲から成っている。あらゆる思考には特定の周波数があり、その周波数が特定の感情を引き起こし、その感情が肉体に影響を及ぼす。これが、君たちの思考が現実を創りだす仕組みなんだ。君たちの思考は低次のコーザル（因果）界にある。思考は、感情よりも高い周波数範囲に存在する。そして感情は、肉体よりも高い周波数範囲に存在する。わかったかい？」

 

「よくわかったわ」と私は答えた。「では、人生脚本の例をいくつかあげてくれる？」

 

「多くの人生脚本には二つのメッセージが含まれている」とヘンリーは答えた。「一つは成功をうながすものであり、もうひとつは、それがはっきり言葉にされていようがいまいが、成功をじゃまするものだ。ポジティブな言葉とネガティブな暗示を組み合わせた人生脚本のよい例は、“一生懸命働きなさい、でも君は成功しないよ” というものだ。この脚本は、一生懸命働いたあげくに目標が達成できない状態へと人を導く。彼らの失敗は、自尊心の低さ、自分は幸せになる資格がない、望むものを手に入れる資格がないという感情から生じる。しかし、彼らの脚本にもとづくと、幸せになりたいという願望は残っており、それを達成するために懸命に働く。こうして、回し車のネズミのように、望みながらも望むものを手に入れることなく回り続けるのだ」

 

私は口をはさんだ。「親は無意識のうちに、子どもにポジティブなことよりもネガティブなことを言ってるっていう調査を読んだことがあるわ。でもその事実を突きつけられると、彼らはそれを否定するそうよ。親自身は、子どもを愛しているし、成功して目標を達成してほしいと思ってるって言うの。でも無意識のうちにそれを妨害している。たとえば、子どもの成績表に「A」が四つ、「D」がひとつあった場合、親は “このDはどうしたの？” って言ったりする。それだと子どもを認めてあげていないことが強調されてしまう。あるいは、子どもの何かの行為を褒めながらも、ひと言つけ加えちゃうの。 “でも....この部分はあまり良くなかったね” とか “そんなことをしてたら、いい暮らしはできないよ” とか “誰もそんなもの欲しがらないよ” とか “他の人はもっと上手にやってるよ” とか」

 

ヘンリーはさらに続けた。「男性も女性もみな、家族の脚本から影響を受けている。よくある脚本の例と、それが君たちにどのような影響を与えるかを見てみよう。ひとつは “手の中の一羽の鳥は茂みの中の二羽の鳥の価値がある” ということわざ（不確実な未来よりも、現在の利益を重んじよ、の意）だ。この脚本は、人間関係や人生においてリスクを冒すのを思いとどまらせる。そのため過度に慎重になり、変化への恐れや未知なるものへの恐れが強まる。もうひとつは “1ペニーの節約は1ペニーの儲け” ということわざだ。これだと、ケチな態度や貯めこむ態度が強化されてしまう。自分は決して十分に持っていない、と感じるからだ。また、自分を制限してしまう他の脚本には “微笑めば世界が一緒に微笑んでくれる。泣いても誰も一緒に泣いてくれない” というものがある。この人生脚本に従うと、人にポジティブなことしか言わず、自分の困難な状況を分かち合おうとしなくなる。この脚本は、拒絶されることへの恐れを強めるんだ」

 

「うーん、私たちはたくさんの脚本を持っていて、そのどれもが私たちの注意を引こうとしているみたい」

 

「それは言い得て妙だね」ヘンリーは言った。「エゴは君たちをとりこにするために、人生脚本の中に相反するメッセージを入れるんだ。ひとつの脚本がある状況においてうまく機能しない場合には、別の脚本を使って苦しみを活性化させることができる」

 

「でも、その脚本たちは完全にネガティブなものではないわ。たとえば “微笑めば世界が一緒に微笑んでくれる。泣いても誰も一緒に泣いてくれない” という脚本は、ネガティブになることを思いとどまらせ、楽観的で明るくなろうとさせるんじゃない？」

 

「もちろんそうだ」ヘンリーは言った。「人生脚本にはポジティブな面とネガティブな面がある。大切なのは、自分の内なる本性に忠実であることだ。そして特定の役割を、恐れから演じたり、文化、宗教、家族によるプログラミングを基にして演じたりしないことだ。そうした外部からのプログラムを解除するために、誰もが人生において、自分の内面に忠実になる必要があるんだ。たとえば君の場合、自分で選んだ目標が、家族の人生脚本の一部だったということはあるかい？」

 

「私は25歳で、最初の家を買ったの。それは私の両親にとっては信じられないことだったと思う。マイホームを持つことは、両親にとっては大きな目標のひとつだったから。振り返ってみると、私は両親よりもずっと若いうちにその夢を叶えたんだわ。それから、私は自営業者だけど、これも家族のパターンみたい。母方も父方もそうなの。私は家族の人生目標を達成したと言えるかもしれないけど、正直なところ、私自身もこれらの目標を望んでいたから、それが自分の道を邪魔したとは感じないわ」

 

「家族の目標を達成するために、子どもが家族の脚本に従うのはよくあることだ。子どもはそれを自分の目標だと思いながら、その脚本に従うんだ。子どもたちは家族の思考形態全体を受け継ぐが、その思考形態は、子どもの内の誰かが、家族全体の目標を達成してくれることを望んでいる。思考形態には一種の有効期限があり、人間の思考や感情にエネルギーを与えて働きかける期間は限られている。君のケースのように、人生脚本が自己肯定感を高めることもある。達成した目標が自分の人生の道筋に役立つものであれば、それはよいことだ。しかし中には自己肯定感を低下させるものもある。君の中には、何かネガティブな家族パターンもあったかい？」

 

「ひとつ、重要なものがあるわ。つい最近まで、私はいい両親に恵まれて幸運だと思ってたの。私の両親は、怒りを爆発させることも、過度にお酒を飲むことも、私たちを身体的に虐待したり見捨てたりすることもなかったから。両親には感謝しているわ、だって子どもの頃ひどい虐待を受けた人たちがたくさんいるのを知っているから。私はずっと、いい両親を持ったと思ってた。でも最近、私の家族には感情の欠如があることに気づいたの。両親ともに、人生の重要な時期に感情的な支えや栄養を得られなかったんだと思う。それが原因で、ある時期に心を閉ざしてしまったのね。両親を責めるつもりはないわ。彼らも、受け継いだ家族脚本の犠牲者なんだから。無条件の愛を与えられなかった場合、自分を愛せなくなり、見捨てられることへの恐れが生じる。それが、母方の家系と父方の家系両方で、優勢な人生脚本として作用してきたようなの」

 

「君だけじゃない。たいていの人は、自分が愛されるに値しない、自分には愛されるための要素が欠けていると感じていて、それが大きな心の傷になっている」とヘンリーは言った。「心の傷はその人の中心的課題であり、それがエゴの力の基盤なんだ。その傷からエゴは欲望を生み出す。お金、成功、承認、感覚的快楽などの欲望を生み出して、痛みを消し去ろうとするんだ」

 

「それに対抗するにはどうしたらいいの？」私は尋ねた。

 

「それぞれが、内的に自分を見つめ、苦しみの原因となっている欲望が何かを突きとめ、それを手放す必要がある。現れている症状ではなく、原因に目を向けるんだ。たとえば、アルコール依存症や過食症は、多くの場合、愛されていないと感じる痛みを麻痺させたり、押し殺したりしようとして生じる。もちろん、そうした依存症に特化した自助グループに参加して、役立つアイデアやサポートを得ることはできる。しかし、最終的には真の問題を明らかにする必要があるんだ。自分の問題がいかに家族の脚本に起因しているかを知ると、その人のボディ・スピリットは、身体、感情体、メンタル体に滞っているエネルギーを解放しやすくなるんだよ」

 

「そのプロセスは楽しいものではないだろう。一種の浄化であり、エゴは、大きな心の傷である愛されていないという感情を絶えず引き起こすことで、コントロールを維持しようと戦う。君たちは、自分を責めたり、親を責めたりすることを越えて、自身と親を深く赦すことへ向かう必要がある。外からの、あるいは内からの揺さぶりに屈することなく、守りに入らないで、他者に対してますますハートを開き続けなければならない」

 

「自分の家族の脚本を考えていて思ったんだけど、両親の感情の欠如は、私が子どもの頃の方が大きかった。その頃は、彼らの個人的な欲求がまだほとんど満たされていなかったからだと思うの。でも、最初の家を買うという一番の目標を達成した後は、兄と私に向けられる感情的なエネルギーが増えた。夕食の時間に、両親は兄と私によく意見を求め、私たちの意見に耳を傾けて尊重してくれた。それは大人になるまで続いたわ」

 

「人は、自分のニーズの多くが満たされないと、心を閉ざしてしまう。ニーズが満たされ、目標をいくつか達成すると、心が開かれ他者により多くの愛を与えるようになる。子どもが目標を達成できるよう、親や周囲が手助けすることは大切だ。それが自己肯定感を高めることにつながるからだ。自己肯定感を持っている人は、他者が目標を達成するのを惜しみなく助けるし、自己肯定感は寛大な精神を育み、それが周りにも伝染するんだ」 

 

「両親のポジティブな人生脚本のひとつを思い出したわ。それは彼らのネガティブな脚本を打ち消すくらいのものよ。それは、“自分の頭で考えなさい” というもの。私の両親は、夕食の席で私に自分で考えるよううながし、それによって私は自己肯定感を高めることができた。たとえば、私が大学に行くことなど両親には想像もつかなかった。大学進学なんて両親にとっては思いもよらないことだったから。彼らは私が大学に行くことに反対はしなかったけど、共感もできなかった。でも、私が大学に行き卒業すると、両親は私のことをとても誇りに思ってくれたの」

 

「君は幸運だったね。自分を制限するネガティブな脚本から “抜け出す” ポジティブな脚本を受けとったんだ。ご両親は夕食時の行動によってその脚本を強調し、君へのメッセージを強化したんだね」とヘンリーは言った。「両親からポジティブな “抜け出し” の脚本を受けとれなかった人の場合は、他の方法を探す必要がある。たとえば自己啓発本を読んだり、ポジティブなアファメーションの練習をしたり、メンターを見つけたり、自分を制限するような人や状況を避けたりする必要があるんだ」

 

「家族の脚本にとらわれている間は、物事を二元的に、よいか悪いかでとらえがちになる。その脚本を引きはがして眺めると、脚本は立体的になり、よい部分と悪い部分に加え、その中間のあらゆる部分が存在することに気づく。自分の傷ついた感情のフィルターを通さずに真実を観察するからだ。思いやりをもって客観的に自分や家族を見ることができる。これが癒しへの道だが、他にも提案したいことがあるんだ」

 

「あなたの洞察は役立つわ。他の提案もぜひ聞きたい」感謝しながら私は答えた。

 

「スピリチュアルな成長に興味を持ち始めたばかりの人は、肉体や感情のニーズは重視せずに、スピリチュアルなニーズを優先しなければならないと考えてしまう場合がある。しかし、スピリチュアルな成長は、その前に自分自身の無意識の影に立ち向かわない限り進まないのだ。最終的には、誰もが自分自身の闇、怒り、恐れ、傷、不寛容さに目を向け、ボディ・スピリットの助けを借りてそれらを変容させる必要がある。これは自分でやるしかない。自分自身で、プライド、自己憐憫、無価値感、嫉妬、貪欲といった領域における未解決の問題を検証すると、君たちのハートはより完全に開きだし、自分自身と他者への思いやりが生まれてくる。無意識の中に埋もれている深いレベルに働きかけることで、君たちはそうした誤った思考の元凶となった種（たね）を発見する。その頃までには、滞ったエネルギーが十分に解放されていることだろう。そうすると、私たちボディ・スピリットはそれらのネガティブな思考形態を消し去ることができるようになるんだ」

 

「他者への執着から解放されるためには、何層もあるタマネギのような、無意識のさらに深い層に取り組まなければならない。そうするとやがて君は、他人から操られることもなくなり、他人を操りたいとも思わなくなる。つまり執着しなくなるんだ。これは、相手に対して心を閉ざしてしまう無関心とは異なる。執着しないこととは、深い思いやりを持つことであり客観性を持つことだ。この態度を学ばない限り、相手に対して同じパターンを繰り返すことになる。同じ相手に対して、あるいは新たな相手に対しても」

 

「私はずっとそれに取り組んできたわ。でも、まだまだみたい」私は言った。

 

「君は進歩したよ。ただ、引き続き行ってほしいとリマインドしただけだ。これらの指示は、君のためだけでなく、他の人たちのためでもあるんだ」

 

「気づいたんだけど、人はしばしば無意識的に、自分を望まないような状況に追いやるわね。たとえば借金をしたり、仕事を辞めたり。それは学びを得るためなのよ。また、学びを得るために暴君のような人を引き寄せてしまうこともある。アルコール中毒の暴君、泣き言を並べる暴君、依存心の強い暴君、怒りっぽい暴君などなど。私もそうした暴君を引き寄せたことがあるし、私自身も誰かにとってそんな暴君のひとりだったかもしれない。私が学んだのは、嫌な人を引き寄せてしまうということは、自分のパターンを何かしら変える必要があるということ。相手が変わるかどうかはコントロールできない。それは相手の選択だから」

 

「人間関係に取り組むのは、人を無意識の深いレベルへと導き、ネガティブな思考様式を表面化させ意識化させる素晴らしい手段だ。人間関係の破綻には二つの側面があり、当事者双方が両親から受け継いだ脚本パターンを演じている場合が多い。その両親も、先祖から受け継いだ同じ脚本を演じているのかもしれない」

 

「相手に投影しているネガティブな要素を取り除き、それを自分の中に受け入れることは、痛みを伴うし勇気が要る。しかし、それこそが価値ある唯一の旅路なのだ。それが意識化への道なのだから。人は恋に落ちると、しばしば過度にポジティブな思考や感情を恋愛相手に投影し、数カ月後に現れる “本当の” その人を受け入れることができない。それどころか、次から次へと恋愛を繰り返し、自分を幸せにしてくれる人を自分の外に探し求める。ネガティブな、あるいはポジティブな思考や感情をもたらす脚本は、個々人に固有のもの、あるいは個々の家族に固有なものというわけではない。それらは人類の集合的無意識に由来するものであり、遺伝によって、または教師、友人、宗教などを介した文化的植え付けによって受け継がれる。したがって、君や他の誰かが自分のプログラミングを解除すると、それが全人類のプログラミング解除の助けになるんだ」

 

「私の目標は無条件の愛よ。でも、無条件の愛のとらえ方は、変化し続けているの」

 

「無条件の愛は最善のゴールだ。無条件の愛は、意識が進化するにつれ自然に育っていく。無条件の愛で生きていると、恐れや分離感を感じなくなる。宇宙的な愛と結びつくと、自分がどんな言葉を発しようと、それが適切なものになる。たとえそれがときに不親切に聞こえようともね。ほとんどの人がネガティブやポジティブという条件づけられた状態で生きている中で、ネガティブやポジティブというくくりを超えた状態になるんだ。愛を体現するにつれて、君はニュートラル・ポジティブになり、他者からどう見られるかに執着しなくなる。そして自分の唯一の望みが、他者を苦しみから解放する手助けをすることになるんだ」

 

ヘンリーは続けた。「自分の投影を変容させ、無執着を学ぶにつれて、より直感を受けとれるようになる。というのも、他者から自分を守るための鎧を必要としなくなるからだ。人に良く思われたいからといって、誤った考えを維持し、怒りを抑え、傷ついた気持ちを隠し、悩みを口にしないようにするには、かなりのエネルギーが必要なんだ」

 

物思いにふけりながら、私は彼が言葉を続けるのを待った。

 

「無条件の愛を目標にして祈ったり瞑想したりすることは助けになるが、それと同時に、良心に基づいて自分自身の内面と外面のゴミを掃除することに、根気強く一貫して取り組む必要がある。そうすることで、自分の魂の目的をより明確に感じとることができるようになるんだ。自分自身の音に耳を傾け、自身から発する音を語ることができるようになれば、他の人の音が少しずれているときや、その人の言動が何かしら間違っているときに、それを見分けることができるようになる。つまり見えないものを見る力、聞こえないものを聞く力、超感覚的な力を発達させていく。それによって自分や他者をよりよく観察し、聞きとり、感じとることができるようになるんだ。ボディ・スピリットは、人間のこうしたあらゆるステップに関与している」

 

ヘンリーのコメントは、人生において自己観察がいかに重要か、自分の思考、感情、行動を観察することがいかに重要かを考えさせるものだった。

 

「これは、私にも他の人にも当てはまることだけど、自己観察の学びには段階があると思うの」私は、自分が気づいたことを話した。

 

「第一段階では、無意識のうちに不適切な言動をしてしまうことも多い。第二段階では、もう少し意識が発達して、相手に話している最中に “だめだめ、こんなこと言うべきじゃない！” と心の中で気づき、言わずにとどまる。第三段階では、相手に話す前に自問するの。 “この人にとって、今、どんな言葉が一番有益だろうか？” って。 自分自身が相手によい印象、賢い印象を与えようとするのではなく、相手にとって何がベストか？ という観点で考えてそれを口にするの。第四段階になると、もはや何を言うかを考える必要がなくなり、自然に相手にとって最も有益なことを言えるようになる。そして相手が自分の言葉にどう反応するかには、とらわれないでいられるのよ」

 

「第四段階は自己を悟った状態だ」とヘンリーは言った。「そのような段階を、上がったと思うとまた降りてしまうというのはよくあることで、自己を悟った状態に近づけば近づくほどそれが起こりやすくなる。君もそうなっていたことに気づいたかい？」

 

「そうね、残念ながら」と私は答えた。「でも私は、最善の方法で行動しなかったときにも、罪悪感を持ったり自分を責めたりすることはめったにないわ。そしてそれは、私にとって進歩なの。仏教の教えによると、私たちは自分の行動に正しい動機づけを持つ必要があるそうよ。つまり、あらゆる行動や思考を慈悲の心で満たすということ。そして、どんな瞬間にも自分の動機を認識し、正しい動機から行動を起こせるようになること。それが私の今の目標よ。宇宙は私たちに、正しい動機づけを実践する、素晴らしい機会を与えてくれると信じてる。そして、たとえ状況が苦しく困難に感じられても、その人に対処できないような状況が与えられることはないと信じてるの。スピリットは私たちに失敗ではなく成功することを望んでいる。だから、意識を発達させる機会が与えられるんだわ」

 

「自分自身を観察することは、エゴの影響から離れるための非常に有効なテクニックだ。自己観察の状態を維持すればするほど、エゴの力は弱まる。最終的には、エゴからやってくる思考やコメント、頭の中のおしゃべりがなくなり、内なる静けさがやってくるだろう。人生の課題や人生から引き起こされる問題がすべてなくなり、やるべきこともやってはいけないことも存在しなくなる」

 

「“やるべきこともやってはいけないことも存在しなくなる” というのは、私には空虚で好ましくないことのように聞こえるわ。それは子どものころに感じた、見捨てられた虚しさという人生脚本を思い出させてしまうから。絶対的な存在と一体化して自己を悟った人たちの話は十分読んできたから、それが素晴らしいことなんだろうと頭ではわかっている。でもそれが素晴らしいことだと一方でわかっていても、他方では、私の人生脚本からすると素晴らしいと感じられないの」

 

「それが君の大きなつまずきポイントであり、それもまた君のエゴによって培われたものだよ。自己観察、執着しないこと、ニュートラル・ポジティブでいること、無条件の愛を育てること、行動に対して正しい動機づけを持つこと、そうした実践は、エゴを弱める強力なテクニックであり持続的に取り組まなければならないが、エゴの幻想から自分を完全に解き放つ状態に近づけば近づくほど、その取り組みが困難になるということも知っておく必要がある。君はもうネガティブな人生脚本のほとんどを大幅に取り除いたんだからね。次のミーティングでは、思考形態を強化するネガティブな思い込みについて探求しよう。そうした思考形態が、自分を限定するような人生脚本を創り出すんだ」

 

「どんなネガティブな思い込み？」私は尋ねた。

 

「今日の議論は、ポジティブなトーンで終わらせようじゃないか」

 

ヘンリーの言葉は、私が実践すべき貴重な教訓を思い出させてくれた。それは、“今” にとどまり、その瞬間瞬間、自分が正しい情報を受けとり適切な量だけ吸収していると信頼することだった。ヘンリーの助けによって、今まで発見できなかった洞察が何層も明らかになりつつあった。これまでも断片的に知ってはいたが、全体のパターンが明らかになりつつあったのだ。自分が生きている人生脚本がよりはっきりと見えてきた。ニュートラルな状態でそれらを観察することで、私の精神の中に埋め込まれ、もつれていたものが、解き放たれようとしていた。
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ネガティブな思い込みを消す方法

「スピリチュアルな進化は、障害物を取り除いた結果として起こるものであり、何か新たなものを積極的に獲得することによってではない」

デヴィッド・ホーキンズ『The Eye of the I』

 

「おはよう」と言ってヘンリーが話し始めた。「スピリチュアルな進歩を阻害するベースとなっている “思い込み（信念）” について深く掘り下げる前に、警告を発しておきたい。例外なく、意識を促進する一番の方法は、低次の資質に抵抗してエゴと戦うことではなく、ポジティブな高次の資質を受け入れることだ」

 

「少しあいまいね。資質ってどういう意味？」と私は尋ねた。

 

「資質とは何らかの信念、視点であり、それは自己に関するもの、他者に関するもの、あるいは宇宙的な知性に関するものなどだ。どんな信念も、ポジティブな感情やネガティブな感情を生み出す。その結果、一定の周波数が生まれる。1から10までの尺度を想像してほしい。1は、この幻想の世界において完全にエゴのとりこになってしまった痛みと苦しみの状態だ。10は自己を悟って普遍意識と一体になった平和と至福の状態だ。この尺度を用いて、たとえば君の自分自身についての信念周波数が8、他者についての信念が5、普遍意識についての信念が8だとする。すると、君の全体的な意識レベルは、この他者に対する信念の低さによって低下してしまうんだ。たとえば、君は他人を信頼するよりも、自分自身や宇宙を信頼しているかもしれない。さらに、意識化できている信念は氷山の一角にすぎない。人は、他にも多くの無意識の信念を持っていて、それらも周波数を生み出している。意識化できている信念を取り除いた後も、無意識の信念を取り除く必要があるんだ。その第一歩はそれらを表面化させることであり、それを我々は一緒にやっているんだよ」

 

「ゆだねること、ニュートラル・ポジティブでいること、執着しないこと、といったテクニックは、無意識の信念を取り除くためのものなのね？」私は尋ねた。

 

「それらもそうだが、他にもある」ヘンリーは言った。

 

「そのひとつは、普遍意識との一体化を切望することだ。そう望むことで意志の力が強まり、阻害要因となるあらゆるものを取り除くことができるようになる。それが家族への執着であれ、財産への執着であれ、肉体的な快楽であれ。実際、無限なる存在と一体化するのが最も容易なタイミングのひとつは、死が近づき、あらゆる執着を解き放つときだ。しかし、死ぬ間際まで待ったとしても、無意識の信念や自分に対する思い込みを取り除いていなければ、それらが来世に持ちこされてしまうという問題がある」

 

「どの人間のボディ・スピリットも、その人に無意識の信念を検証させようとするの？」私は聞いた。

 

「周波数が一定のレベルに達するまでは、人間は、すでに意識化できている誤ったパターンを修正することにしか興味がない。しかし、それをやってもまだ不幸だということがわかると、自分の無意識の信念を調べ始めるんだ。身体形態のスピリットである我々は、そのときを待ち望んでいて喜んで彼らを助けるんだ」

 

「信念は子宮の中から始まっているわ。赤ちゃんが母親の思考や感情を感じ取ったときからね。私は感じ取ったのを覚えてる。それは私だけじゃないと思う。予定していなかった妊娠の困難に関連した母の恐れを感じ取り、私は母を安心させるような思いを送ったの。素敵な娘が生まれるからね、私を産んでよかったと思うからね、って。自分の安全を確保するために親を喜ばせたいという願望は、子ども時代から大人になるまで続いていく。私たちは親の信念を受け入れ、親が自分に望んでいると感じる資質を取り入れていくのよ」

 

「親の信念に反した行動をとる子どもたちさえも、そうした親の信念によってプログラムされているんだ。身体的に、あるいは精神的に親の信念を満たすことができず、そうした信念に抵抗するとき、彼らはしばしば自分を “悪い人間” だと思い込んでしまう。たとえば、親が医者になることを望んでいて、それが学業的に不可能な場合、その人は自分か親か、あるいはその両方のことを悪く思うかもしれない。親の信念や目標がよいものだと感じていれば自分のことを信頼できなくなるし、親を尊敬していなかったり、親の目標が自分の目標に反していたりすれば親を信頼できなくなる。別の例としては、母親が君に、フライトアテンダントになるよう望んだとする。というのも、彼女自身がなりたかったのにその機会がなかったからだ。一方で父親は君に、安定した職だからとエンジニアになるよう望むとする。そのどちらの目標にも魅力を感じない場合、君はどちらの親も失望させるというどうしようもない立場に立たされる。その結果、両親からネガティブな感情を抱かれるか、自分に対してネガティブな感情を抱くことになるだろう」

 

「それにね、」私はヘンリーのコメントに続けて言った。

 

「親って言葉と行動が別々だったりするの。たとえば、子どもには他人に寛大になるよう言っておきながら、自分たち自身は利己的にふるまうというように。そうした偽善的な態度は口にしている信念よりもずっと強い印象を子どもに与えるわ。意図的にそうしているわけではないにしても、相反する信念を持っていることになる。たとえば、私の相反する信念は、“宇宙は、私が欲するものすべてを手に入れるよう望んでいる” と “私は欲するものを手に入れることができない” というもの。この相反する信念に気づいて以来、私は自己を制限する信念の方を解消しようと努めてきた。欠乏ではなく、豊かさの態度を実践することによって。このテクニックは効果的だけど、長い時間を要するわ」

 

「それは君のもう一つの誤った信念のせいだよ。つまり “長い時間を要する” という信念だ」とヘンリーは言った。

 

「人はいくつもの信念を持っていて、それが人生観や考え方につながっている。それらの信念を、人生観に関わるあらゆる考えに使うんだ。それらを一つずつ解体していくよりも、その信念の集合を包括している “自分観と人生観” というパラダイム全体を変える方が効率的だ」

 

「パラダイムを変えるのは難しいかもしれないわね。自分自身や他者に対する見方が、人生全体に対するとらえ方に影響するということに気づいていない場合は特にそうでしょう。でも科学者でさえ、自分の意識的・無意識的な思考や偏見が実験結果に影響を及ぼし、自分が期待している結果しか観察できない可能性が生じるってことに気づいてるわ。たとえば、科学者（あるいは誰であれ）が、何かが目に見えなければそれは実在しないというパラダイムを持っていたとしたら、見えないものはすべて否定されてしまうことになる。問題は、パラダイムを変えてもその新しいパラダイムに固定されてしまい、意識の進歩が止まってしまうことよ」

 

「信念が進化するにつれて、真実もまた進化するんだ。だから、君たちは固定されてしまわないように現在のパラダイムを変え続けていく必要がある。小さな信念を数多く変えていくと、自分の状態が変わり、ある時点でより高い周波数の新しいパラダイムにジャンプするんだ。進化はこうして起こり、君たちがより高い状態へ移行するにつれてそのスピードが加速する。また、君の周波数が高くなればなるほど、君は家族や人類全体の集合的無意識にポジティブな影響を与えることができるようになる。その結果、彼らもより高いパラダイムへと上昇していけるようになるんだ」

 

「親の信念が、私たちが子どもの頃に知っていた彼らの信念とどれほど変わっているかに驚くことが多いのは、そのためなの？」

 

「その通りだ！ たとえば、ある親が同性愛者に偏見を持っていたとして、自分の子どもが同性愛者だとわかったとしたらどうだろう。その親は自分を変えて人生に対する見方を変えるか、子どもを失うかの選択を迫られる。こうした信念の変化を十分に経験すると、その人は自分のパラダイム全体を変えられるようになるんだ」

 

「質問があるわ」私はエーテル的な挙手をした。「人間は、上だけでなく、下のパラダイムに移ってしまうこともあるの？」

 

「残念ながら、ある。人生において挫折や危機を十分経験した場合、その人はより低いパラダイムに移ることを選ぶかもしれない。彼らには常に自由意志があるからね」

 

「ボディ・スピリットは、エゴが芽生える前の胎児のDNAに、そうしたパラダイム・ジャンプや挫折の可能性をプログラムするの？」と私は尋ねた。

 

「受精時に、私が受精卵に人生の目的をプログラムしたときからプログラミングは始まる。ネガティブなエゴの資質とポジティブなエゴの資質の両方が、ゲノムに与えられる。そしてそれらは、外界の状況がそれらを開花させるのを待つことになる。カルマの助言者に伴われた人間の高次の自己は、DNAとエピジェネティックの（非遺伝の）カルマ的なパターンに基づいて両親を選ぶんだ。そうすることで自分の運命の課題を達成しようとするんだよ。環境やライフスタイルなど、その人の人生の状況が、体内のDNAのコードをオンにしたりオフにしたりする。人は、ソウル・グループとも呼ばれる、同じ人々の群れの中に繰り返し生まれ変わるんだ。そうすることで、そのグループの人たちと似たような人生脚本を受け継いでいく。そのグループには、両親、親戚、友人、そして同じような道を歩む仲間たちも含まれているかもしれない。個人の意識が徐々に高まるにつれて、その意識は光のネットワークとなって広がり、他のソウル・グループ、そして最終的には全人類や地球上のあらゆる存在を包括していく。それは、物理的な領域だけでなく他の領域にも及ぶんだ」

 

「それはいい知らせだけど、ちょっと気になることがあるの」私は口をはさんだ。

 

「私たちの人生は、受胎時にボディ・スピリットが与えるプログラムによって運命づけられているの？ それとも自由意志でそれを変えることができるの？」

 

「あらゆる人間には自由意志があり、地上に生きている間に自分のパターンを変える機会が与えられている。また、思考や感情は時間と空間が存在しないコーザル（因果）界とアストラル界にあるので、高次の意識に移行すると、時間を遡ったり戻ったりして先祖代々のパターンを変化させることができるようになる。つまり、先祖や子孫、そして自分のソウル・グループの仲間たちのために、自己を制限するような脚本を消去する手助けができるんだ」

 

「それは嬉しいわ。私はこれまで、自分のアストラル体とコーザル（因果）体の浄化に焦点を当ててきたんだけど、今は、肉体の細胞レベルに宿る、信念の核の浄化に興味があるの。それを行えば、先祖たちの助けにもなるかしら？」

 

「君は運がいいね！ それは我々ボディ・スピリットの得意分野なんだよ。その仕組みを説明しよう。君たちが抱く思考の一つ一つが、君たちの身体に快あるいは不快の感覚を生じさせる。無意識の思考でさえ、身体的な感覚を生み出すんだ。どのような思考を持っているかを判断するには、自分の身体がどう感じているかに注意を払えばいい。これは、強調してもしすぎることがないポイントだ！ そうして、そのポジティブな、あるいはネガティブな感情を引き起こしたのがどんな出来事だったかをたどるんだ。外的な環境が引き起こしたのか、外的な出来事でなければ何か内的に考えていたことが引き起こしたのかを」

 

「それが快の感情だったらどうなるの？ 快の感情ではあっても、その低い周波数に降りたくない場合は？たとえば、セックスのことを考えるのは快感かもしれないけど、特にビジネス・ミーティングの場などでは、そのことばかり考えたくはないでしょう？」

 

「なるほどね！」ヘンリーは微笑んでいるようだった。「しかし、その感情を認めるということは、必ずしもその感情にエネルギーを与えるということではないんだよ。望ましくない感情を持っている自分に苛立ちや失望を感じると、エゴにますます力やエネルギーを与えることになる。エゴの本拠地である、善と悪の二元論に焦点を当て続けることになるんだ。望ましいのは、その感情と、その感情についての君の思考の間に、精神的なスペースを作ることだ。そのスペースこそ、証人である魂が存在できる場所だ。そのスペースでは、君はその感情にエネルギーを与えることなく観察することができるんだよ」

 

「証人ってどういう意味？」

 

「証人とは、君の魂であり、高次の自己だ。証人は客観的で、君のパターン、信念、思考、そしてそれらの根拠を見通すことができる。誰もが、意識化の旅路において自分の証人を育てていく必要がある。そうすることで、不要な信念や思考から自分を解放することができるようになるんだ。ニュートラルでいることによって、そしてそうした信念や思考にエネルギーを与えないことによって、ね」

 

「次に、波動の低い信念や感情を排除する他の方法について話そう。そうした信念や感情の根底には、大抵ポジティブな資質があるんだ」

 

「まあ驚いた。私は30代の頃、七つの大罪について瞑想していたときにそのことを発見したのよ。七つの大罪の一つ一つの中に、ポジティブな金塊を見つけたの。そのポジティブな資質を、私はハートに受け入れた。そうするとネガティブな側面が溶けていったの」

 

「素晴らしいテクニックだね。君がそれを行ったとき、私は君の意識を急速に変容させるための扉を開いた。それができたのは、君が低次の思考形態に閉じ込められていたエネルギーを解放したからだ。それによって私は、君のエネルギーを高次の状態に移行させることが可能になったんだ」

 

「七つの大罪の中で、周波数が一番低いのはどれ？」私は尋ねた。

 

「その質問に答える前に、罪という言葉はアングロサクソンの言葉に由来するということを指摘しておきたい。それは的を外すという意味で、矢が的に当たらなかったときに使われた言葉だ。私がこのことを持ちだしたのは、あらゆる周波数は意識の一側面であるということを思い出してほしかったからだ。しかし、高い周波数が悟りの境地と関連している一方、低い周波数は、君たちを痛みと苦しみの幻想の世界、“的外れの” 世界に縛りつけるんだ」

 

「さて、君の質問に答えよう。自己破壊的で人生を否定するような、自分観や信念について見てみよう。最も破壊的なものは、恥と罪悪感だ。恥と罪悪感の思考形態は、たいてい身体の下のほうに位置する。それらは、私が君の身体下部の諸器官にエネルギーを供給する際のエーテル的入り口となる、下部のいくつかのチャクラを閉じてしまうんだ。そうなると生殖器官や消化器官へのアクセスが遮断されるため、病気を引き起こす場合がある」

 

「恥も罪悪感も自己肯定感を低くさせるが、恥と罪悪感がどのように生じるかは異なる。身体的虐待、性的虐待、精神的虐待は、恥の感覚を生み出す。被害者は幸せになる価値がないと感じるようになり、最も深刻な場合は、生きること自体に価値がないと感じるようになる。一方、罪悪感は、自分が他人を失望させていると感じることから生じる。それは両親の場合もあれば、配偶者の場合もあれば、神の場合もある。神の場合は、宗教的な罪悪感だ。罪悪感は原理主義を生み出しかねない。つまり、自分の罪悪感を他人に投影し、そうすることで他人を悪者にしてしまうんだ」

 

私はヘンリーが言ったことを吸収するのに精一杯になりながら、自分の身体下部の諸器官を素早くチェックしていた。するとヘンリーが言った。「恥や罪悪感に押しつぶされそうになっている人を、君ならどうやって助けるかい？」

 

「恥の感覚や罪悪感を持っていると、自己肯定感が低くなるわ。私は、彼らがすでに達成したことを何か見つけて、そして、彼らが望んでいる別の目標を、最初の目標を達成したことによる成功感と結びつけようとするの。重要なのは、彼らの今の状態を受けとめて、彼ら自身ができると信じていることに向かうよう励ますことよ」

 

「話を続ける前に、一般的な質問があるんだけど」私は言った。

 

「信念や、自分に対する見方が自分とは異なる人々と接するとき、私は自分と違う部分を強調するのではなく、似ている部分を強調することで彼らとの間に橋を架けようとするの。これはいいやり方かしら？」

 

「他者との間に橋を架けるのは、エゴを鎮めるよい方法だ」とヘンリーは答えた。

 

「一人ひとりの魂が純粋だということを忘れてはならない。その魂の場所では、誰もが出会えるんだ。ほとんどの場合、望ましい態度とは相手を無条件に愛し、受け入れることだ。たとえ君が相手に行動を変えるよう提案しているときであってもね」

 

「もう一つの破壊的な自分観について見てみよう。怠惰と呼ばれるものの特徴は、絶望、落胆、無感覚だ。誰かを怠惰から抜け出させるために、君なら何を勧める？」

 

「私がネガティブな資質をあげて、あなたが解決策を提示してくれる方がいいんだけど！」私は冗談を言った。

 

長い沈黙が続いた。ヘンリーはそれに応じようとはしなかったので、私は彼の質問に取り組んだ。

 

「怠惰の核となっているのは、欲しいものが手に入らない、努力しても無駄だという感情だと思う。その信念は、先祖代々の貧困や人種差別によって生じた、制度的なものに由来するのかもしれない。はずみをつけるには、自分が欲しているものを、何か自分に与えてあげるよう勧めるかもね。たとえそれが洋服やマッサージなどの表面的なものであってもいいの。自分の欲しいものを手に入れられるとわかったら、より大きな、できればより波動の高い目標に挑戦してみるよう勧めるわ」

 

「絶望や落胆が原因で、怠惰になっている人をどうやって助けるかい？」 ヘンリーはさらに深く突いてきた。

 

「その絶望感は、魂の闇夜に伴う一過性のものかもしれないわ。もしそうであれば、私はその人に、魂の闇夜が実は霊的な旅の一段階であることを理解させ、それを進歩のしるしとしてとらえ直す手助けをするでしょう。そうやって、その状態はやがて過ぎ去るんだという希望を与えるの」

 

「しかし、もしその人が悲しみや嘆きに覆われた自分観から抜け出せなかったら？」ヘンリーは主張を緩めなかった。「もしかしたらその人は、愛する人を死によって失ったのかもしれないよ。どうする？」

 

「絶望や落胆がその人の自分観の一部であったなら、私はその人にやる気を起こさせようとするわ。辛辣に思えるかもしれないけど、私はときどきこう思うの。悲しみから抜け出せない状態とは、誰かが自分に何かをしてくれるべきだという思い込みにとらわれている状態じゃないか、と。その誰かとは、配偶者、親、子ども、あるいは政府でさえあるかもしれない。それは幻想であり、その態度は痛みを永続させるだけよ。失望し続けることになるから。その人はきっと孤独を感じ愛を求めているけど、究極的に保証されているのは普遍知性からの愛だけよ。瞑想と祈りもまた、そうした人が外的な状況に対してニュートラル・ポジティブな態度を保ち “あるがまま” を受け入れる助けになるでしょう。あるがままを受け入れることで、その人の波動は高まるはずよ。とはいえ、悲しみは喪失がもたらす自然な感情と言えるわ。その悲しみにとらわれ続けない限りは。そうでしょう？」

 

「悲しみはエゴにとっては自然なことだが、魂にとってはそうではない。魂は、外的状況に関係なく永遠の喜びの中に存在しているんだ」とヘンリーは反論した。

 

「恐れや不安というネガティブな感情とその解決策については、もう以前話したね。では今度は、あと三つの、人生に対するネガティブなアプローチについて話そう。強欲、暴食、色欲だ。これらの根底にある誤った信念は何だと思う？」

 

「バガヴァッド・ギーターもヴェーダの賢者パタンジャリも、そうした感覚的快楽への渇望を妨害物と呼んでいて、この点ではキリスト教の教義と一致しているわ。暴食とはより多くの食べものを欲し、色欲とはより多くのセックスを欲すること。強欲について言うと、暴食も強欲の一種で、強欲はどんな分野でも起こりうるわ。自分自身のためにより多くを望み、決して満足しないの。名声、お金、物質的な品、地位、権力、愛など、数え上げればきりがない。もちろん、これらの中には生きるために必要なものもあるけど、執着する必要はないわ。私はどうかしら？」

 

「審判はまだだ。コメントする前にもっと話を聞きたい」とヘンリーは冗談めかして言った。

 

「衣食住にはお金が必要なのよ」私は続けた。

 

「それに、もし私たちが物理的、経済的な資源を持っていれば、世界のためにもっとよいことができるかもしれない。そうしたものを渇望してしまうことが真の問題だけど、エゴがそうした渇望を作り出すのは簡単なことね。私たちの現代世界の経済は “多いほどよい” という信念の上に成り立っているんだから。私の直感では、普遍意識からの分離と、それがもたらす虚しさが渇望の根本原因だと思う。もしそうなら、解決策は、人生の目的を果たすのに十分なだけのものが自分に与えられると信じ、執着しているものをすべて手放すことだわ」

 

「渇望の根源にある望みとは何だい？」

 

「あらゆる幸福が生み出される源と、再び一つになりたいという願望よ」と、私は望みを込めながら答えた。

 

「その通りだ。それが、次に取りあげるネガティブな資質である、怒りにつながる」

 

私は言った。「怒りは、自分の意見に賛同してくれる人がいないなど、自分の望むものを手に入れられないことから生じるかもね。エゴは自分が主導権を握っていたいから、他人が自分の意見に賛同しないと攻撃されたと感じるんじゃないかしら。だから、怒ることで自分を守るの。そうするとアドレナリンが放出されて、エゴにさらなるエネルギーを与えてくれる。怒りは、それを表に出すかどうかにかかわらず、嫉妬の感情にも関係しているわ。嫉妬も七つの大罪のひとつね。物質的な品、美貌、友人、あるいはより多くの楽しみや時間など、誰かが自分にはないものを持っていると感じる気持ちよ。その誤った信念は、宇宙からの分離感と、宇宙が必要なものを全て与えてくれると信じられないことから生じるの」

 

「傲慢についてはどうだい？」

 

「バガヴァッド・ギーターは、傲慢を自惚れや横柄さだと言ってるわ」私は、読書家であることをひけらかしている自分の傲慢さを笑いながら答えた。

 

その自分観の誤りは、自分は他人よりも優れた存在だ、という見方だと思う。自分は他人よりも賢い、豊かだ、優しい、純粋だという思い、さらには、自分は他の人よりも悟りに近づいているといったスピリチュアルな傲慢さ、それらは全て他者との比較や分離の感覚をもたらすわ。傲慢さの中に埋もれているポジティブな金塊は、たとえそれが無意識レベルのものであっても、次のようなものじゃないかしら。自分が、他者からだけでなく、究極的には宇宙からも愛される価値があることを証明したいという願望よ」

 

「この議論から得た結論は何だい？」

 

「今度はあなたが答える番よ」と私は言った。自分の信念や考えが正しい方向に行っているかを知るために、フィードバックが欲しかったのだ。

 

「エゴは分離感しか知らないんだ」ヘンリーが話し始めた。

 

「その分離感が、あらゆるネガティブな信念を生み出し、そこからネガティブな感情が生まれる。エゴは決して究極の幸福を与えることはできない。それができるのは、魂と、魂を通して働く意識だけだ。幻想の世界で幸福を求めるのをやめたとき、常に君たちの中にあり、君たちと共にある宇宙意志が、君たちの導き手となるんだ」

 

「それで、あなたはそのプロセスにどう関わっているの？」

 

「私には主に二つの役割がある」とヘンリーは答えた。

 

「一つは、普遍意識の代理という立場で、君の良心、またガイドとなって君の旅路を助ける役割だ。この意味では、私をボディ・スピリットととらえてくれればいい。もう一つは、君の肉体、感情体、メンタル体を構築し維持する身体知性として、生物学的な機能を担う役割だ」

 

「私は、思考や感情が肉体の健康にどのような影響を及ぼすのか知りたいの」ヘンリーがその問いに答えてくれることを期待しながら、私は言った。

 

「それは大きなテーマだから、脳と心臓のことについて話す機会までお預けだ」と彼は答え、私たちの議論は終わった。

 

自分の問いに自分自身で答えるように、というヘンリーの策は、素晴らしい教えだった。それは、答えは自分の内側にある、答えや幸せを自分の外に求めるのは見当違いだ、ということを思い出させてくれた。残念なことに、たとえ問いと答えが両方とも自分の中にあるとしても、それらがセットになっているわけではない。エゴは私たちに、何か秘密が存在していて、それを見つけさえすれば幸せになれると思い込ませる。会話の中でますますわかってきたのは、ネガティブな信念が生み出すエゴのドラマから離れることで、私たちはエゴが作り出す幻想を打ち砕くことができるということだ。そのためには、高次の自己、良心、内なる小さな声に宿っている、私たちがすでに知っている深い真実に耳を傾ければいいだけなのだ。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


 

7

あなたの愛、叡智、意志のバランスは？

 「愛はあなた自身のハートの中で待機している。あなたはただ真理の中にいればいい。

ただ穏やかにしていればいいのだ」

般若経

 

翌日、私は科学的な説明を聞くのを楽しみにしていた。私の身体知性であるボディ・スピリットが、生物学的にどのように働いて私をプログラムしているのか、聞きたかったのだ。しかし、それは実現しなかった。ヘンリーがすぐに、意識を促進するポジティブな資質についての説明を始めたからだ。

 

「その二つのトピックは同じものなんだ」と、私の失望を感じ取ったヘンリーが言った。

 

「ポジティブな資質は、君の細胞の中に封じ込められたエネルギーを解放する。そのおかげで、私は君をより高い周波数へと移動させることができるようになるんだ。これは生物学的な機能だ。人間は思考、感情、そして生物学的機能をさまざまなカテゴリーに分類するのが好きだが、すべては一つなんだよ。君が無限なる存在をどうとらえるかが、君の思考、感情、肉体の周波数に影響を与える」

 

「無限なる存在に対するとらえ方が、その人の周波数にどう影響するのか理解できないわ」私は戸惑いながら言った。

 

「大丈夫、説明しよう」とヘンリーは言った。

 

「聖書の旧約聖書と新約聖書における、無限なる存在の現し方の違いを見てみよう。ここでは、一貫性を持たせるためにキリスト教の用語を使うことにする。旧約聖書では、神は、従わなければ懲罰を与え復讐する存在だと考えられている。ソドムとゴモラの民は殺され、バビロンの神殿は取り壊され、モーセの石版は壊され、義人であったヨブ老人は、義が足りないとして苦難にさらされ続けた。神に対するこのような見方は、人々に不安と恐れと怒りの人生観を抱かせる。新約聖書の神に対する見方はそれとは反対で、愛、憐れみ、赦し、平和に関連したものだ。そうした資質は、人々にまったく異なる人生観や感情をもたらす。あらゆる宗教が同様の経過をたどるんだ。信者たちが進化するにつれて、宗教も進化していくんだよ」

 

私は言った。「あなたの説明は占星術とも一致しているわ。2000年ごとに、人類がその時代に発展させるべき資質が、特定の星座の質として割り当てられているのよ。旧約聖書は、キリストが誕生する2000年前の資質を反映している。新約聖書は現在までの2000年間を反映しているわ。そして私たちは今、水瓶座の時代に入りつつある。人類はこの時代に、どのような資質と神に対する見方を獲得する必要があるのかしら？」

 

ヘンリーが答えた。「水瓶座時代の2000年で、人類は覚醒することになるだろう。君たちは常に無限なる存在と一体だったが、分離という夢の中でそれを忘れてしまったんだ。もうすぐその夢から覚めることになる。私は、我々の会話のテーマを無作為に選んでいるわけではない。これらのテーマは、君や他の人たちが水瓶座時代の資質を獲得するのに、まさしく必要なことなんだ。それぞれの人間には自由意志があり、このプロセスを促進させていくことも、それに抵抗することも、無視しようとすることもできる」

 

「では、不可知論者や無神論者はどうなるの？ 神を信じていないとしたら？ 旧約聖書も新約聖書も、ましてや水瓶座時代なんて信じていない人は？」私は心配して尋ねた。

 

「無神論者と不可知論者は同じではない。狭い意味での無神論者は “あらゆる知性の源であり、あらゆるものがそこに由来し、われわれもその一部であるような存在” が実在することを積極的に否定する。一方、不可知論者は、究極の源の存在を信じるとも信じないとも言わない。それが実在するかしないかを、人間は知ることができないと主張するんだ。無神論者も不可知論者も、自分の人生は自分でコントロールできると信じている点では似ている。彼らの人生観はエゴと物質的世界という、全くの幻想に基づいている。無神論者も不可知論者も他人に親切であり得るが、それは親や社会からそう教わったからであり、そうすることでエゴの欲求が満たされやすくなるからだ。しかし、無限なる存在に対する彼らの見方が、直接的に意識の進化につながることはない」

 

「科学は無限なる存在についてどのような立場をとっているの？」 私は聞いた。

 

「科学と、科学者であることは違うんだ。無神論者であっても、不可知論者であっても、自己について悟った者であっても、科学者になることはできる」とヘンリーは答えた。

 

「無限なる存在をどうとらえるかで、意識進化への道がうながされるか、さまたげられるかが変わるというのはわかったわ。その情報は理論としては素晴らしい。でも私は、そのプロセスをうながすために、私や他の人たちに何ができるかを知りたいの。私たちが水瓶座の時代に入り、自己について悟りつつあるとしても、何もせずにあぐらをかいていてそこにたどり着けるの？」

 

「いいポイントだね。もう少し具体的に言おうか。自己について悟る道は人の数だけあるが、三つの主な道について考えてみよう。それは愛の道、叡智の道、意志の道だ。意志の道とは、世界の中で積極的に奉仕する道だ。これら三つの道は、きっぱり分類できないことも多いし、二つ以上を組み合わせた道を選ぶこともできる。“愛の道” は明らかにハートを解き放つ道だが、他の二つの道、つまり “叡智の道” と “他者に奉仕するべく意志を使う道” もまた、ハートを開かせる」

 

「あなたの言うことに共感するわ。というのも、人間は一人ひとり、それらの道のうちどれかひとつの傾向を、他よりも強く持って生まれてくると思うの。その違いがわずかな人もいるけど、多くの人の場合明らかに違うわ。たとえば、ある人の一番強い傾向が愛の道だとしたら、その人は子どもの頃から人を抱きしめるのが好きで、いつも他人を抱きしめて愛情を示していた、というように。そんな子にとって最も辛いのは、叱られて他の人たちから隔離され、自分の部屋にいなさいと言われることよ」

 

「叡智の道の子どもはどうだい？」 ヘンリーが尋ねた。

 

「叡智の道の子どもは、冷静で他人を観察するのが好きで、そうした観察からどう振る舞うべきかを学ぶ。そうした子はたいてい同年代の子どもたちよりも賢く、親から “物知り” とか “お利口さん” と言われることもある。親はその子の叡智に驚かされることも多い。その子たちは、本を読んだり自然と触れ合ったりして一人で過ごすのが好きよ」

 

「強い意志の道の子どもについては？」

 

「意志の道の傾向が強い子どもは生まれつきのリーダーで、他の子どもたちはその子に引きつけられる。ゲームをして遊ぶとき、その意志の強い子どもが遊び仲間たちの役割を決め、誰をグループに入れ誰を入れないかも決める。そうした自信は、その子の人生において有利に働くでしょう。意志の強さゆえに挫折に打ちひしがれることがないので、他の二つの道を歩む者よりも目標を達成できることが多いわ。親としてそうした子どもに接する最善の方法は、毅然としていて公正であること。そうした子どもは、弱い親やその他の権威ある立場の人間を操ったり無視したりするけど、尊敬している人には敬意を払うのよ」

 

 

「君の認識は子どもに関しては正しいよ。でもそうした子どもが、大人になって変わることもあるって気づいたかい？」とヘンリーは尋ねた。

 

「確かにそうね。生まれながらの道がどれかにかかわらず、私たちは人生の初期に、一般的には中年までかけて、第二の道を発展させようとするわ。たとえば、愛の道の子どもは、次に叡智か意志を発達させようとするかもしれない。意志の道の子どもは、次に愛を発達させようとするかもしれない。その決断は意識的なものかもしれないし、無意識的なものかもしれない。世界の中で安心感を得たり成功したりするための学びが、私たちのそうした選択に影響を与えるの」

 

私は続けた。「私が気づいたのは、世界で成功するべく、強い自我とともに第二の資質を発達させた後の中年の時期に、実存の危機が訪れるということ。これは中年の危機、あるいは魂の闇夜とも呼ばれるわ。人はできる限り成長したあと、雛のように殻を破り、魂の意識によりよくアクセスできるようになるの。多くの場合、この危機は私たちに第三の資質の発達を余儀なくさせる。他の二つの資質が、望むものを得るためにもはや人生において機能しなくなったとき、私たちは三つ目の、最も避けていた資質を発達させなければならないことに気づく。自分の最も弱い資質に取り組まなければならないこの期間、私たちの人格はとても不安になるわ。自分の望むものを手に入れる方法がわからなくなり、不幸になるの。魂だけが幸福になるための答えを持っていて、それはエゴのコントロール外にある。私たちはこの危機を魂の闇夜と呼ぶけど、本当はエゴの闇夜なのよ」

 

「君も他の人たちも、意識的な創造者になるためには三つの資質すべてを発達させなければならないんだ。君が愛の資質だけを育ててきたとしたら、無条件の愛を実践していても、そこには識別力が欠けている可能性がある。たとえば、世話をしてもらいたがるが、自分の人生には責任を持ちたがらない人を惹きつけてしまうかもしれない。そうした人たちの容認できない行動を認めるのは、彼らのためにはならない。一方、叡智の資質だけを発達させたとすると、君が正しい答えを持っているにもかかわらず、他の人たちはそれを聞こうとしないだろう。君のことを、冷淡で自分たちの利益を一番に考えてくれる人ではないと感じるからだ。そして最後に、君が他の二つの資質を発達させてバランスをとることなく、意志の資質だけを発達させたとすると、君は危険な人物になる。エゴが過剰に発達し、貪欲に他者から自分の欲しいものを奪い、他者のことを顧みなくなる可能性が高いからだ」

 

私は言った。「意志を過剰に発達させ、他者への共感や思いやりに欠ける人たちが、この世界に混迷をもたらしているというのは容易に理解できるわ。だから多くの善良な人々が、自分の意志を使うことを恐れている。でも私は、行動のために意志を使うのは必要だと思うの。意志を使わないと、私たちの愛と叡智の効果が弱まるから。私たちは完全な創造者ではないから、愛、叡智、意志という三つの道すべてを発達させる必要がある。この物質界における人生のためだけでなく、この幻想の世界から自由になるために」

 

「その通りだ。そして、この三つの資質の重要性をより深く理解するためには、物理的な世界を超えてエーテル的な世界に目を向ける必要がある。スピリチュアルな変容の鍵は、エゴの欲望に支配された肉体のハートの低い周波数から、エーテルのハートの高い周波数へと移行することにあるんだ。愛、叡智、意志の三重の炎が、君のエーテル・ハートに宿りだす。君が意識を進化させるにつれて、その炎は広がっていく。そして最終的には、君は炎自体となる。この光は、芸術家たちによって昔から、聖人の頭や体の周りに後光として描かれてきた。自己についての悟りは、愛、叡智、意志という三つの道のうち、主に一つの道を通して起こり得るが、三つの資質すべてをバランスよく発達させることが望ましいんだ。特に、この世界にとどまって他の人たちを助けたい場合はね」

 

私は曖昧な表情を浮かべていたに違いない。ヘンリーがこう続けたからだ。

 

「この三つの資質の重要性は、多くのスピリチュアルな伝統において強調されている。例えば、ヒンズー教の聖典『バガヴァッド・ギーター』も、この意識進化の三つの道について述べている。これらの道はジュニャーナ（叡智）、バクティ（愛）、カルマ（意志による正しい行動）と呼ばれている。これら三つの道に瞑想を組み合わせた、ラージャ・ヨーガあるいは王のヨーガと呼ばれる第四の道もある。ラージャはハートを解き放つ素晴らしい道であり、通常最も迅速に進化へと至る道だ」

 

私は言った。「それぞれの道にも、執着してしまうと危険なことがあると思うの。執着はエゴが望むことよね。たとえば知性を使うジュニャーナ（叡智）の道には、高次の意識に移行するにあたって、まだエゴのレベルにある自分の思考を手放さない危険がある。バクティ（愛）の道は、無限なる存在への献身と深い信仰だけど、危険なのは至福の感情に執着し、自己を超える際にそれを手放さないことよ。カルマの道は他者への奉仕の道だけど、危険なのは自分をよい人間だと思いたいがために他者を助けることよ。それはエゴであり、宇宙意志に従うことから外れてる。そしてあなたは言わなかったけど、ハタ・ヨーガという別の道もあるわ。それは肉体的なポーズをベースにしたものだけど、危険なのは完璧な肉体を持つことへの執着よ。私の考えでは、より大きな危険は、スピリチュアルな求道者たちがこれらすべての道に手を出したものの、どの道にも十分な時間を割くことができず、実質的にスピリチュアルな進化を遂げることができないというものね」

 

「君は、これらすべての道における外的側面と内的側面の違いを見事に言い当てているよ。多くの場合、人はまず自分の選んだ道の外面的な在りように従う。しかし最終的には目を内側に向けなければならない。それが、私たちが議論していることなんだよ」

 

「でも、一つの道だけに絞るのではなく、それらすべての道を発達させる必要があるという話をしてたんじゃないの？」私は混乱して言った。

 

「その通りだ。つまり、君や他の人たちが発達させるべきポジティブな資質は、たいていこれらの道のうちの一つと関連している。しかし、あらゆる道は最終的には相互に関連しているんだ」

 

「やれやれ。あなたはまず無限なる存在のとらえ方について語り、次に意識の進化に至るための主な道について語った。そして今やっと、意識進化に必要な実際の資質について教えてくれるのね。じゃあ、それぞれの人がどの道に引き寄せられるかは別として、意識の進化をうながすポジティブな資質について話してくれる？」

 

「喜んで」ヘンリーは私に愛のエネルギーを送りながら言った。「どのようなスピリチュアルな道や伝統に従うかにかかわらず、ポジティブな資質の実践を行うことによって周波数が高まるんだ。 意志力の質について説明しよう。意志を、不動の心、忍耐、コミットメントと呼んでもいいかもしれない。それらはどれも基本的には同じ資質だ。エゴから自由になるには意志だけでは大抵不十分で、献身という資質によってバランスをとる必要がある。意志はより陽の資質であり、献身はより陰の資質だ。陰の資質が強すぎると何も成し遂げられないかもしれないし、陽の資質が強すぎるとエゴに力を与えてしまう」

 

「しかし、意志と献身だけでは、無限なる存在との合一には至らないかもしれない。まず必要なのは、無限なる存在が、無条件の愛に満ちていて現在の自分のエゴの状態よりもよいものだという信念と信頼だ。それがなければ、君はエゴを放棄して無限なる存在と一体化したいと望まないだろう。信念と信頼というポジティブな資質が、献身の基盤をつくる。同様に、信念と、自分が無限なる存在と再び一つになることは可能だという信頼感が、意志の基盤となる」

 

「信念、信頼、献身、意志がどのように互いを補強し支え合っているかを説明してくれてありがとう。意識の進化につながる、他のポジティブな資質の相互関係についても話してくれない？」私はヘンリーに頼んだ。

 

「自分の人生を分析するうちに、自分が完璧からはほど遠いことを知る。そうやって謙虚さを学ぶんだ。謙虚さを通して自分や他者を理解し、自分や他者が引き起こした痛みについて許すことができるようになる。そのプロセスを通して、思いやり深くまた賢くなる。その叡智によって、意識を進化させる方向へ人生を導こうとする。それが最終的には平和へとつながるんだ」

 

「あなたがあげてくれた例から、どのポジティブな資質を先に伸ばせばいいかなんて関係ないってわかったわ。それらはロープのより糸のように絡み合っていて、それぞれの資質がロープをより強くするために必要なのね」

 

「それはいいたとえだ。ロープが最もうまく機能するのは、すべてのより糸が同じ太さのときだ。自分の気質的に最も伸ばしやすいものだけでなく、それらすべての資質を伸ばすのが役に立つ。これらの資質は皆、個別化と分離の夢から目覚めるよう促すんだ。宇宙は君たちに、弱くて強化する必要のある資質や、強すぎて弱める必要のある資質を映し出してくれる。たとえば、君が宇宙の法則を知的に学んで自分のことを賢いと思い込んでいて、しかしながら謙虚さを学んでいないとしよう。そうすると君に謙虚さを学ぶ機会が訪れるんだ。脳卒中で倒れたり、アルツハイマーを発症させたりして、知性が損なわれるかもしれない」

 

「それってちょっとひどすぎない？ 宇宙はもう少し優しい対応をしてくれないの？」

 

「君も他の人たちも、優しすぎる対応だと教訓を学ばないことがあるんだ。宇宙は、君が他人に不親切で思いやりがないことをすでにフィードバックしていたのに、君がその警告を無視したのかもしれない。進歩は直線的ではなく、螺旋状に起こる。何度も何度も螺旋を描きながら、こうした資質やその他のポジティブな資質のさまざまな側面や深層について学んでいくんだ」

 

「愛こそが、人類に必要な究極の資質だと私には思えるの。なぜ私は、愛がすべての問題を解決してくれると感じるのかしら？」私は戸惑いながら尋ねた。

 

「愛とは、他人がどう行動しようが、何が起ころうが、あらゆる状態、あらゆる存在に対して持つ畏敬の念だ。この執着しない、ジャッジしない、無条件の愛こそが至高の現実であり、誰もがそのことを発見する必要がある」

 

「質問があるんだけど、説明してもらえる？」

 

「どうぞ！」ヘンリーは言った。

 

「自己について悟ったと主張する人たちの本を読むと、彼らが本当に悟ったのかどうかわかるし、もし悟ったのであれば、意識についてどのように語っているかで、おおよそどのレベルの悟りなのかがわかるの。もちろん、私は偉大なマスターたちの意識を評価することはできないけど」

 

「それで、君の質問は何だい？」

 

「自己について悟った精神科医、デヴィッド・ホーキンズの本をたくさん読んだの。永遠なる存在との融合に至る一つ一つの段階を調べる上で、彼の本は役に立つわ」

 

「興味深いね、でもそれがどうしたんだい？」

 

「私は、今よりも高い意識状態を経験したことがあるんだけど、そこから後退しちゃったのかしら？ それとも他に説明できる？ 具体的には、30年前私は頻繁に肉体のエクスタシーと “オール・ビーイング” の状態を経験していたの。ホーキンズによると、オール・ビーイングの状態とは愛よりも高いエネルギー・フィールドだそうよ。私は今、愛の資質を高めつつあると思ってるんだけど」

 

「君がそのことについて聞いてくれて嬉しいよ、重要なことだからね」とヘンリーは答えた。

 

「30年前、君の持続可能な周波数は今よりも低かった。だから君は後退してはいないよ。当時、君は時折、持続可能な状態よりも高い意識状態を経験していたんだ。というのも、意識は人を短時間だけ、高い周波数に引き上げることができるからだ。それは現世で特別な進歩を遂げたときか、前世で発達させたスピリチュアルな才能を使っているときだ。これは、悟りに近づけば近づくほど頻繁に起こることなんだよ」

 

「それはどうしてなの？」と私は聞いた。

 

「君が悟りに近づけば近づくほど、君の魂が人格に浸透していくからだ。そうなると今世及び複数の前世全てが融合し、肉体、感情、思考（メンタル）それぞれの周波数の境界が全て溶けてしまうんだ」

 

「こうしたエクスタシー現象は、私が “ファイヤーアタック” と呼んでいる、全身に第二度レベルの火傷を負ったのと同じ年に起こったの。肉体に影響を及ぼしている感情的なブロックを、クンダリーニのスピリチュアルなエネルギーが突き破ったためにその火傷が起こったのだと、私にはわかっていた。その現象は何年か続いた後、静かになったわ。そのエクスタシー現象はセックスよりも良かった。私のハートは非常に開いていたので、他の人にも至福を与えられないかと思ったんだけど、どんなに願っても与えることはできなかった。自分自身にエクスタシーをもたらすことはできたけど、中毒になるのが嫌でそれに抵抗していたの。そうしているうちにこの至福の期間は終わったわ」

 

「エクスタシーを拒否することが重要だという知識は、君が今よりも高いレベルの意識を維持していた複数の前世からきている。それらの前世で君は、さらに高い意識レベルに行くためにはエクスタシーを捨てなければならないと悟ったんだ。だから今世で、君はその知識に基づいて行動したんだよ」

 

「問題は、それで私がより高い状態に行かずに、低い状態に行ってしまったことね」と私は不満そうに言った。「これって他の人にも起こることなの？」

 

「君は正しいことをしたんだよ。当時の君は、永遠なる存在と完全に融合することはできなかったはずだからね。それは君の運命ではなかったんだ。それぞれの人生にはそれぞれの運命があり、それが一直線に進むことはめったにない。それに、一人ひとりの運命は、その人の魂の合意に従って展開する。君の運命は、エゴのあらゆる側面と、その感情的・精神的なゲームについて完全に探求することだったんだ、肉体を持っている間にね。君の旅は、絶えず無条件の愛へと君を導いてきた。この30年間、君はそれを学び続けてきたんだよ」

 

「やれやれ！ 私は学ぶのが遅いのね」

 

「そんなことはない。ハートを解き放つ方法はたくさんある。君はそのすべてを深く掘り下げてきた。その間に、君は養子を迎えて母になり、子どもたちを第一に考えることを学んだ。つまり母の愛だ。君はまた、他者と個人的な信頼関係を結び、そこで、許し、優しさ、無条件の愛を学んだ」

 

「訂正、」と私は口をはさんだ。「私はそれらの資質を完全に学んだわけではないわ。まだ学んでいる途中よ」

 

「その通り。しかし進歩を祝うことは重要だ。また、その間、君は自分でも意識していない方法で、何千人もの人々に愛と援助を与えてきた。長い時間をかけて、君はハートを解き放つためのより深い方法を発見してきた。そして、他者のために行うことと自分自身のために行うことは同じだという真実に気づいた。ハートを解き放つことの重要性は、強調してもしすぎることはないんだ」

 

「ひとりの人間として、自分の心の奥底にある秘密を、こうして公にするのには抵抗があるわ」

 

「自分の弱い部分を人に見せることは、アイデンティティの解放をさらに促してくれる。アイデンティティの解放は、普遍知性との意識的な統合のための必要条件だ。自分が何らかの形で隠していると感じている傷や秘密をさらけ出すことをいとわなければ、そのプロセスが早まる。これは君だけでなく、誰にでも当てはまることだ。エゴを増大させるために自分の話をするのと、エゴを減らすために自分の話をするのとは違う。君がやっていることは後者だ」

 

「エゴの影響力を減らすために、他にも何かお勧めの方法はある？」私は尋ねた。

 

「注意深く観察し、自分が道を踏み外したときにはそれに気づいて軌道修正することだ。今やっていることを続けなさい。これは成長のプロセスなのだから」

 

「挫折することもあるけど、そんなときでも大抵ニュートラル・ポジティブな態度を維持することができるようになったわ。かつてのネガティブな行動に逆戻りすることがなくなったの」

 

「エゴは、君をコントロールしやすい低い周波数に引きずり込もうとする。前進するためには、意志の力を使って、自分が執着しているあらゆる思い込み、役割、価値観、人物、快楽を絶えず手放すことだ。悟りは自分から得ようとするものではないことを忘れないでほしい。究極的には、悟りは恩寵なんだ」

 

「あなたの勧めることをすべて実行しても、悟りには至らないというの？ そんなことを聞いたら、努力する気も起こらないと思うけど？」

 

「我々が話してきた方法を通して、君は普遍知性にとって魅力的な存在になるんだ。君は、自己について悟ることへの執着を捨てて、宇宙のタイミングにすべてを深くゆだねる必要がある。そのタイミングは、エゴの状態の君には知ることができないんだ」

 

少し納得して、私は聞いた。「役に立つポジティブな資質を、これですべて網羅したかしら？」

 

「ポジティブ/ネガティブな人生観や信念がもたらす、ポジティブ/ネガティブな感情を経験すると、君の体内では生物学的、電気化学的な変化が起こるんだ。その結果、君の周波数が上がったり下がったりする。それによって、君は悟りに近づいたり遠ざかったりするんだよ。明日は、君を檻に閉じ込め、無限なる存在からの分離感を生み出すために、エゴが作り出している思考形態について掘り下げてみよう」

 

そう言うと、ヘンリーは話すのをやめた。

 

私が、無条件の愛（私の第一目標）を育むことに成功しつつあるというヘンリーのフィードバックは、励みになるものだった。私たちはしばしば、思いやりや信念や意志力の欠如といった自分の弱点に気づき、そうした資質を強化することに、おそらく何年もかけて取り組む。その間に挫折して落胆することがあるのは自然なことだ。だからこそ、成功した部分を祝い、前進していると楽観的にかまえることが必要だ――たとえ今生で悟りに至ることができなくても。私は素晴らしい中国のことわざを思い出した。成功の秘訣は、七回転んでも八回起き上がることだ。自己について悟る旅とは、長期的なコミットメントなのだ。
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あなたはホログラムである！

 「我々という存在は、我々の思考の結果なのだ。

思考がすべてだ。我々が考えたことが、我々になる」

ブッダ

 

翌日、私が席に着き内側に意識を向けたとたん、ヘンリーが話したいテーマについて切り出した。「質問なんだが、君は世界が現実だと思うかい？」

 

「いいえ、幻想だと思うわ」私は言った。

 

「その証拠は？」

 

ヘンリーの質問は、私がどのようにして世界が幻想であることを知るに至ったかの記憶を呼び起こさせた。

 

「数十年前、私はニューヨークのホログラフィー博物館を訪れたの。残念ながらそこは1992年に閉館してしまったけれど。そこには等身大の人間が動いている、3Dホログラフィック像が映し出されていた。当時私はホログラムというものについて聞いたことがなく、その映像に全く予期しない衝撃を受けたわ。自転車に乗っている男性や、私に投げキッスをする女性の等身大の動く映像のそばを通りながら、私は気づいた。私たちは皆、あの映像のような幻のホログラムなのだ、そして私たちが現実の世界だと思い込んでいるものもまた、ホログラムなのだと」

 

「それは理論的に得た知識じゃなかった。別の現実への扉が開いたような感じよ。500年前、太陽系の中心が地球ではなく太陽であることに人々が気づいたときと、きっと同じようなものじゃないかしら。こうしたパラダイムシフトが起こると、以前の信念には戻れないわ」

 

「それを “知ったこと” によって、君はどう変わった？」ヘンリーが尋ねた。

 

「その啓示によって、私はこの物質世界が幻想であることを他の人たちにも伝えようと、その方法を模索するようになったわ。たとえばワークショップでは、隣の人に触ってみて下さい、とよく言うの。そして、固体でしたか？ と聞く。みんな普通はそうだ、と答える。それから、その人の身体は何からできていますか？ と聞く。だいたい、水の分子という答えが返ってくる。そこで、水分子は何でできていますか？ と聞くと、ほとんどの場合『空間』や『エーテル』という答えが返ってくる。その答えに対して、私はこう尋ねるの。あらゆるものはその99.9パーセントがエーテルからできていると科学が証明しているのに、皆さんはなぜ人の身体やこの世界を、固形物とみなし続けるのですか？ と」

 

「理論的に信じていることと、視覚や触覚といった物理的な感覚によるとらえ方の間のギャップを示すことで、私は彼らが物質的世界を幻のホログラムとして認識できるよう、橋を渡る手助けをしているの」 

 

「それは成功しているのかい？」

 

「わからない。同じことを別の方法で何度か聞かないと、現実に対する見方が変わらないこともあるわ。私は意識に関する科学的な研究に注目してきた。科学の主流派が私と同じようなパラダイムシフトに遭遇するかどうか、遭遇するとしたらそれはいつなのかを見きわめたいと思って」

 

「それで......？」 

 

「私がホログラムについて知ったのとほぼ同時期に、量子物理学者のデヴィッド・ボームと神経生理学者のカール・プリブラムが、宇宙と私たちの脳のホログラフィックな性質についてそれぞれ語り始めたことを知ったの。私たちそれぞれが、このパラダイムシフトを自分の専門分野のフィルターを通して経験していたということね」

 

「それは偶然の一致ではない」ヘンリーは言った。「ある人が何かを発見すると、その人は一つの思考形態を創り出すので、他の人たちがその思考形態に追随できるようになるんだ。より多くの人が同様の思考をするにつれ、その思考形態はより強化されていく。主要な思考形態はそれぞれ、さまざまな音、トーン、周波数を持っている。それは、それぞれの人が自分の興味に応じて使用するフィルターによって、変わるんだ。たとえば、君が科学のフィルターを持っているとすると、量子物理学、数学、天文学、神経生理学といったレンズを通してその思考形態にアプローチするだろう。スピリチュアルな、あるいは神秘主義的な傾向を持つ人は、瞑想やスピリチュアルな本、あるいはグルへの献身といったものを通してアプローチするかもしれない」

 

「科学はこの50年で大きく進歩したわ」と私は言った。「でも、私たちの現実と宇宙に関する科学理論の主流の多くは、いまだにエゴ中心のモデルに沿ったものね」

 

「普遍知性は、エゴの視野を超えた存在だ。三次元の現実にもとづかない、根本的な意識の変化が起きなければ、普遍知性を体験することはできないんだ。科学は物理的な宇宙の巨大さについては証明したが、その宇宙を創造した知性の巨大さを知ることへは飛躍できていない。物理的な宇宙が何十億もの銀河から構成され、その銀河が何十億もの太陽系から構成され、その太陽系には何十億もの惑星が存在することを考えれば、宇宙を創造する知性がどれほど偉大なものでなければならないか想像できるだろう。それに、アストラル界とコーザル（因果）界は天文学者たちが目にする物理的宇宙よりもはるかに大きい。永遠なる意識存在が、これらすべてを秩序づけているんだ」

 

「あなたのあげた例は、普遍知性の巨大さを理解するのに役立つわ。でも、それが人間にどのような影響を与えるの？ 私たちは今の状態から、その普遍知性との再融合を目指していく進化の過程で、どのようなステップを踏まなければならないの？」

 

ヘンリーは言った。「現在、人類は岐路に立っているんだ。人類はエゴに催眠をかけられ、物質的な世界が現実だと信じ込んできた。人類は今、それが幻想であることに気づき始めている。その洞察を通して、人間たちは自分の思考が現実を創りだしていることに気づく。つまり、思考によって現実を変えることができるということだ。現在、大半の人々はこの洞察を、物質的な現実を変えることだけに使っている。自分のエゴが、“それらを手に入れれば幸せになれる” と言うものをより多く引き寄せることに使っているんだ。クリエイティブなビジュアライゼーション、祈り、アファメーション、冷蔵庫に貼るメモなどを使って。どれも素晴らしいテクニックであることには違いない。お金や、資産や、恋人を引き寄せる」

 

「しかし、エゴの欲求を満たしても幸福を得られないことがわかると、彼らは最終的に、エゴの網から自分を解き放つことに目を向けるようになる。そうした現象はますます増えている。そして、より多くの人が自らを解放するにつれて、広い道ができ、他の人たちも後に続くことができるようになるんだ。そして彼らだけじゃない。普遍知性がそのプロセスを支援し、エネルギーをコーザル（因果）界とアストラル界に注ぎ込んでいて、それが物質界にまで流れてきているんだ」

 

「あなたは人類の次のステージの概観について話してくれたけど、それを細かいステップに分けて説明してくれる？ 私たちが完全な創造者になるためには、どのような段階を踏めばいいの？」

 

「わかった、それが助けになるのなら説明しよう」

 

「これから取り組んでいくステップについて理解したいから、助かるわ」

 

「今は、君も他の人たちも、物質的な領域でしか意識を保っていない。君たちは夢を見ているときや転生の合間にアストラル界を訪れるが、その領域で完全な意識を保っている者はほとんどいない。意識の周波数が十分に高くなって、物質界への転生の必要がなくならない限り、アストラル界にずっととどまることはできないんだ。人類は現在この段階に移行し始めている。しかしそうなっても、完全な意識を保っていられるわけではない。ネガティブな感情をすべて解放するまでは、アストラル界に何度も転生し続けなければならない。それに続き、ネガティブな思考をすべて変化させるまで、コーザル（因果）界にとどまり続けなければならない。それをやり遂げると、君は自分の魂とひとつになり、普遍意識とひとつになるんだよ」

 

「誤解していたら訂正してほしいんだけど、あなたはこうして教えてくれることで、私や他の人たちが誤った思考や感情を取り除く手助けをしてくれているんじゃない？ もしそうなら、私たちは肉体を持ったまま、アストラル体とコーザル（因果）体をクリアにしているということ？」

 

「よくわかったね！ まさにその通りだ」

 

「そうすることで転生の回数を減らせるわね？」

 

「君が私の言うことを実践すれば、の話だ。理論的に納得するだけでは不十分だ」

 

「あなたの言うことは複雑ね」と私は言った。「パラマハンサ・ヨガナンダはもっとシンプルにこう言ってるわ。意識には三つのレベルがある。エゴとは、通常の意識と潜在意識の両方である。そして魂は超意識である、って。ヨガナンダは、私たちが考察してきた無意識のさまざまなレベルを “潜在意識” と呼んでいるわ。これらのレベルのいくつかは表面近くにあって、少しの努力で潜在意識から呼び起こすことができる。でも他のいくつかのレベルはより深いところにあり、全く意識できないのよ。たとえば、ある人が夫とのセックスを楽しむことに困難を感じているとする。そのパターンが他の性的パートナーとの間にも存在していたことは、思い出そうと思えば簡単に思い出せる。でも、より深いレベルで、その問題の原因が父親による近親相姦的虐待に由来していることには、意識が及ばない可能性があるの」

 

「ヨガナンダの言う、潜在意識/無意識、意識、魂のそれぞれの周波数は、互いに浸透し合っているんだ。そして、目覚めている間の日々の現実における魂（ヨガナンダの言う “意識” の周波数）は、すでに純粋な意識ではない。そこにはエゴが絡んでいるからだ。私たちは、常にその三つのレベルの組み合わせなんだよ」

 

「私たちはこれまで、エゴについてたくさん話してきたけど、魂についても話さない？」

 

「君は何を知りたいんだい？」

 

「まず、私の魂の定義が合っているか確認したいわ」

 

「では魂とは？」

 

「私は魂のことを、普遍意識が個別化され、映し出されたものだととらえている。そして、やがて私たちの魂が消滅するときが来ると信じてる。そうなると、あらゆるものに浸透する普遍意識だけが残るの。それは、私たちが個人的なアイデンティティを必要としなくなったときよ。これって合ってる？」

 

「人間の進化の一定の段階において、魂は必要なものなんだ」とヘンリーは答えた。

 

「魂、つまり超意識は、個別化された意識レベルだ。君が言うように、必要なくなれば溶解する。魂は、思考というメンタルの領域を超えた、直感的な知の領域にある。しかし、君たちの旅は魂の溶解で終わるわけではない。悟りには多くの段階があるんだ。魂の意識段階を超えると、普遍意識との合一に至る。それはあらゆる顕在世界を貫くものだ。これはキリスト意識と呼ばれることもある。そして悟りの最終段階は宇宙意識だ。これは、無限なる存在との合一であり、あらゆる創造物を司り、また創造物を超えた意識だ。ブッダもこの最終段階について語っているよ」

 

「明らかに、まだまだ先は長いわね」冗談抜きで私は言った。

 

「魂とのつながりを強めることだ。そうすれば、魂は徐々にエゴから抜け出していく。エゴはそうした高い周波数には存在できない。君がその意識レベルに達したとき、エゴは溶解していくだろう。それを実践するためにも、アストラル界とコーザル（因果）界に存在するネガティブな思考形態とポジティブな思考形態の話に戻ろう」

 

「どうしても聞いておきたいことが一つあるの。魂の存在を信じない無神論者であっても、悟りに至ることはできるの？」

 

「他の人間やあらゆる存在に対する思いやりを実践すると、彼らの魂の周波数は高い状態へと移行する。信条に関係なくだ」

 

「愛と思いやりが変容の鍵だという観点に戻ってきたわね。無神論者たちのことを思うとそれは喜ばしいことだわ。だけど、私は自分にイライラしてるの。あなたの示唆のほとんどを実践しているにもかかわらず、私の進歩がカタツムリよりも遅いから」

 

「君には遅く見えるかもしれないが、君はいわゆる菩薩の道を選んだんだ。つまり、自分自身だけでなく、生きとし生けるものすべてが目覚めるのを助けると決心したんだよ。個々人が意識の一定の周波数を保てるようになると、自分の意識の周波数を上げると同時に、自分の家族や集合的無意識の周波数をも上げ始めるんだ」

 

いくぶん納得して、私は聞いた。「スピリチュアルな変容を促すために、他に何かお勧めはある？」

 

「定期的に行う深い瞑想は重要だ。魂の高次の周波数にはエゴは存在しない。深く瞑想することで、君は自分自身の周波数も、先祖たちの周波数も、そして人類の集合的無意識の周波数も、同時に高めることができるんだ」

 

「瞑想は、恐れを、たとえば思いやりのような特定の資質に変えるの？」

 

「前にも述べたように、あらゆる思考や感情は特定の周波数を持っている。つまり、瞑想するときの思考や感情次第なんだ。エネルギーは思考に従う。思考は感情によって強化される。だから、どのような思考を持ちたいかを選び、それを育てることだ」

 

「それがうまく機能するためには、友人や先生に対する感謝の気持ちが、拒絶されることに対する恐れよりも強くあるべきなの？」

 

「君はどう思う？」ヘンリーが尋ねた。

 

「ポジティブな感情が徐々に強くなっていくと思うわ。それが意識を進化させる道だと思う。でも、もし恐れの感情が感謝の感情よりも強ければ、それには何年もかかるかもしれない」

 

「そういうことだ。その場合、ポジティブな感情を強めるにはどうすればいいと思う？」

 

「自分の思考を観察して、ネガティブになったら、意志の力でポジティブなものに変えるわ。また、自分の人生に存在しているあらゆる素晴らしいことを思い起こす必要もある。それは瞑想の最中に行う方が効果的でしょうね。日常生活よりも、高い周波数領域にいるはずだから。そしてもっといいのは、ニュートラル・ポジティブな態度をあらゆる行動に取り入れることよ」

 

「ちょっと待って！ もし私が、すでにこうしたことをやっているにもかかわらず、自分はまだ十分やっていない、あるいは正しいやり方でやっていないと感じるとしたらどうかしら？」と私は戸惑いながら尋ねた。

 

「十分やっていない、正しいやり方でやっていないという疑念は、エゴが作り出したものだ」ヘンリーが言った。

 

 「こうした疑念は、人類の集合的無意識に宿る、大きくて強力な思考形態だ。解脱を遂げたヴェーダの偉大な師であるリシ（聖仙）たちは、これらの思考形態をサンスカーラと呼んだ」

 

「そうした強力な思考形態がどのようにして生み出されるのか、そしてそれらをどうやって解消すればいいのか、もっと詳しく教えてくれる？」

 

「人類進化の長い期間中、個々の人間たちは進化するにつれて古い考えや信念を捨ててきた。それらの古い考えは思考形態を創り出し、思考形態はその周波数に応じて、君たちの肉体、感情体、あるいはメンタル体に宿ったんだ。これらの思考形態はエネルギーを帯びているので、ボディ・スピリットはそれを継続的に君たちの身体にプログラムしなければならない。君たちがその思考形態を生み出した考えを手放すまでね」

 

「そうした思考形態はエゴとどう関係しているの？」

 

「エゴは、これらの集合的な思考形態（サンスカーラ）のエネルギーを使う、上位の思考形態だ」

 

「そのようなサンスカーラの例をあげてくれない？」

 

「サンスカーラとは、人々が同じ思考を繰り返し、その思考にエネルギーを与えることによって、何千年もかけて作られた記憶のことだ。欲望つまり執着か、反発つまり恐れが、それらにエネルギーを与えてきたんだ」

 

「思考形態の中には、マインドとメンタル（思考）体に関係し、頭の周りに存在するものもある。これらは宗教的・社会的な慣習、戒律、あらゆる種類の高い動機づけで、それらはより高次のものに取って代わられたんだ。たとえば以前、旧約聖書の復讐に燃えた神の見方が、新約聖書では愛に満ちた神という新しい見方に取って代わられたことについて話したね。水瓶座時代にはその見方は、君こそが神である、という見方に取って代わられるだろう」

 

「私や他の人々が神だって言うあなたの発言は、多くの人々に飛躍しすぎだと思われるはずよ」と私は主張した。「あなたの言うことは冒涜的だと考える人もいると思うわ」

 

「その通りだ」とヘンリーは言った。「より高い周波数の新しい思考形態が古いものと入れ替わるには、何百年、何千年もかかるからだ」

 

「そうしたスピリチュアルな、あるいはメンタルレベルの思考形態が、私たちが排除すべき主なものなの？」

 

「そんなことはない、感情体レベルのものもある。その中にはネガティブな思考形態もあれば、ポジティブな思考形態もある。それらは個人の価値観にまつわる考えや感情に関連した思考形態で、感情体に影響を与える。たとえば、寛大で親切であることによって愛を得なければならない、といった感情だ。こうした思考形態は、一般的に頭や心臓の周りに集まる」

 

「メンタル体と感情体にある思考形態のいくつかが、あなたの言うようにポジティブなものであるなら、なぜ排除する必要があるの？」私は混乱して尋ねた。

 

「すべての思考形態は幻想なんだ。エゴは思考形態にしがみつく。それが一見ポジティブなものであってもね。それは君を支配下に置くためだ。君はあらゆる幻想を取り除かなければならない。君が魂の周波数に移行すると、分離の幻想が解け、君は自分がこれまでも、今も、これからも、常に普遍意識と一体であることを悟るんだ」

 

「なるほど。身体の上部にまとわりついている思考形態について話してくれたけど、下部にまとわりついているものもあるの？」

 

「身体の中央辺りには、より破壊的な感情がある。憎しみ、恐れ、怒り、利己主義、独占的な愛、あるいは自分を殉教者だと思い込むようなさまざまなパターンなどだ」

 

「そして、背中の下部と腰の周りには、エーテル的な肉体に影響を及ぼしている思考形態がある。それらは、自己防衛、セックス、自己主張、自分は分離しているという信念など、本能的な恐れに関するものだ。最後に足の周りには、その人が物理的に動いたり行動したりするのをさまたげる思考形態がある」

 

 

「そんなにサンスカーラだらけで、自分が動けているなんて奇跡よ」と私は愚痴をこぼした。「あなたの描くビジョンには希望が持てないわ。ネガティブな思考形態のその長いリストを示しながら、あなたは解決策について何も語ってくれなかったもの」

 

「焦ることはない」とヘンリーは言った。「次に話すときに、解決策に触れるつもりだ」

 

「今日の会話は重かったから、もういっぱいいっぱいよ」私は言った。

 

「それはわかるが、君や他の人たちにとって、長期的な視野を持つことが重要なんだ。自分たち人類がどこへ向かっているのか、どうすればそこにたどり着けるのかといったことだ。君の個人的な人生についてだけ話すのには限界がある。確かに、君が意識を発達させるために必要な、恐れやネガティブな信念やポジティブな資質について取り上げることはできる。しかし、私は君に、自分の運命の全体像と、なぜ私たちがやっていることが重要なのかを、もっと大きな視点で見てほしいんだ」

 

そこまでで私たちは会話を終え、私はヘンリーが言ったことについて考えた。彼のサンスカーラ（私は思考形態と呼ぶ方を好むが）の定義について思い返しながら、私は理解し始めていた。エゴとは一種の包括的な思考形態であり、それが私をコントロールするために、私のより小さな思考形態を利用しているのだ。エゴの正体を認識することで、自分がエゴから解放されるのだと直感した。私がエゴを認識することでエゴが解消され、私の人格の器が魂の周波数をより多く保持できるようになったと感じた。ヘンリーと次に話すときに、この自分の直感を確認するのが楽しみだった。
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やんちゃなエゴ

 「太陽に顔を向ければ、影はお前の後ろに落ちる」

マオリ族の格言

 

数日間、私はヘンリーが言ったことについて、そして言わなかったことについても考えた。自分の核となるサンスカーラ（思考形態）は何だろう？ と想いを馳せた。すべての道はエゴに繋がっていて、エゴが問題であることを示していた。私たちの会話は、一種のダンスのようにクルクル回っていた気がする。それは私が進歩していることを感じさせてくれたが、まだ肝心な問題を避けているようにも感じた。その問題に取り組まない限り、私の意識の庭にそれが雑草として生え続けることは明らかだった。しかし、まだ試みていないことで、私にできることは何だろう？ 専門家に聞いてみよう。

 

「私は、自分のエゴをもっと理解しなければならないわ。敵を知れ、ということわざ通りにね」と、次の機会にヘンリーに言った。

 

「そんな態度では君はどこにもたどり着けないよ」とヘンリーはそっけなく答えた。

 

「エゴを敵だと思うのは、エゴを友達だと思うのと同じくらい執着することなんだ。君はエゴをニュートラルな態度で客観的に見る必要がある。エゴにエネルギーを与えないためにね。反発のエネルギーも、誘引のエネルギーも、エゴに力を与えてしまうんだ」

 

「それは、エゴが私を幻想の中に閉じ込めて、意識化への道をふさいでいるときには難しいわ。あなたに何かできることはないの？」

 

「私は君のためにエゴをなくすことはできない。それは君にしかできないが、エゴが何であるかを説明することはできるよ。エゴがどのように君を幻想の中に閉じ込めているのか、もっとよく理解できるようにね」

 

「お願いするわ」

 

「君が現在の人生で考えたり、感じたり、行なったりすることすべてが、エネルギーの足跡をつくる。それが未来の人生のプログラムを決定するんだ。君が転生するとき、エゴはこのエネルギーを使って君を支配するような思考形態を作り出す。しかも、すべての思考、感情、恐れ、欲望は、あらゆる人間に共通するものであるため、個別の人格、エゴ、“私” などというものは存在しない。エゴとは、君の欲望、傷、人生脚本を含む、多くの思考形態の集合体なんだ。そしてそれを、君は自分自身だと思う。しかし、個人のアイデンティティというものは存在しない。君は自分が唯一無二の存在だと思っているかもしれないが、君と他者との違いは、エゴがあらゆる人間をプログラムするために使っている同じ思考形態のバリエーションにすぎないんだ。夢から覚め、幻想から自由になることだ」

 

「でもこの人生を振り返ると、自分の意識が進化しているように感じるわ。もし私が唯一無二の存在でないとしたら、私が感じている進歩は誤りなの？」と私は戸惑って聞いた。

 

「この幻想の現実においては、君が進化する根拠は君のカルマ、意志の力、献身、ポジティブな態度にある。それらは高次の思考形態を引き寄せ、君と君の魂のつながりを強化する。しかしこれらの高次の思考形態は、まだ幻想だ。エゴは自分を超えて進化し覚醒することができない。“私” というエゴは、君の動物的本性から進化したもので、真の自己、つまり永遠の “私” ではないんだ。エゴは脳とともに働くので、知覚できることとできないことに限界がある。君はエゴを、自分の思考（マインド）、つまりメンタル体だと思っているかもしれないが、エゴは感情体や肉体にも浸透している。これら三つの “体” は形の世界に閉じ込められており、あらゆる形は幻想なんだ」

 

「エゴは嗅覚、触覚、視覚、聴覚、味覚を使って物質的な世界を知覚する。これらの感覚によって知覚されたものに対し、エゴは好きか嫌いかという感情で反応する。エゴを通して、思考（マインド）はその知覚について理解し、宗教、家族、環境によって作られた過去の経験に基づいた立ち位置をとる。動物的人間の一部分であるエゴは、それぞれの状況や他者を、脅威と見るか、望ましいと見るか、どちらかの反応をする」

 

「私はエゴの耳であなたの話を聞いているということよね。だったらあなたの言うことをすべて自分のプログラミングに従って検閲しているに違いないわ。じゃあ、どうすればエゴの支配から抜け出せるの？」私は口をはさんだ。

 

「君はすでに、エゴの支配から抜け出す多くの方法を実践しているよ。本当に起きていることと、それに対するエゴの解釈の間に、一瞬の内なる停止時間のようなものが存在する。君がニュートラル・ポジティブな執着しない態度でエゴのゲームを観察すれば、その停止時間を延ばすことができるんだ。その間に君は自分の魂に耳を傾けることができる。また、君がニュートラル・ポジティブな態度でいるとエゴはエネルギーを受けとれず、力を弱める。このテクニックを練習すればするほど、エゴが弱まり、君は普遍意識とより共鳴するようになる。覚えておいてほしいのは、エゴは支配力を維持するためなら何でもするし、エゴの戦略はすべてエゴの生き残りのために設計されているということだ。その中にはわかりやすいゲームもあるが、わかりにくく、君が気づかないようなものもある。意識が徐々に進化するにつれて、君はわかりやすいエゴのゲームを避けることを学んでいく。そして、無意識のエゴのパターンを明らかにすることに、もっぱら注意を向けるようになるんだ」

 

「それが、今私がやっていることよ。でも、これってまるでゴルディアスの結び目みたい。一つの誤ったパターンを解消したと思ったら、また別の結び目が現れる。最悪なのは何がいつ現れるのか、自分ではコントロールできないことね。ある問題で前進しているように思えるときもあるけど、それが行きづまったり、後戻りしたりすることさえある」

 

「素晴らしい！」ヘンリーが叫んだ。「それこそ進歩だ。その変容のプロセスに身をゆだねることが鍵なんだ。たとえ何が起こっているのか知性では把握できなくてもね。そのプロセスを信頼し、そうやって軌道に乗り続けることだ」

 

「あなたはさまざまな誘惑について想像できないでしょう。トイレに行きたくなったり、何か食べたくなったり、爪を噛みたくなったり、コーヒーを飲みたくなったり、電話やメールに対応したくなったり、テレビを見たくなったり、昼寝をしたくなったりするのよ。一つの衝動を満たすと、別の衝動が現れてくる。私は、これらがさまたげであることを自覚しながらも、自分がそうした行動をとってしまうのを眺めてる。そうした妨害はたいてい身体的なものだけど、時折、感情もヨーヨーのように上下する。明らかな理由もなく、幸福感から自己憐憫まで揺れ動くの。まるで感情が勝手に動いているかのように。何かコメントはある？」

 

「身体的あるいは感情的な誘惑に負けることに、罪悪感を持ったり落ち込んだりすることはあるかい？」ヘンリーは私の質問には答えず、逆に聞いてきた。 

 

「あまりないわ。エゴの望み通りに行動することもあるし、それを否定して身体的、感情的に自分がどれだけ不快な感覚を持つか観察することもある。今、実験しているところなの。正しいアプローチとか間違っているアプローチとかではなく、エゴの望み通りに行動しているときといないときについて、観察している感じよ」

 

「エゴが望むことに、もっと断固として反発しようと考えたことはあるかい？」

 

「考えたことはあるけど、今のところそれが正しいアプローチだとは感じないの。人によってはそれが正しいアプローチなのかもしれないけど。私は陽の気が強くて気が強いから、もっと柔らかくなって陰の気を強めた方がいいと思うんだけど、それって間違ってる？」

 

「陰でありながらも、エゴに “ノー” と言うことはできるよ」ヘンリーはきっぱり言った。

 

「とはいえ、君が言う通りボディ・スピリットと効果的に協働するには、在り方と行動、つまり陰と陽のバランスをとる必要がある。その二つはネガティブとポジティブの両極性であり、身体に電流を生じさせるんだ。そしてその電流が君を変容させる。現代社会は陽の質である「行動」の方を好み、陰の質である「在り方」にはそれほど熱心に向き合おうとしない。しかし、その両方のバランスをとり、どちらも同等に実践することが重要だ。陰が強すぎても陽が強すぎてもバランスが崩れ緊張が生じ、肉体、感情体、メンタル体のエネルギーが滞る。君のエネルギーが意識と調和しながら流れるためには、エネルギーはその両方の質と均等に働く必要があるんだよ」

 

「陰の質を伸ばすことで、私は魂がエゴを消し去るのを助けるってこと？」

 

「そうだ」ヘンリーは言った。

 

「変容のプロセスを受け入れ、それに身をゆだねることで、君は古いパターンや執着を断ち切ることができる。それらは安心するため、愛されるため、成功するため、などの目的でとっていた行動様式だ。そうした古いパターンや執着を捨てると、エゴの支配から自由になれる。究極の執着（これは君だけでなく、誰にとってもそうだが）とは死への恐怖であり、エゴのゲームはすべて、エゴを生き残らせようとするものなんだ。サムライのようにエゴを破壊しようとする必要はないし、思考でエゴを出し抜こうとする必要もない。出し抜こうとしても、エゴは君の思考の産物だからどのみち成功しないんだ。君はただ、エゴと自分を切り離せばいい。愛に満ちた日々を送り、自分や他者に対する思いやりを深め、あらゆる生命の永遠なる源に身をゆだねるんだ。そうすることでエゴの力を弱めることができる。エゴに繋がった人格は、肉体同様、三次元の現実の中で機能するための便利な道具ではあるが、魂が存在するより高い周波数の中ではそのどちらも解消されるということを理解する必要がある」

 

「無理をしてはいけない。エゴは戦いを好み、怒りやプライド、フラストレーションといった陽の感情がそれを煽るんだ。自己の悟りという最終目標に向かって粘り強く取り組み、エゴを解消するためにより繊細な、より陰のテクニックを実践することだ。そうすることでいずれ効果が現れる。愛の力はマインド（思考）を迂回できる。そして、エゴが支配している最も大きな部分は、思考なんだ」

 

「あなたの言う ”愛” とはどういう意味なの？」私は尋ねた。

 

「私の言う愛とは普遍的な愛であり、あらゆる存在を愛し、地球を愛し、道を示してくれたあらゆる先人や聖人たちを愛することだ。あらゆる存在を自分だと感じ、自分をあらゆる存在だと感じて愛するんだ。 見て、感じて、この愛の源が無限なる存在であること、つまり永遠の源であることを理解してほしい。献身的にあらゆるものを愛すると君のハートが開かれ、愛が拡大するにつれて君の周波数も上昇する。この高い愛の周波数は、エゴに支配された思考が存在するメンタル界を迂回できるんだ」

 

「メンタル界における、エゴが作り出した誤った思考の例をあげてくれる？」

 

「最も明白なものは、天国の状態に対する信念だ」ヘンリーはすぐに答えた。

 

「エゴは死を恐れているので、死を超えてもさまざまなバージョンの天国で生き続けるという思いにしがみつく。どの宗教を信じるかによって、天国には舞い踊る女性たちがいたり、天使がいたり、至福が存在したりするが、そのほとんどはさまざまに異なるアストラル周波数の中に存在している。アストラル領域は、エゴが幻想の一部として作り出したさまざまなバージョンの天国と地獄が存在する場所なんだ。この幻想は、君たちがマインド（思考）とみなしている低次のコーザル（因果）領域のメンタル界から生じる。しかし私が言ったように、君たちのマインド（思考）は実際には君たちのエゴなんだ」

 

「魂もコーザル（因果）領域に存在すると思ってたわ。どうしてエゴと魂が同じ場所にあるの？」私は混乱して尋ねた。

 

「魂はコーザル（因果）領域のより高い周波数帯に存在し、エゴはより低い周波数帯に存在する。コーザル（因果）領域は形ある世界の一部なので、より高次の状態に将来移行した際には、魂もエゴも両方消滅することを忘れないでほしい。自由とは、個別の自己を超越することだ。一人ひとりが個別に永遠の魂を持つという考え方を放棄するのは、スピリチュアルな求道者たちにとってしばしば最も受け入れがたいことなんだ」

 

「でも人格を魂のレベルに引き上げるという考え方が、私のスピリチュアルな旅を促してきたわ」“自分”の考えを手放すのが嫌で、私は言った。

 

「鍵となるのは “人格” という言葉であり、それはエゴと同義語なんだ。特定の段階では、人格を魂のレベルに引き上げるという概念は役に立つ。しかし君はもうその段階を超えているから、その考えを手放す必要があるんだよ」

 

「泣き言に聞こえるかもしれないけど、そうすると何が残るの？」と私は聞いた。

 

「覚醒した状態は、覚醒していない者からするととらえにくいんだ。それは肉体、感情、メンタルの領域を包括しているが、それらの定義を超えたものだからだ」

 

「とってもわかりにくいわ」私は言った。

 

「わかった、説明の仕方を変えよう。蝶はイモムシとはまったく違うが、イモムシの段階がなければ蝶は生まれないよね。イモムシは繭の中で自分を消化して蝶になることを考えてごらん。エゴに支配された人間は、まだ進化のイモムシ段階にいる。覚醒した人間になるためには、以前の執着や思考形態を解消しなければならないんだ」

 

「少しわかりやすくなったけど、もっと詳しく教えてほしいわ」

 

「前回話した、悟りの諸段階について覚えているかい？ これは重要なことだから、前回説明したことを土台にして話そう」ヘンリーはそこで口を閉じ、私の同意を待った。

 

前回彼が言ったことを蒸し返しても、悟りへの理解が深まるとは思えなかった。しかし私は、判断を保留してヘンリーの言葉に神経を集中させることにした。

 

ヘンリーはゆっくり話し始めた。「自己についての悟り、啓示、覚醒と呼ばれる最初の段階は、物質的世界が宇宙知性によって創られた夢であり幻想である、と気づいたときに起こる。これは理論として信じるのではなく、自分にとって現実の体験となるんだ。悟りを開いたと主張する人のほとんどはこの段階にいる。この段階に入った人は、もう肉体の形で生まれ変わる必要がなくなる。しかし、自分のあらゆる感情が意識と調和するまでは、引き続きアストラル形態で転生を繰り返さなければならない」

 

「質問」私はヘンリーが続ける前に言った。「完全にではなく、少しだけ悟りを開いた状態って可能かしら？」

 

「少しだけ妊娠した状態というのは可能かい？」ヘンリーは問い返した。

 

「あなたの例でいくと、妊娠9カ月でまだ出産していないとしたらどう？ 悟りに至った状態と至っていない状態の違いって、そんな感じで表せるんじゃないかしら？」

 

「それはいい指摘で、ある程度は当を得ている。君の例で言えば、悟りに向かう進化のプロセスは、数え切れないほどの輪廻転生を必要とする。出産が近づくと、人は魂の闇夜を経験する。イモムシの段階を過ぎて繭の中に入り自分を解消する。私たちが一緒にやっているように、蝶になる準備をするんだ。繭の段階は妊娠した状態に相当する。繭の段階が、実際には何度もの人生にまたがる場合もある。この世界で活動しながらも、蝶の状態に向かってゆっくり進んでいくんだ。そのいくつかの人生の間に、妊娠2カ月から6カ月、8カ月へと進んでいく。この繭の段階では、部分的に蝶になってはいるが、変容した存在を新たに生み出すところまでは至っていない」

 

「あなたの説明は役に立つわ。私がなぜときどき悟ったと感じるのに、その状態にとどまることができないかがわかった。私は、悟るのがどのような状態かを垣間見ていたのね。じゃあ、アストラル領域についてもっと話してくれる？ それが私たちの変容の次の段階だから」

 

ヘンリーは続けた。「アストラル領域は君が夢を見るときに滞在するところであり、転生と転生の間にも滞在するところだ。そこでは君の思考や感情が、物質世界よりも早く現実化する。アストラル界では、すでに亡くなった愛する人たちに会える可能性もあるし、霊的な存在たちからその領域について学べる可能性もある。君がそうした内容を学ぶにつれて、その影響は日常生活にも及び、それが君の変容を促すんだ」

 

「もう一つ質問。私や他の人たちは、悟りに至っていなくてもアストラル界を訪れることができるの？」

 

「悟りに至っていない人は、アストラル界をとても不明瞭でぼやけたところだと感じるだろう。そうした人たちにとってアストラル界は現実ではないので、朝、眠りから覚めたとき、あるいは別の肉体に生まれ変わったときに、アストラル界で経験したことを覚えていないことがほとんどだ。しかし悟りに至ると、人はアストラル領域でも物質世界とほぼ同じように意識を保っていられるようになる。そしてその後、ネガティブな感情をすべて消し去るまでアストラル界にとどまるんだよ」

 

「でも、あなたは今すでに、私がネガティブな感情を消し去る手助けをしてくれてるんじゃない？ それって私が悟りに至った後、アストラル界に転生してからやるはずのことじゃないの？」

 

「私は今、君の肉体、アストラル体、コーザル（因果）体をクリアにする手助けをしている。アストラル体とコーザル（因縁）体をクリアにすればするほど、自己の悟りに至ったときに高い状態にいくことができるんだ。アストラル領域やコーザル（因縁）領域で、もうそれほどクリアリングをする必要がなくなるからね」

 

「素晴らしいわ。それがあらゆるボディ・スピリットの役割なの？」

 

「そうだ」

 

「じゃあ、あなたと一緒に努力していくことが、スピリチュアルな面で進歩する最も効率的な方法なのね？」

 

「間違いなく最も効率的な方法のひとつだ。だから私は自分のことをボディ・スピリットと呼ぶ。しかし私の説明はまだ終わっていないよ」

 

「ごめんなさい、続けて」

 

「アストラル界での転生を終えた後も、コーザル（因果）界で転生していく必要がある。君たちが個別の自己としてのアイデンティティをすべて放棄するまでそれは続く。コーザル（因果）界では、人間はもはや形を必要としなくなるので魂が溶解する。そして君たちは普遍意識と融合する。これらの最終的なアストラル界とコーザル（因果）界における転生期間は、通常、物質界における転生期間よりもはるかに短い。なぜなら、普遍意識と一体化していないことを理解し、完全に一体化したいという願望が高まるからだ」

 

「これでわかったかい？」ヘンリーが尋ねた。

 

「それぞれの段階を明確に説明してくれてありがとう。あなたの言うことは理論的にはすべて理解できるんだけど、悟りについて完全に理解するのはまだ簡単じゃないわ。覚醒した人間について書かれた、あるいはその当人たちが書いた素晴らしい物語を読んだことがあるけど、彼らが覚醒した状態について描写しているのを読んでもよく理解できないの。正直なところ、とらえどころがない感じ。バカな質問かもしれないけど、覚醒すると何がいいの？」

 

「痛みや苦しみを避けることができるんだ。痛みが大きければ大きいほど、その痛みから解放されたいと思うだろう？」ヘンリーは言った。

 

「それはそうね。ブッダは、あらゆる苦しみの原因はこの幻想世界のものごとへの執着だと言ったわ」

 

「覚醒した意識状態について知ることはできない。覚醒した意識状態は、体験するしかないんだ」ヘンリーは言った。

 

「しかしもし君が、直接的にあるいは間接的に、自己を悟った存在たちの言葉を聞いたり読んだりすると君の周波数が上昇する。それが君の悟りのプロセスを早めるんだ」

 

「私は幸運なことに、人生で何度も自己を悟った人たちと交流してきたわ。そのそれぞれの存在感と固有の才能については認識してるけど、その中の特に一人のエネルギーが、私を変容意識へと導いてくれたの。その人の名はフランクリン・メレルウォルフ。私は30代のとき、80代の彼と会った。私は彼が書いた本も彼について書かれた本も読んだことがなかったから、その出会いはまったく新鮮で、私は何の期待も持ち合わせてなかったの。ただ彼がいる場にいただけで、私は非物質的な状態へと導かれた。私は存在そのものになった。その経験から、私は自己を悟った人たちがどのように他者に触媒作用を及ぼすのかを知ったわ。でも私はその状態にとどまることができず、数時間後には通常の物質的現実に戻ったのよ」

 

「覚醒は、無限なる存在からの恩寵なんだ」とヘンリーは言った。

 

 「それは 自然に起こるものだ。覚醒は進化していない人にも起こる可能性がある。ウォルフ博士の場合はそうではなかったが、一見不愉快な性格の人でも覚醒することがある」

 

「悟りは、努力して得られるものではないということ？」

 

「その通り」とヘンリーはユーモラスな口調で答えた。

 

「高い意識レベルにある存在は、他者を悟りの境地に導くことができるが、通常その導かれた人は、それが自分の運命でない限りその状態にはとどまれない。しかし君は、献身と意志力を組み合わせることで、自分を普遍知性にとって魅力的な存在にすることができるんだよ。意識化できているかどうかにかかわらず、君は今も、そしてこれまでもずっと普遍意識と一体なんだ。あらゆる思考にはエネルギーがあり、それはサブ量子レベルで観察できる。変容のプロセスを深く信頼し自分をゆだねると、恐れが引き起こす（目覚めを遅らせてしまう）摩擦を減らすことができるんだ」

 

私はヘンリーをさえぎって言った。「この変革のプロセスって、肉体も感情も頭も疲れるわ。これって普通なの？」

 

「そうだ」と同情しながら彼は答えた。

 

「人々が思うのとは裏腹に、君がエゴの幻想からの解放に近づけば近づくほど、道は険しくなる。物質界での最後の数回の転生において、これまで体験してきたあらゆるカルマのパターンが戻ってくるんだ。それらを解消しなければ、君は輪廻転生の輪に再び巻き込まれる。より高い意識状態になるたびに、君はその反対の低い意識状態を引き寄せるので、それを拒む必要がある。それらは、イエスが直面したサタンによる誘惑や、ブッダが直面した悪魔マーラとその三人の娘たちによる誘惑として擬人化されているよ」

 

「ちょっと待って」と私は言った。

 

「気になってることがあるんだけど。エゴがあらゆる問題の根本原因であるかのように私たちはエゴを悪者に仕立て上げてきたけど、エゴが思考形態であって、私たちの意識が進化するとそのエゴが消えるということは、エゴの上に、あるいはエゴを超えたところに、私たちの幻想を生み出している真の源があるんじゃない？ それがエゴを作り出したんじゃないの？ それは、イエスがサタンと呼んだものと同じ力なの？」

 

「君は核心にたどり着いたね」とヘンリーが言った。

 

「だったら、どうして今になってやっとその話になるの？」私は苛立って言い返した。

 

「なぜなら、その答えはエゴの領域の外にあるからだ。私が指摘するよりも、君がしたように自分で発見するのが一番なんだよ。さらに（この「さらに」を強調したいんだが）、サタンに関するテーマ全体が、人々を二つの誤った陣営に分けてしまう傾向がある。ひとつ目の誤りは、悪の力を想像上のものとして否定することだ。二つ目の誤りは、この力を恐れるがあまりベッドに入って頭から布団をかぶり、サタンから見つからないよう、そして関わらなくて済むよう願うことだ」

 

「わかるわ！ 私たちが擬人化してとらえている悪はあまりにも大きくて、イエスやブッダとは違う小さな私が、サタンのような大きな力に抵抗できるとは到底思えないもの。だから私たちは、エゴについてだけ話してきたわけね」

 

「その通りだ」とヘンリーが言った。

 

「しかし、自分の自由意志で君はこの力に立ち向かわなければならない。そうするたびに、君は普遍意識に近づいていく。エゴの誘惑や欲望に抵抗するとき、君はその幻想を生み出している源の力に抵抗していることになる。だから、私たちが話してきたことはまさに必要なことなんだ」

 

「わかったわ！ でも私は今、この大きな問題に焦点を当てたいの。普遍意識に対抗するこの大きな力を創造したのは、人類なの？ もしそうでないとしたら、その力はどうやって存在するようになったの？」さらに深く掘り下げようとして私は尋ねた。

 

「私がサタンやマーラについて話すのを先延ばしにしていた三つ目の理由に、君は気づいたようだね。いいタイミングだから質問に答えよう。これまで議論してきたように、普遍意識、神、創造主はあらゆるものの源だ」

 

私は口をはさんだ。「あなたは、私たちが悪と呼ぶものを神が創造し、その悪が私たちをエデンの園から誘い出して神との結びつきを失わせたというの？ なぜ創造主がそのようなことをするの？ その悪が私たちを幻想におちいらせ、痛みや苦しみを与えたというのに？」

 

「その答えは別のパラドックスの中にある」ヘンリーは言った。

 

「パラドックスとは両方を含むということで、どちらか一方という考え方よりも受け入れるのが難しい。どちらか一方というのは、幻想世界のエゴを中心とした二元論に基づく考え方だ。創造主は無限なる絶対的存在だが、創造主もまた進化している。その進化のプロセスでこの大いなる存在は宇宙を創造し、その宇宙にさまざまな存在たちを住まわせることにした。それらの存在たちは創造主自身の一部であったが、個々に個別性を楽しむことができるようにしたんだ。そのために創造主は、自分の創造物たちを分離という幻想で覆う必要があった。その幻想はヴェーダにおいてマーヤーと呼ばれている。この宇宙的幻想が創られたのは、創造物たちが個性を表現して自由意志を持ち、彼ら自身も創造主となれるようにするためなんだ」

 

「そこまではわかったけど、サタンはどこで出てくるの？」私は興味をそそられて尋ねた。

 

「普遍意識からの分離を創り出している知的な力が、サタンあるいはマーラだ」とヘンリーは答えた。

 

「それがどうして悪なの？ 私、何か見落としているんじゃないかしら」

 

「大天使であったサタンは自分自身の幻想にとらわれ、もしすべてが普遍意識に回帰すれば自分はもはや存在しなくなると考えた。だから分離の幻想を永続させようとしたんだ。創造主が作ったあらゆるポジティブな性質に対して、サタンはネガティブな性質を作った。しかしサタンの力は形の世界に限定されているため、物質界、アストラル界、コーザル（因果）界の誘惑を跳ねのけると、君は再び神の意識と融合できるんだ」

 

「間違ってたら訂正してほしいんだけど、サタンはエゴを通して働き、私たちを幻想の世界にとどまらせようとするのよね。ということは、エゴを道具として使ってると言える？」私は2＋2の答え合わせをするような気持ちで聞いた。

 

「その通りだ」とヘンリーが答えた。

 

「サタンは聖書に出てくる放蕩息子のような気がするわ。父の元を去り、豚（我々人間に相当するかもしれない）の世話をしながら多くの苦痛と苦難を体験した後、父の元に戻ってくるの。これって合ってる？」

 

「そうだ。矛盾しているようだが、サタンは創造主に対する抵抗勢力であると同時に、創造主の一部でもある。意識の進化を妨害する幻想については明日詳しく説明するつもりだ。今日はこれで十分だと思う。君も他の人たちも、自己を悟っているのに自覚していないだけなんだ。でもこれは別の話題だから、また明日話すことにしよう」

 

話をしていく中で、私のエゴに対する見方は変わった。エゴはもはや、私の上に覆いかぶさり悟りへの道を阻む大きな悪者ではなくなった。不思議なことに、私はサタンやマーラも悪者と見なしていなかった。どうやら、創造主の計画がその意図通りに展開されていることを、すべてが裏付けているように思えた。この低い領域の視点からするといたずらな子に見えても、いい子に見えても、みんな創造主の子なのだ。エゴも、そしてサタンでさえ、自由意志を強化する役割を果たしていた。それは私たちが完全な創造主になるために必要なことなのだ。すべてが善と悪に分かれているこの幻想の二元論の世界においては、二つの力が対立しているのがわかった。しかし形の世界を超えた高次の領域において、私のジレンマはすべて解消していった。

 

それは、私にはまだやるべきことがあるということを意味していた。真実のより高い側面や、幻想を通り抜けて意識を覚醒させる道について、ヘンリーと議論を続けるのが楽しみだった。
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幻想を消し去り、目覚めよう

 「踊る、踊らない、踊る、踊らない、一緒に踊らない？」

ルイス・キャロル『不思議な国のアリス』

 

翌朝席に着き、ヘンリーが新しい話題を切り出す前に私は言った。「昨日、意識の進化をさまたげる宇宙的幻想の役割について話したわよね。それを聞いて、その幻想を通り抜ける道の可能性を検証したいと思ったの。マシュー・フォックスは、著書 『Original Blessing』の中で意識に至る四つの道について書いているわ。私が自分の選択を明確に見きわめているかどうか確認するために、あなたと一緒にそれらを見ていきたいんだけど、いいかしら？」

 

「もちろん。君がどのような道を選んでいると思うのか、特に、主要な道がどれなのかに興味があるからね」と彼は答えた。

 

「楽な道を選んでいないことは確かだわ」と私は断言し、話を続けた。

 

「第一の道であるヴィア・ポジティーヴァ（ポジティブの道）は、肉体的・心理的苦痛をほとんど、あるいはまったく経験することなく意識の進化に至るという稀な道よ。ヴィア・ポジティーヴァは、ケルトの聖杯探求の伝説を思い起こさせるわ。聖杯は普遍意識の象徴よ。この伝説で登場人物の一人であるガラハッドは、ほとんど苦労することなくすぐに聖杯を見つけたの。誰だってそういう道がいいと思うわよね？ この道を行く人たちは、魂の闇夜をまったく飛び越してしまうようなの」

 

「第二の道であるヴィア・ネガティーヴァ（ネガティブの道）は、大変な肉体的あるいは心理的苦痛を体験し、それを通して意識の進化に至る道よ。この道はエックハルト・トールを思い起こさせるわ。エックハルト・トールは、ケンブリッジ大学で指導教官をしていた29歳当時、自殺衝動に悩まされていた。でも、肉体的な意識を失いそして目覚めると、悟りに至っていた。自殺衝動に苛まれるのは明らかに魂の闇夜であり、これが私の道でなくてよかったと思うわ」

 

「第三の道は、詩人やミュージシャン、その他のアーティストたちを惹きつけるヴィア・クリエイティヴァ（クリエイティブの道）よ。私はこの道を魅力的だと思うわ。そこには遊びの要素もあって最終的には商品も出来上がるから、私の商人魂に訴えかける。とはいえ、多くのアーティストが芸術を生み出すために心を痛めるような経験や魂の闇夜を味わっていることも知っている」

 

「意識の進化に至るそれら三つの道は、君が選ばなかった道ということだね。では、君が選んだのはどんな道なんだい？」ヘンリーが先を促した。

 

「私が選んでると感じる主な道は、第四の道であるヴィア・トランスフォーマティヴァ（変容の道）よ。これはケルトの聖杯探求伝説におけるパーシヴァルの道なの。パーシヴァルには生来の才能（諸前世に由来する才能）があった。スピリチュアルな進化を遂げていたからこそ、彼は若くして聖杯を見つけることができた。でも彼には思いやりが欠けていたので、聖杯は消え、パーシヴァルは荒れ地で次から次へと何年も（自分のエゴと）戦うことになった。そしてついに彼は黒人の異母兄（自分の無意識のシャドウ）によって倒された。でもその異母兄には思いやりがあり、パーシヴァルを殺さなかった。意識（パーヴァル）と無意識（異母兄）が思いやりで結びついたときに、彼らは聖杯を見つけた（魂と一体化した）のよ」

 

「ヴィア・トランスフォーマティヴァ（変容の道）は最も一般的な道だ」とヘンリーが言った。

 

「それは、小さな浮き沈みはあるものの、ほぼ予測可能な螺旋状の進化の道であり、いくつもの転生をかけて徐々に意識を進化させていく道だ。パーシヴァルが遭遇する荒れ地は、君たちが内なる存在意義を見失う魂の闇夜を外的に表した隠喩なんだ」

 

「神話の話に戻るけど、あなたは私の無意識、つまりパーシヴァルの話で言うと黒人の異母兄弟なの？ 私の意識と結びつき、私が魂と一体化できるよう手助けしてくれているの？ 話を続ければ続けるほど、この疑問が湧いてくるんだけど」と私は言った。

 

「君の疑問に答えようと思うんだが、答えるには私の機能があまりにも限定されている。君は、私や人生を枠にはめ込みたがるが、枠にはまらない物事もあるんだよ」

 

「あるレベルでは、私は君の意識と再び一つになる無意識を象徴していると言える。その意味では、私のひとつの側面はカール・ユングが言うところの “シャドウ” であると言えるだろう。君の “シャドウ” は、エゴが君に認識してほしくないと思っている、君のさまざまな側面から構成されている。それらはエゴが絶えず君に信じ込ませている君のアイデンティティにそぐわないからだ。シャドウのほとんどは、嫉妬、注目を浴びたいという願望、勝ちたいという願望など、君がネガティブな側面とみなすものだ。しかし私はまた、君のもっと明るくて美しい無意識の側面も象徴している可能性がある。それらは、君がエゴイスティックになることを恐れて受け入れる用意ができていない側面なんだよ」

 

「ああ、確かにそうね！ 自分の無意識はネガティブな側面ばかりだと思い込んでいたわ。これって他の人たちにも共通する思い込みなの？」

 

「もちろん」とヘンリーは答えた。

 

 「エゴは君に無意識と融合してほしくないんだ。融合してしまうとエゴが君をコントロールできなくなるからね。だから、君に自分の無意識の側面を怖いもの、悪いものだと思わせようとするんだ」

 

「それって私たちをとてつもなく解放してくれる考え方ね」と私は感謝して言った。

 

ヘンリーは続けた。「意識が進化するたびに、君はアストラル界から逆の要素を引き寄せる。だからこそ、パーシヴァルは自分のシャドウの側面である敵を引き寄せたんだ。たとえば、君のエネルギーが高い周波数にまで上がると、他者は君のことを脅威と感じるので、君は不当に解雇されたり、配偶者や友人たちが明確な理由もなく離れていったりする。こうした不愉快な試練はあらゆる執着を手放す機会であり、それによって君はさらに高い状態へと上昇し、エゴの支配から自由になることができるんだ。無意識は計り知れない力を持っていて、それに抵抗するのを（パーシヴァルが異母兄にしたように）やめると君は本来の自分になり、社会の役割や価値観に支配されなくなる。君のボディ・スピリットである私はその手助けをしているんだよ」

 

「どんな困難に直面しても、パーシヴァルの異母兄がパーシヴァルにしたように自分と他者に対して思いやりを持つことだ。そのアプローチを通して君の無意識は意識と融合し、一緒になって超意識である魂とも融合するんだ」

 

ヘンリーと何度も話すうちに疑問が募っていった。「ヘンリーって誰なんだろう？」もしかしたら私のエゴが、彼を定義づけたいと思い、所有したいとさえ思ったのかもしれない。あるいは私の魂、つまり高次の自己が、彼の言うことを信じて自分がこれまで長年かけて歩んできた道をこのまま歩み続けたいと思ったのかもしれない。彼を「枠にはめてしまう」危険を冒して私は聞いた。

 

「あなたはエゴや魂のような構成体なの？ それとも普遍意識の別の側面なの？」

 

「その答えは自分で決めればいい」ヘンリーは面白がって言った。

 

「あなたは私の複数の人生のあらゆる記憶にアクセスできる、だからエゴではないわ。エゴをなくす手助けもしてくれているんだから、もちろんエゴではあり得ないわね。だとしたら、魂？ でも魂は、前に議論したように意識の究極のレベルではないから、エゴと同じように構成体よね。だから最初の質問に戻るけど、あなたは構成体なの？」

 

「自分で答えを考えてみることだ」ヘンリーは促した。

 

「あなたは自分のことをボディ・エレメンタル、ボディ・インテリジェンス、あるいはボディ・スピリットと呼んだ。そして私の転生と転生の間にも存在し続け、その際にはあらゆるボディ・スピリットたちと融合していると言ったわ。また、あなたは肉体・アストラル体（感情体）・コーザル体（メンタル体）を創っているからアストラル界とコーザル界にも存在している。私は謎解きが好きじゃないのよ。答えを知りたいわ」

 

「あらゆる可能性を検討しつくしたかい？」ヘンリーは別の方向を検討するよう示唆した。

 

「普遍意識はあらゆる形態に宿っていて、エゴや魂にも宿っている。普遍意識は肉体の死後も存続する。普遍意識がエゴや魂と同様にあなたの中にも宿っていることはわかるけど、あなたが普遍意識そのものなのかどうかがわからないの。普遍意識は私の意識や潜在意識（シャドウ）にも宿っているけど、あなたは私の潜在意識（シャドウ）の一部でもあるのよね。よくわからないわ！」

 

「普遍意識のどの部分が肉体、感情体、メンタル体へと降下するのかい？」とヘンリーは聞いた。

 

「私は、普遍意識とは活動的な叡智の働きだと考えているの。多くの伝統において、人間や、私たちの惑星や、太陽系や、宇宙全体といったあらゆる形態を創造したこの叡智は “母なる神（ディヴァイン・マザー）” と呼ばれている。それはキリスト教における聖霊と同じものよ。あなたがそれだと言うの？」私は不安になって聞いた。

 

「自問してごらん、なぜその可能性が不安を引き起こすのかを」

 

ヘンリーの質問に答えるのが嫌で、私はこう返した。「もしあなたが母なる神だとしたら、どうしてヘンリエッタとかサリーと名乗らなかったの？」

 

「ヘンリーという名前が何となく好きなんだ。それに、なぜマザーが女性でなければならないんだい？ それは偏った見方だ。活動的な叡智は男性的でも女性的でもなく、両方の側面を含んでいる。私が女性の名前ではなくヘンリーという名前を選んだのは、君を古いパラダイムから引き出すためだよ」

 

「あなたは私に、なぜあなたを “母なる神” ととらえると私が不安になるのかって聞いたわね。私たち両方ともその答えを知っているはずよ。もしそうであれば、私はあなたの言うことを “非常に” 真剣に受けとるにはふさわしくない、不十分だという気がして、プレッシャーを感じるからよ。それに私が聞いたことは部分的にエゴの影響を受けているはずだから、私の理解が間違っているかもしれないし、自分だけでなく他の人たちをも誤解させてしまうかもしれない、と思っちゃうのよ」

 

「君のその気持ちは、エゴの疑念と古いプログラムから来ていることをわかってほしい」とヘンリーは言った。

 

「自分に何が起きているのか検証することが重要だ。なぜならそれは、多くの人に共通する問題だからだ。君が “普遍意識” “活動的な叡智” と言うときと、“聖霊” “母なる神” と言うときでは周波数に違いが生じる。スピリチュアルな思考形態に対する愛着のせいで、君は “聖霊” や “母なる神” を自分よりも上位の高貴な存在に高めてしまう。それとは対照的に、普遍意識や活動的な叡智をより知的で科学的な用語ととらえることで、君はそれらをより低いものだと感じてしまう。ここではっきりさせておきたいのは、言葉ではなく、その言葉に対する君の感情が重要だということだ。聖霊、母なる神、キリスト意識、普遍意識などのどんな言葉を使おうと、そして形があろうとなかろうと、それらは一つなんだ。君はそれを、ハートと頭と身体の細胞で感じる必要があるんだよ」

 

「私はいつもスピリット（聖霊）を身近に感じてきたわ」と、私はヘンリーの見立てが正しいのかどうか考えながら言った。

 

「おそらく幼い頃から神秘的な体験をしてきたからでしょうね。実際、無限なる存在との最初のコンタクトはスピリット（聖霊）を通してだった。二度目はキリストを通してだったわ。そしてそこで初めて、私は “母なる神” に心を開き始めたの。“父なる神” については、未だにとらえどころがないわ」

 

「個々の人間が無限なる存在のさまざまな側面をどのように見るかは、その人が進化するにつれて進化していくんだ」とヘンリーが言った。

 

「あらゆる側面は一つであるが、エホバのような男性の神をより心地よく感じる人もいれば、母なる神、あるいは幼子イエスの方を心地よく感じる人もいる。また、ヒンズー教のブラフマンのような、無限なる存在の形なき側面をより心地よく感じる人もいる」

 

「あなたの言うことにはすべて賛同するけど、ボディ・スピリットとは実際何なのかという質問に戻ってもいい？」彼の定義について確かめるこの機会を逃すまいとして、私は聞いた。

 

「ボディ・スピリットとは、形をとった意識だ。だから私はしばしば自分のことをボディ・エレメンタルとも呼ぶ。なぜなら、私は形ある物質世界のエレメント（要素）で構成されているからだ。普遍意識は、母なる神、つまり聖霊としての側面において、全世界と宇宙におけるあらゆる形態を創造する。私のことを、君という構成体を創造するスピリットだと考えてほしい。私はボディ・スピリットであり、それはすなわち普遍意識の活動的な叡智と同義語なんだ」

 

「あなたは以前言ったわ。あなたが私の肉体を最初に形成したとき、あなたに自由意志はなく、私が進化するにつれてあなたも自由意志を獲得していった、と。もしあなたが聖霊や母なる神に相当するのであれば、どうしてあなたに自由意志がなかったの？」私はまだ彼の啓示を受け入れる準備ができていなかった。

 

「スピリットは形の中に入ると自分を忘れてしまう。魂でさえ、物質の中に降下して人格に入ると鈍くなるんだ。これがアダムとイブの堕落の物語だよ。彼らの行動が、エデンの園、つまり意識と一体化した状態から引き離される結果をもたらした。魂がエゴを捨てて再び上昇すると、君も私も自分が何者であるかを思い出す。君にとっても他のほとんどの人にとっても、これは徐々に起こることなんだ」

 

そこまで言うとヘンリーは話すのをやめ、私に彼が言ったことを振り返る時間をくれた。

 

「君や他の人たちを普遍意識から切り離している主要な幻想について話したいと思う。しかしその前に聞きたいんだが、私がどんな存在で何をしているのかクリアになったかい？」

 

「あなたが本当は誰なのか、何なのかについて、話をしている間中ずっとあなたはヒントを与えてくれていたのに、私は聖霊と自分のボディ・スピリットは違うものだと考えていたってことを認めるわ。私は、聖霊は私に至福を与え肉体から解放してくれる意識の一側面であり、自分のボディ・スピリットはそれよりも下位の存在で、肉体的な健康を得るために私がボディ・スピリットをプログラムできると思っていたの」

 

「ああ、一種の奴隷ってことだね」とヘンリーは言った。

 

「そのエゴ中心の考え方を通して、人間は自然界を支配し利用したいと思うようになったんだ。なぜなら人間は、自然を聖霊とは違うものであり、聖霊よりも劣ったものであると見なしたからだ」

 

「ちょっと待って。それだと、濡れぎぬを着せられた気分よ。私は長年、自然と聖霊は一つだと教えてきたわ。私が感じていたのは、自然と聖霊が違うということではなく、自然と自分が違うということなの。私は自然を “外側” にあるものととらえていて、自分の肉体、感情体、メンタル体である “内側” としてはとらえていなかった。ある意味、私は自然と自分を切り離していたんだわ」

 

「その分離感は、自分自身を個別の存在とみなすエゴによって作り出されているんだ」とヘンリーが言った。

 

 「エゴこそが解消されるべき中心的な幻想だ。私たちがこれまで話してきたことはすべて、このエゴという幻想につながっている。覚えておいてほしい。人間はまず意識存在から分離して個別化することを選んだ。それがエゴを生み出したんだ。エゴは、君たちの身体の核となる傷の中に住んでいる。その傷は、分離感、見捨てられたという感覚、愛されていないという感覚（これはほとんどの人にとって中心的な問題だ）としてとらえることができる。永遠なる源がこの傷を作ったのではない。人間が作ったんだ。エゴ、つまり偽りの自分、小さな自分こそが、他のあらゆる幻想を生み出している核心的な幻想なんだよ」

 

「もう我慢の限界に達しそうよ」私は叫んだ。

 

「私はあなたが提案してくれたことすべてに取り組んできたわ。意識を進化させるために、恐れをなくし、人生脚本に癒しをもたらし、ネガティブな思い込みを修正し、ポジティブな資質の実践までやってきたわ。そして、そうしたすべてに取り組む際にニュートラル・ポジティブな態度を保とうとしてきた。そのあげく今になってやっと、あなたは問題の核心にたどり着いたって言うの？ 私は、この終わりの見えない自己を悟る旅に、イライラして疲れ果ててるわ」

 

「それは君のエゴの声だということに気づいてほしい」と、ヘンリーは哀れみもなく言った。

 

「エゴは君の進歩にますます不安を感じ、大きな銃を持ち出しているんだ。私たちはポジティブな資質に忍耐も入れておくべきだったね。それを見落としていたよ」

 

私は黙ったまま、平静を取り戻そうとした。

 

「君が自分をエゴと同一視していると、魂の闇夜を通過するのがとても辛いプロセスになる。君は、他者から、永遠の源から、そして内なる自分から切り離されたように感じるだろう。もはや何を信じ、何をすべきかがわからなくなる。スピリチュアルな旅のこの段階は空虚に感じられるが、実はそれは進歩なんだ。エゴである自分のアイデンティティにしがみつくことが少なくなればなるほど、君は楽になる。エゴ中心の価値観を捨て去る準備ができて、自己を悟った人間になるための変容を遂げていくんだ。これが君の進化における次の段階であり、現在多くの人々がこの変容のプロセス上にある。この道はあらゆる生命との融合につながっていくんだ」

 

ヘンリーは続けた。「自己を悟った人たちは、動物、植物、鉱物を含むあらゆる存在との分離感を感じない。彼らは人格という器を使ってスピリットの目的を果たすために世界の中で働くが、個人的な目標は持たない。とはいえ、依然としてさまざまな好みを持っている場合はある。しかしそこに執着はない。また、より高い状態に至るとそうした好みさえなくなる。目覚めを通して、自己を悟った人たちはスピリットの目的を果たすことにつながるような状況や人々を自分に引き寄せるんだ」

 

「あなたの言っていることは、すべてわかるわ」と私は同意した。

 

「永遠なる源からの分離と、自分のアイデンティティへの執着が問題の中心なのね。でも、非常に大きな問題（エゴがまさしくそうなんだけど）を抱えている場合、それに対処するには、その問題を小さな塊に分けて噛み砕く方がいいと思うのよ。だから、エゴが作り出すもっと小さな幻想の中で、私がまだ取り除く必要のあるものについて教えてくれる？ 気づいた幻想はすべて取り除こうとしているんだけど、見落としているものもあるかもしれないから」

 

「では主要な幻想について話そう。しかしこれらが誤りだと理論的に納得するだけでは不十分だ。日常生活において、君はそれらを取り除く行動をとらなければならない。では始めるよ。君は何も所有することができない。そこにはお金、財産、子ども、配偶者、ペットも含まれるが、それだけに限らない。そうしたものへの執着はすべて、それらが自分のものだという所有の感覚に基づいている。君の場合はどうだい？」

 

「改善の余地はあるけど、その分野では頑張ってるわ」と私は答えた。

 

「第二の幻想は、味覚、触覚、聴覚、嗅覚、視覚を含むあらゆる感覚が、現実を正確に描写するというものだ。そしてそれらの感覚を満たすことが自分を幸せにするというものだ。何かコメントは？」

 

「あなたと話すことで、そうした感覚を満たしたいと望む時間が少なくとも三倍に増えたわ。私たちの議論は私のエゴに大きな不安を与えるから、エゴは私にチョコレートを食べたり、昼寝をしたり、その他のいろいろなことをするビジョンを見せるの。そうした欲望は究極の幸せをもたらさないとわかっているから、私はそれらを抑えようと頑張ってるわ」

 

「感覚から自分を切り離そうとすると、エゴは自分が死んでしまうと感じてパニックを起こすんだ」とヘンリーは言った。

 

「エゴの衝動に抵抗するには、確固たる意志の力を使うことだ。そして、エゴがそうした衝動を生み出すことにどれだけ力を注いでいるか観察してごらん。それが次の幻想の話につながる」

 

「善い人になることで悟りに至れると思ったら間違いだ。意識には公平の概念も報酬の概念もないからだ。意識は善悪の定義を超越しており、君にも善悪を超越するよう求める」

 

「その幻想を破壊するのは、私には難しいわ。私は “いい子” だったの。そうあることで安心感を得ようとし、両親から愛されようとした。その善い態度を大人になっても保ち続け、それが私に多くの報酬をもたらしてくれたわ。人に好かれ、成功もした。だから私の中の何かが、懸命に努力してあなたが勧めるテクニックをすべて実践する “いい子” になれば、悟りに至れるんじゃないかと思っちゃうの」

 

「その解決策としては、私が勧めることを、将来の見返りを期待することなくその本来の価値のために実行することだ」

 

「実際、より今を生きるにつれ、そして好きな仕事だけを好きな時間にすればするほど、将来の見返りについて気にならなくなり、悟りについてさえ気にならなくなるわ。思い出させてくれてありがとう、確かにそうね」と私は言った。

 

「さて、スピリチュアルな人々にとって取り組むのがより難しい幻想について話そう。思考はエゴの一部であるため、現実を知ることができない。思考は思考バージョンの現実を創造するんだ。たとえば、人間は意識存在を表わすのに、天使、神、女神たちといった、人間のようなイメージや階層を作り出した。しかし意識は個別化された存在ではいないんだ」

 

「でも、形ある世界ではこれらの存在たちは個別に存在するんでしょう？」

 

「形ある世界においてはそうだ。しかし究極的には、たとえスピリチュアルなものであったとしても、形を信じるのはすべて誤りなんだ。君は、私が君のために作った肉体、感情体、メンタル体を手放さなければならない。そしてアイデンティティもだ。それらはすべて幻想なんだ。そうするとスピリットは形の世界から解放される」

 

「あなたの話を聞いてると、悟りが魅力的なものに思えなくなるわ」話を終えてソファーで昼寝したいと願いながら、私は言った。

 

「そう考えているのは間違いなくエゴだね」とヘンリーは面白がって言った。

 

「我々は幻想について考察してきた。ではここで、現実とは何か考えてみよう。意識存在は時間も場所も超越している。ここ、そこといった概念も、過去、未来といった概念もない。あらゆるものは今、存在している。意識存在にも状態の変化はある。それは水が、氷、水、水蒸気と状態を変えながらも同じ成分でできているようなものだ。意識はより高い状態に至ると、ますます精妙になる。そして意識を拡大し続けるには、低い意識を手放していく必要がある」

 

「そうしたより高次の、より精妙な状態に到達するのに一番いいアプローチは何かしら？」私は尋ねた。

 

「瞑想は、思考・感情・行動のすき間に内的スペースをより多く作り出すのに役立つ。その内的スペースは長い停止時間のようなもので、エゴの力を解除する。その間、エゴはエネルギーを受けとれないからだ」

 

「あなたの言うような空白の時間が、瞑想のときだけでなく日中も生じるわ。自然の中を歩いているとき、シャワーを浴びているとき、うたた寝しているときなんかよ。そういうときにたくさんのインスピレーションが湧いてくるの」

 

「素晴らしい。その空白の間、君は意識存在と一体化してただ “在る” 状態になっているんだ。瞑想すればするほど、その “在る” 状態が増えていくだろう」

 

「瞑想の一番いいやり方は？」

 

「多くのテクニックが存在するが、禅や洞察瞑想は内なるスペースを拡大し、ただ “在る” 状態を促進するのに役立つ。しかし、どんな瞑想テクニックを使うかにかかわらず推奨したいことがある。それはあらゆる存在に献身と愛を注ぎながら瞑想することだ。そしてその際に、スピリチュアルな道を先に歩んだ存在に支援を求めるんだ。それはキリストでも、ブッダでも、母なる神でも、大天使ミカエルでも、肉体を持つ君のスピリチュアルな師でもかまわない（その師が悟りに至った人の場合に限るが）。それらの存在は普遍意識と一体になっている。たとえばイエスは物質世界においては一人の個人だったが、その一方キリストとして意識存在と一体化していた。高い意識レベルに達した人たち、たとえばクリシュナ、多羅菩薩、マハー・アヴァター・ババジ、ブッダなどは、キリストと同じ潮流にいる。偉大な化身たちに献身的に祈りを捧げることで、君は彼らのエネルギーを引き寄せ、自分の低い周波数を変容させることができる。これは瞑想及び祈りの力のひとつだ」

 

「瞑想がいかに重要かはわかったわ。でもそれとは別に、エゴと、エゴが引き起こす幻想をなくすために私が使ってきた他の戦略も検証していいかしら？」と私は尋ねた。

 

「どうぞ！」とヘンリーが答えた。

 

「私の大きな幻想のひとつは、愛を得なければならないというもので、愛を得るために善良で完璧であろうとしてきたの。私はこの幻想を捨てたい。魂レベルでは、無限なる存在が私を無条件に愛してくれていて、失敗しても大丈夫だと信じているから。だから自分が理想的でない振る舞いをしたときは、そんな自分を許そうとするの。たとえば、私は完璧ではないけれど進歩していると自分に言い聞かせる。そうすると、罪悪感や自分に対する失望感をなくす助けになるの。ときには、自分の失敗を他者の前で認め、許しを請うこともある。またときには、たとえ他の人たちが気づいていなかったとしても、自分の失敗を冗談交じりに示して笑い飛ばすこともある。こうした戦略は、善良であるべき、完璧であるべき、という私の執着を和らげ、無効にさえするのよ」

 

「そうした行動は効果的かい？」 

 

「それをあなたが教えてくれると思ったんだけど。私は効果的だと思うわ」と私は言った。

 

「君は自分の進歩をどう評価している？」

 

「完璧にいかなかったときに、以前と比べてより早く、より簡単に自分を許せるようになったわ。そうすることで自分のエネルギーが高まり、自己肯定感も高まるの。また以前はネガティブな反応をしていた状況に関しても進歩が見られるわ。今はもう自分や他者が完璧であるべきだと思わなくなったから、自分に対しても他者に対しても以前より忍耐強くなった。困難な状況も成長の機会として受け入れることを学んだ。そして自分をもっと愛せるようになったわ」

 

「往々にして、自分自身を愛し許すよりも、他人を愛し許す方が簡単なんだ」

 

「それは確かに私の場合も当てはまる。私はなぜ自分を十分に愛せないのか、それは何に由来するのか、理由を探ってきたの。前に家族脚本について話したわよね。それに加えて気づいたのは、公の場で、あるいは自分自身に、自分についてのどんなストーリーを語っているかを検証するのが役に立つということよ。私は自分が語るストーリーを変えたの。不当な扱いを受けたとか苦しんだというものから、“事実だけ” を抽出し、そうした状況からどんなポジティブな結果を得たかというストーリーに変えたの。そうすることで、ネガティブで自分を制限するような脚本を無効にしたと感じるわ」

 

「君のアイデアは素晴らしいね。もう一つエクササイズを提案しよう。君が愛されていると感じるあらゆるものをリストアップするんだ。そうすることで君はポジティブな面に焦点を当てられるようになり、自分に注がれているあらゆる愛を受けとれるようになるだろう。それが、自分は無条件の愛を受けとっていないという幻想を打ち砕く助けになる」

 

「ああ、それは完全に見過ごしてたわ」と私は言った。

 

「ネガティブなものを排除するだけでは、宇宙が私に与えたがっている愛を存分に受けとることができないかもしれないわね。たとえば、自分を愛してくれる人たちを遠ざけているかもしれない」

 

「ポジティブな要素を取り入れる前にまずネガティブな要素を取り除くことに一生懸命になるという傾向は、自己肯定感の欠如によるものだ。これは多くの人に共通する傾向なんだ。自己肯定感の欠如は人間の集合的な思考形態の一部であり、自分を普遍意識の尽きることなき愛から切り離してしまった結果生じるんだよ」

 

「あなたの話を聞いて、私は自分がやっているもうひとつの妨害行為に気づいたわ。それは、自分が欲しいものを最大限に欲しいと言わないことよ。この態度は、自分にはその最大限を手に入れる資格がないと感じることから生じる。そして、もし自分がより多く取ってしまったら他の誰かの取り分が少なくなるかもしれない、と思うことから生じる。そのようにしてエゴは苦痛を生み出す。私が、望むだけ多くのものを決して受けとれないと感じるからよ。欠乏感から苦痛が生まれるのね」

 

「鋭い洞察だ」とヘンリーは言った。「その問題を解決するには、最善のシナリオを作り、完全にその通りになるよう祈ることだ。そしてその後、その願いへの執着を完全に手放すんだ。そうすれば宇宙は何が最善かを決めてくれる」

 

「本当に欲しいものを欲しいと主張するって考えただけで不安になるわ。この考えは、それを受けとれないんじゃないかという失望への恐れを生じさせる。そして受けとれないと、自分が “十分に” 愛されていないことを証明してしまうことになる。私にとっては、無限なる存在の豊かさを受けとろうとする態度より、ニュートラルで執着しない態度でいる方がたやすいの。だから本当に、あなたが提案してくれたことをすぐに実践するべきね」

 

「自分を愛することについては、大きなテーマなので明日続きを話そう。以上、終わり」

 

ヘンリーが――いやヘンリエッタあるいは母なる神と言うべきか――が聖霊（スピリット）であると知り、私の奥底の何かがホッと緩んだ。彼をボディ・スピリットとして考えることは心地よく、同時に私を鼓舞してくれた。私はよりしっかりと抱きしめられ、無条件に愛されていると感じた。

 

ヘンリーが話してくれたことについてじっくり考え、私は自分が愛されていると感じたことを全てリストアップした。それは自分に愛を注いでくれた人たちだけにとどまらず、人生全体に対する深い感謝にまで及んだ。私は自分の仕事、健康、自然の美しさ、そして困難な状況さえも愛していた。困難な状況が自分に成長する機会を与えてくれたことに感謝した。こうした例や他の多くの例を通して、私は宇宙から愛されている、宇宙と調和していると感じた。所持しているものが多い少ないという感覚、行動しなかったことに対する失望、受けとれなかったものに対する失望などは、もう以前と同じようには私を悩ませなくなった。私は穏やかな充足感を感じた。行動することと “ただ在ること” が融合し、何かをやり遂げなければならないというプレッシャーを感じなくなった。展開していく旅を楽しめばいいだけなのだ。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


11

あなたの心の傷を癒すのは、愛

 「私は他者に何も期待しない。だから他者の行動が私の願いに反することはない」

パラマハンサ・ヨガナンダが著書『あるヨギの自叙伝』の中で

引用したスワミ・スリ・ユクテスワの言葉

 

ヘンリーと再び話す準備ができるまでに、幾日もが過ぎた。その間、私は “在ること” と “すること” の平和な流れの中で生きていた。

 

「この平穏の下に、まだ不安が存在していることに君は気づいたかい？」と、私の進歩を無視してヘンリーが尋ねた。

 

「気づいたわ。でもそれには注意を払わず、ポジティブな態度に焦点を当てているの」と私は答えた。

 

「その根底にある不安が示しているのは、エゴが“コントロールを失いつつあること”をますます不安に感じているということだ」

 

「それは分かってる。だからこそ、そのエゴの不安には注意を向けていないの。私は自分がその不安自体ではないことを知っている。私は、普遍意識である愛と平和の中でリラックスしているの」

 

「賢明なアプローチだ」とヘンリーは言った。「愛と平和は育めば育むほど強くなっていく。そして最終的にはそれが永続的に君の状態となる。恐れに基づいた人生から愛に基づいた人生に移行するためには、あらゆるものを愛することが必要だ。すべては “一なるもの” の一側面なのだから」

 

「あなたが出してくれた宿題をやってるのよ」フィードバックをもらえるかもしれないと思い、私は言った。「それは、欲しいものが手に入るよう願い、それを受けとれるかどうかについてはニュートラルな態度を保つというものよ。この心構えでいると、たとえ願いが叶わなくてもまったく気にならないか、ほんのわずかしか気にならないって気づいたわ」

 

「本当に欲しいものを欲しいと言う練習はしたかい？ それは君にとって難しいと言っていたよね？」

 

「何度か、本当に欲しいものを思い描いたわ」と私は答えた。「でもこっちの練習の方が難しいわ。なぜなら、それを自分が手に入れるのが最善のことなのか疑問に思うからよ。普遍知性は何が最善かを知っているはずだから、私はただ与えられたものを受けとるだけで満足するべきじゃない？ こうした相反する思いの中で、何かを見過ごしている気がする。でもそれが何なのかわからないの」

 

「君は “スピリチュアルな法則” と “自己を制限する人生脚本” の狭間でとらわれているね」とヘンリーは言った。

 

「スピリチュアル志向の人たちにはよくあることだ。自己を制限する脚本は、欠乏思考の一種だ。つまり、自分は望むもの全てを手に入れることは決してできないし、それを求めるのは強欲であってスピリチュアルではない、という考え方だ。確かに、無限なる存在は君にとって何が最善かを知っている。しかし君には自由意志があり、無限なる存在は君が求めてくることを望んでいるんだ。君が求めると、無限なる存在は何を、いつ、どのように君に与えるかを決めてくれる。求めないことが問題なんだ。また、自分が求めたものを受けとるに値しないと感じると、その要求が台無しになる。ネガティブな考えも同様だ」

 

「あなたは、私の要求が私自身と他者にとって最善のものだと信じるよう勧めているの？」

 

「無限なる存在は無限の愛と同義語だということを忘れないでほしい。親が子どもにあらゆるものを与えて幸福になってほしいと願うように、無限なる存在は自分の子どもたち全てにそれを願っているんだ。自分の魂が望むものを求めなさい。しかし何よりも優先すべきは、無限なる存在との融合でなければならない。それは何かを達成すべきだというエゴからくる願いではなく、無限なるものと一体になりたいという魂からくる願いでなければならないんだ」

 

「魂がそう願うのは、私がもともと意識存在と一体化していたこと、それがあらゆるものを包み込む愛という最高に素晴らしい状態であったこと、そして私は必然的にこの状態に戻るのだということを、魂が内側で知っているからなの？」

 

「そう考えることは君の進歩を助けてくれるだろう。しかし、エゴはその考えの所有権を主張したがり、君が普遍意識との一体化を追い求めないよう仕向けてくることに気をつけてほしい。謙虚な態度を保ち、自分が未知の領域に足を踏み入れているのを自覚することが肝要だ。その領域ではゆだねることが唯一の選択肢なんだ。そのプロセスにコミットし続けなければいけないよ」

 

「手放せば手放すほど、私はより開放感を感じリラックスした気分になる。そして他者に対しても自分自身に対しても、より寛容になり忍耐力が増すの」

 

「君はやがて、なにもジャッジしなくなる段階にやってくるだろう。そのとき、言葉が消える」とヘンリーは言った。

 

「すでに言葉は消えかけてるわ。これは年のせいか、数年前の脳しんとうのせいかもしれないと思ってた。もっと以前から、それも何年にも渡って、思考も言葉も出てこない空白の時間を経験してきたの」

 

「思考も言葉もない状態というのは、君がもはやエゴの支配領域であるメンタル界にいないときに起こる。そうした空白の時間や言葉が出てこない状態というのは過渡的な状態で、やがて過ぎ去る。自己の悟りに至ると、人は言葉を必要としなくなる。その人の運命が言葉を必要とし続ける場合は別として」

 

「私は、自分の教え方が変わったことに気づいたわ。以前はレッスンプランを作成し講演やワークショップのリサーチをし、万全の準備で臨んでいた。でも教えるうちに、その計画を緩めてその時々に出会う人たちや起こる状況に合わせるようになっていった。私はこれを “思考と感情” “叡智と愛” の両方を使う、あるいは双方のバランスをとる実践だととらえている。今ではレッスンプランを立てるのが嫌なくらいよ。その代わりに基調講演をする前に、スピリットに助けてくれるようお願いするの。私がハートを完全に開いて、聴衆が最も必要としているものを与えることができますように、って。そうすると私のハートを通して計り知れないほどの愛が放射され、必要な言葉がすらすら出てくる。聞いている人たちからの反応もよいのでこの実践を続けているわ。でも正直なところ聴衆の数が増えるにつれて、失敗するんじゃないかという一抹の不安が襲ってくるの」

 

「君は、聴衆の数が多いときでも恐れに立ち向かってメモを手放すのかい？」とヘンリーは尋ね、私が問題の原因を深く探るのを手伝ってくれた。

 

「以前あなたが診断してくれたのと同じ問題だと思うわ。聴衆の数がそれほど多くない（たとえば200人くらい）のときには私は自分のハートと宇宙を信頼できる。でも大人数（たとえば1000人くらい）のときには、私はサポートのメモが欲しくなる。これは自己限定の一形態であり、宇宙への信頼の欠如でしょう？」

 

「そうだね！ では君に提案をしよう。準備はいいかい？」ヘンリーが尋ねた。そして私の同意を感じとると、こう続けた。

 

「日によって違うが、君は “自分自身” だと思っているものの5～15パーセントを、『常に存在しあらゆるものに愛を注ぐ永遠の源』にゆだねずに、自分の側にとどめている。君はゆだねることが必要だと知ってはいるが、ゆだねることを困難にしている傷が何なのかを思い出せない。もともとの核心となる傷は『永遠の源』からの分離であり、それは人間が自ら選んだものだ。ただこの傷がもたらす症状は人によってさまざまで、見捨てられることへの恐れ、失敗への恐れ、変化への恐れ、未知のものへの恐れなどがある。誰もが核心となる傷を隠し持っている。しかしそれを癒すためには、最終的にはその傷をさらけ出さなければならない」

 

「あなたが思い出せない傷と言った瞬間、私は三つの異なる状況で、望みもしないのに人前でスポットライトを浴び、言うべき言葉を忘れてしまった場面を思い出したわ。台詞を忘れるのは “私は完璧でないから失敗し、その結果嫌われる” という思い込みからくる症状ね。だから私の核となる傷は顕在化し、台詞を忘れる出来事が起こるたびに、私の前にはより多くの聴衆がいるという状況をもたらしたんだと思う」

 

「それが三度目に起こったのは、私が大学に入学したばかりの18歳のときだった。そのとき私はトロント大学のビクトリア・カレッジの学部長から、世界最高の文芸批評家の一人とされるノースロップ・フライ博士に同行して、一年生全員を歓迎する会で彼を紹介するスピーチをするよう頼まれたの。とてつもなく怖かったけど断ることはできなかった。学部長がそのスピーチを、私の入寮の条件にしたからよ。というのも、私の成績が寮に入る資格をクリアしていなかったからなの」

 

「学部長が私に託した言葉をリハーサルして、その日を迎えた。フライ博士と奥さんと私は式の前に昼食をとったんだけど、博士はとっても内向的で十八歳の若い私と話すのにさえ苦労していた。気がつくと私は、彼を安心させようと話題を提供していたわ。その状況は私にこう思わせてくれたの。聡明とはいえ、この内向的な男性が大勢の前で話すことができるのなら、私にもきっとできるはずだ、って。結果として私がうまく話せたかというと、必ずしもうまくはいかなかったわ。学部長から託されたセリフを忘れてしまったの。他人の言葉を覚えていられないというパターンは変わっていなかった。でもそのとき、心から話そうとしたら言葉が流れ出てきたの。そのとき初めて、宇宙は言うべき言葉を与えてくれると信頼すればいいんだって学んだのよ」

 

「君は今、それを実践しているって言ったよね？ 何か以前と変わったことはあるかい？」とヘンリーが聞いた。

 

「私は、自分を検閲するひまが無いような危機的状況にある方がうまく対処できるみたい。自分のコンフォートゾーン（心地よくいられる領域）から完全に外れて、安心できる拠り所もなくなると、身をゆだねてベストを尽くすしかなくなる。つまり、ありのままの自分、本当の自分、魂レベルにさえも至れるということよ。一方、あるテーマについて専門家として話すよう頼まれると、私はより思考優位になり、ありのままの自分ではなく自分の知識をベースにして話す傾向があるの」 

 

「何か内面の変化はあったかい？」

 

「他人への愛を感じれば感じるほど、自分自身への愛も深まる。今は新しい状況に置かれてもほとんど不安を感じないわ。関係する人たち全てにとって最善のことが起こると信頼しているから。これは、教えることや執筆することといった仕事の分野だけでなく、あなたと私だけが知っている、傷つき怯えている私の内側についても当てはまる。まるで雲や瘴気が晴れていくように感じるわ。私が古いパターンや誤った脚本にしがみついているのは、あとほんの少しだけって感じよ」

 

「君が言ったことに誇張は無いよ。君は自分の進歩を控えめに言う傾向がある。慢心したくないからだね。自分の進歩を控えめに言うのも、誇張するのもよくない。君の内なる羅針盤は最終目標に合致していて、君がその目標を切望しているのと同じくらい、その目標が君を自分の方に引き寄せている。だからもっと切望しなさい！」

 

「そう言われると笑ってしまうわ。もう一つ別の話を思い出したんだけど、話してもいいかしら？」ヘンリーが、続けるよう内側で促してくれた。

 

「私はときどき、自分には献身が足りないと感じることがあるの。一年前、どうしたらもっと献身的になれるだろうかと悩み、悟りに至ったグルである友人にそのことを話した。その友人プラジュニャーパーラミターは面白がって “あなたは献身的よ。トランスフォーメーション国際研究所に20年以上献身的に尽くしてきた自分のことを考えて見て” って言ったの」

 

「彼女の言葉に私は驚き、こう答えた。私は献身って陰（いん）の質だととらえているのよ。つまり、今の私よりももっとソフトで人に譲歩する感じ。私はそういう意味でもっと陰（いん）で献身的でありたいの」

 

するとプラジュニャーパーラミターは「スピリチュアルな師は、剣と花の両方を操るものよ」と言ったの。

 

「彼女が “献身” の文脈をとらえなおしてくれたことで、自分には何かが欠けている、という私のジャッジが取り除かれた。より陰になるという目標を、自分に献身が足りないと感じることなく保てるようになったの」

 

私が陰であることと献身的であることの違いについて思いを巡らせていると、ヘンリーが割って入ってきた。

 

「献身は魂を燃え立たせる」とヘンリーは言った。「永遠の源を愛するが故に、君はその源によって創造されたあらゆる存在を愛し、そしてあらゆる存在を愛するように自分自身をも愛する。自己の悟りに至る鍵は無条件の愛なんだ」

 

「あなたのコメントを聞いて他にも思い出したことがあるわ。最近起こったことなんだけど、これも私の古い自己イメージを打ち砕くような出来事だった。何年もの間、私はどんな状況においても誰に対しても、もっと愛を注げる人間になりたいという目標を持っていたの。今年の誕生日パーティーの際に、十分愛を注いでいないという私の自己評価に対して宇宙が反応してくれた。パーティーの主催者が、私の人生のさまざまな分野で私と関わった生徒や友人たちに、私を最も高く評価している点をあげてくれと言ったの。私は、献身的な奉仕、知恵、ユーモアといった項目が挙がると思ったんだけど、どの人も例外なく私がいかに愛にあふれているかについてコメントした。そのとき、私は愛であり、もうそれを証明する必要はないんだと悟り、古い自己概念が崩れ去った。それはすばらしい瞬間で、それ以来自分をより強く愛せるようになったわ」

 

その愛に満ちた時間について話しているうちに、またあふれるような愛を感じた。私にその愛を感じる時間を与えてくれたあと、ヘンリーは言った。

 

「君が愛、感謝、思いやりを感じると、エンドルフィンが脳と体にあふれ幸福感が増すんだ。無条件の愛は、自分への愛も他者への愛も増大させる。なぜなら、他者への期待もなくなり、自分がさらに必要とするものも無くなるからだ。エゴは武装解除され、ネガティブな思考形態もなくなっていく」

 

「愛を注げるようになればなるほど、たとえ直面している状況がより困難なものになっても不安が減ることに気づいたわ。意識存在の流れの中にいることを幸せに感じる。私はまだ意識存在と融合してはいないけど、エゴの殻がこれまでより容易に溶けていくのを感じるの」

 

「愛とポジティブな感情は、文字通りDNAを拡張させリラックスさせるんだ」とヘンリーは言った。

 

 「逆に、恐れ、フラストレーション、嫉妬、怒りといった感情は、DNAを収縮させ君を病気にかかりやすくさせる。DNAは、日常生活上の試練に対する、君の態度とアプローチの両方に反応する。君の選択次第でエネルギーや周波数が上がったり下がったりするんだ。何かが起こり、それを君が解釈するまでに一瞬の間があるが、ニュートラル・ポジティブな意識を保っていれば出来事のいい悪いに左右されなくなる。その結果、思考や感情がストレスホルモンを分泌することもなくなる。そうすると、私は君の感情と内分泌系を安定させ、健全な状態に保つことができるようになるんだ」

 

私は口をはさもうとしたが、ヘンリーがそれを止めた。「まだ続きがある。君の内面生活と外的な生活はフィードバック・ループでつながっている。君が穏やかで平和で愛に満ちた内面生活（それは瞑想によって促進されるが）を築けば築くほど、それが君の外的な生活に反映されるし、逆もまたしかりだ。感情を安定させるには、意志の力と粘り強さが必要だ。ネガティブな感情にあおられたアドレナリンの急上昇を利用して、エゴが君をコントロールしようとするのを阻止するためだ。そうすると、私は君の副腎や身体システムを癒すことができるんだよ」

 

「ほとんどの場合において、あなたの助言は素晴らしいと思うわ」と私は言った。

 

「でもときには、どんな選択をしてもよい結果が得られそうにない、非常に困難な状況におちいることもある」

 

「もし、平和で愛に満ちた状態になることが、思考を変えることではすぐに達成できないと感じたら、ネガティブな状態にとどまるのではなく、運動したり、自然の中を歩いたり、休息をとったり、陽気な友人を訪ねたりしてエンドルフィンレベルを高めることだ。苦しい問題から心を離し、後でまた戻ってくればいい。どうすれば前向きに変えられるかについての気づきを得たあとで、あるいはもし変えられないのなら、それをどのように受け入れるかについての気づきを得たあとで、その問題に立ち戻ればいい」

 

「愛を注ぐことに執着してしまう可能性はある？ エゴはそう仕向けることはないかしら？」と私は尋ねた。

 

「エゴは “私” や “私のもの” という感覚を高めるためなら何でもする。無条件の愛を注ぐ鍵は、自らの愛にあふれた寛大な行為に対して他者からの感謝を期待しないことだ。感謝を期待することが執着を生み出すからだ。そうではなく、君のすることすべてに愛を流れ込ませるんだ。つまり君自身が愛になるんだ。全てを無限なる存在にゆだねること。そうすると思いやりが増し、それが君を通して流れ、シンクロニシティを生じさせ、喜び、平和、内なる幸福感があふれてくる」

 

「意識存在へと回帰する旅の間、他に注意を向けるべきことは何かある？」と私は尋ねた。

 

「未発達な資質や過剰な資質は人それぞれで、その人が思考を通して作り出すものに左右される」とヘンリーが答えた。

 

「そのいくつかをあげてくれる？ 自分がどこにいたのか、今どこにいるのか、そして今後何を避け、何を実践する必要があるのかを見ていくのに役立つと思うから」

 

ヘンリーは黙って、どうするのが一番いいか考えているようだった。そして言った。「このことについては以前すでに話したが、エゴの手口のひとつは、君にもっと情報が欲しいと思わせ続けることだ。まるで覚醒がパズルのようなもので、君には決してすべてのピースが手に入ることはないと思わせるんだ。ある時点で、君は思考のメリーゴーランドから降りて “もう十分” と言わなければならない。今日話したことを熟考するのが一番だ」

 

その会話のあと何日も、私は愛と、まだシャドウが残っている領域について考えた。同時に、自分の愛が深まっていることを祝福した。自分に対して前よりも優しくなり、失敗しても自分を責めたり罰したりしなくなった。その一方、普遍意識への献身が高まり、それがより大きな幸福をもたらした。役割や責任はもはや「すべきこと」という固定されたものではなくなり、私が本物の人生を生きるにつれて流動的なものだと感じられるようになった。

 

私がより今を生きるにつれて、今が拡張していくのがわかった。そして私はますますその中で生きたいと思うようになった。今を生きることで古いあり方や不安が軽減していった。思考と感情の間の内なるスペースが広がるにつれて、不安はネガティブな思考と直接結びついていることが多いのだと気づいた。たとえば、自分がより今を生きるようになったとわかっても、その後に「やるべきことをする時間が足りない」という不安が襲ってくる。しかしこの不安は、エゴの仕業だと気づいた。エゴが私をおとしめようとして、私のポジティブな感情に対抗するようなネガティブな感情を生じさせているのだ。

 

しかしエゴが、幻想という知性存在の道具に過ぎないことを発見して以来、エゴは扱いやすい大きさにまで縮んだようだ。私はエゴを、自分の思い通りにしか動けない、いたずらっ子だと見なすようになった。そしてエゴにどう対処すればいいかを、難なく思いつくようになった。また、普遍意識の導きに感謝し、普遍意識の愛に気づくと、 エゴとその背後にある幻想の力が弱まることも発見した。たとえ時折不安でいっぱいになったとしても、深く息をしてその不安を完全に手放すと、緊張を解き放つことができた。

 

自分の現在のスピリチュアルな旅を他の人たちと分かち合うことが、その人たちのスピリチュアルな旅の助けになるかもしれないと、ますます感じるようになった。以前は自分の考えが正しいと確信できるまで、それを他の人と分かち合うことは控えていた。この、失敗や拒絶への恐れというのも、断ち切りたかった古いパターンだ。現在進行中の旅について書いたり話したりすることで、私は宇宙をより深く信頼できると感じた。
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エーテル体が肉体を養う方法

「マインド（思考）の領域では、人が真実だと信じる

事がらは、真実であるか、あるいは一定の範囲内でのみ

真実である。その範囲を見きわめると、その範囲自体も

また超越すべき思い込みであることが判明する」

ジョン・リリー医学博士

 

さらに数日が過ぎた。私は何にも期待することなく抵抗することもなく、ニュートラルな態度を保ち続けていた。そしてある朝、私はヘンリーに注意を向けた。他に何か話したいことがあるか確かめようと思ったのだ。

 

「あるよ」と彼は私の考えを察して言った。「もう理解していると思うが、君の肉体は一つのシステムなんだ。細胞一つひとつには知性があり、他の臓器や身体機能とコミュニケーションをとっている」

 

「“誤った思考や感情を修正することでいかに健康をもたらすか” についてばかり徹底的に検証していたから、肉体のことをほとんど忘れてたわ」

 

「それは悪いことではない。肉体的な病気は、メンタル体や感情体から来るからだ。とはいえ、今日は肉体に焦点を当てよう。いくつかの臓器について説明する前に、肉体を維持するために私がエーテル体を通してどのように働いているかを知る必要がある」

 

「生命エネルギーをあらゆる臓器にもたらすのに、私は三つのエーテル経路を使っている。これらのエーテル経路は七つのチャクラのそれぞれで合流するが、私は動脈や静脈などで構成される何千ものナーディを使って、君の肉体、感情体、メンタル体に生命エネルギーを供給しているんだ。ナーディの文字通りの意味は “流れ” であり、ナーディとは意識の流れの通り道だ。電気のプラスとマイナスの力が複雑な回路を流れるのと同様に 、プラーナ（生命力）とマナス（メンタル力）は、このナーディを通って体のあらゆる部分に流れ込んでいるんだ」

 

「そんなに専門的に説明する必要がある？ あなたの機能をもっと簡単には説明できないの？」

[image: ダイアグラム

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]

「私はヒンズー教の用語を使っているが、それは西洋科学がまだエーテルの生理学についてほとんど理解していないからだ。ボディ・スピリットとは、肉体に働きかけるエーテル存在だ。理解の基盤となるように私がどのように機能するのかを簡略化して説明しよう。これらのナーディの中で、三つの経路が最も重要だ。中心的な経路はスシュムナーだ。それは脳脊髄の軸に沿って、会陰部から頭頂部のラムダ縫合と矢状縫合の接合部まで通っている。つまりベース・チャクラからクラウン・チャクラまで伸びているんだ。スシュムナーは中央経路であり、君が覚醒するとクンダリーニがそこを螺旋状に昇っていく」

 

「それは、中央経路の右と左にある二つの経路の、エネルギーのバランスがとれた瞬間に起こる。バランスが確立すると、その二つのエネルギーが合流し中央経路を昇っていく。これは、君が陰と陽のエネルギーのバランスをとり合流させることができたときに起こる。そうすると、エーテルの高い周波数の流れが生じるんだ」

 

「前に話した、陰と陽のエネルギーのバランスを取ることが重要だというのは、主にこの理由のためなの？」と私は尋ねた。「そうすれば中央経路に上昇する流れを生じさせることができるから？」

 

「そうだ。右側の経路はポジティブな極性を持ち、活動的な思考状態である陽の質に関連している。左側の経路はネガティブな極性を持ち、陰の質や受動的な思考状態に関連している。この二つの経路はすべてのチャクラで交差し、第三の目で合流する」

 

「これまで話してきた、さまざまなポジティブ思考と感情のテクニックは、この二つの経路のエネルギーの流れを浄化し促進する。この心臓と連動したプロセスが、君を覚醒へと導くんだ。ポジティブな感情を維持することで心臓が一貫したリズムを保てるようになると、君の周波数全体が高まり、それが悟りへとつながる。これについては、心臓について説明するときに詳しく話すことにしよう」

 

「ものすごい量の情報ね。このすべてが重要なの？ それとも心臓と脳の話だけでいいの？」と私は尋ねた。

 

「私は自分がどんな仕事を行っているかだけでなく、どのように行っているかも伝えているんだ。その “方法” をよりよく理解すれば、健康をもたらすポジティブな思考、感情、行動を維持することの重要性も理解できるだろう。私はこの三つのエーテル経路を使って、生理的な心臓、脳、臓器、細胞とつながり、それらに働きかけている。自分をコントロールしている思考形態や幻想から自由になるためには、これらの器官のエーテル的、生理的な働きを理解することが役に立つんだ。これらの器官は君が自由になるのを助けてくれるからだよ」

 

「西洋科学はエーテル体の知識については遅れをとっているかもしれないけど、感情が脳に及ぼす影響については生理学的な証拠をあげているわ。たとえば、ウィスコンシン大学のリチャード・デビッドソン博士は、脳の電気的な働きと血流について研究し、ポジティブな感情とネガティブな感情を反映する脳の領域をマッピングしたのよ。その結果、左の前頭前皮質はポジティブな感情によって活性化されるのに対し、右の前頭前皮質はネガティブな感情によって活性化されることがわかった。デビッドソンは、高度な訓練を経た瞑想家や、内面的成長を最優先にしている人たちを対象に実験を行った。その結果、彼らの場合は、ポジティブな感情と相関する左前頭前皮質の活性化レベルが瞑想をしない人たちよりもはるかに高いことを発見したの。思考（マインド）は身体同様に訓練可能だから、彼の研究は誰でも瞑想によって脳を変えられるということを示している。でも私が理解できないのは、脳の状態を変えることが、どのようにより高い意識状態につながっていくかということよ」

 

「君の質問に答えるには、松果体に注目する必要がある」私の理解を促そうとしてヘンリーは言った。「松果体は脳の真ん中の、大脳半球の間にある。大きさは米粒大で、松ぼっくりのような形をしていることからこの名がついた（第2章の「松果体の図」参照)」

 

「古代ギリシャ人は松果体を魂の座と考えたが、確かに松果体は意識に重要な役割を果たしている。松果体は、君たちが意識存在へと進化していけるよう、普遍知性によってコード化されプログラムされているんだ。イエスは次のように言った。身体の光とは、目である。それゆえ汝の目が一つになれば、汝の全身は光に満ちあふれるであろう。この言葉は、より高い光の周波数が、第三の目とも呼ばれる松果体に一筋の光となって入ってくることを意味している。この一筋の光は、三つの異なるエーテルエネルギー光線で構成されている。その三つの光線とは、君たちのハートの中にある愛、叡智、意志の三つの炎のことだ」

 

「悟りに至った導師パラマハンサ・ヨガナンダも、その三つのエネルギー光線と、それが脳に及ぼす影響について語っているわ」と私は口をはさんだ。「父なる神の光線（意志の道）は、主に脳の白質に存在する。白質は脳の内側にあり、外側の灰白質から遮断されている。子なる神の光線（愛の道）は、主に脳の外側の灰白質に存在し、それを媒体として思考が表現される。聖霊の光線（叡智の道）――ヘンリーこれはつまりあなたのことね――は主に赤血球の中に存在し、電気を帯びた流れとして神経の中を流れる、とパラマハンサ・ヨガナンダは言っているわ」

 

「ヨガナンダは正しい」とヘンリーが言った。「彼はエーテル的に起こっていることを描写している。そして私の役目は理想的には、君の肉体、感情体、思考（メンタル）体の三つのエネルギー光線のバランスをとることなんだ。しかし君には自由意志があるから、私の機能は君の思考によってコントロールされる。だから我々は、ネガティブな思考を取り除きポジティブな思考を強化することに焦点を当てて話してきたんだ。君の思考が一貫してより高い周波数と同調するたびに、私は松果体に信号を送り、以前はアクセスできなかった思考コードを開かせることができる。こうした高次の思考は高次の感情を生み出し、それがスピリチュアルな変容を促すんだ」 

 

「松果体の話題が出たところで、他にもいくつか確認したいことがあるんだけどいいかしら？」

 

「どうぞ...」

 

「私は何年も、松果体の機能を研究してきたの」と私は言った。「あなたが言うように、私も松果体が高次の意識状態を解き放つ鍵だと感じてきた。松果体には二種類の結晶が含まれているの。大きい方は桑の実のような形をしていて、もう一つの方はきわめて小さくミエロコニア（ギリシャ語で脳の塵という意味）と呼ばれている。このミエロコニアは幾何学的な形をした方解石の結晶で、おそらく圧電物質であり電荷を発生させることができる。もしそうなら、ミエロコニアには私たちのエネルギー周波数を高める力があるということになるわ。松果体はこれほど小さな臓器でありながら、大量の血液を使用する。その量は腎臓に次いで二番目に多く、脳下垂体の使用量に匹敵する。あなたが私の血液の中を流れるスピリットだということは、あなたは松果体をよく訪れているということだと思うんだけど、当たってる？」

 

「当たってるよ」と言ってヘンリーは笑った。「君も知っているかもしれないが、松果体は脳とはつながっておらず、自律神経系につながる神経がそこに通っているだけなんだ。松果体はいろいろな意味でエーテル体と肉体をつなぐものだ。松果体は第六チャクラ（第三の目）とエーテル的につながっている。そこは左右にあるポジティブ経路とネガティブ経路の終端点であり、その二つの経路がスシュムナー（電荷がニュートラルな中央経路）に合流する場所だ。君がポジティブな態度（献身や神を知ろうとする意志など）を保つと、私は君の中央経路を昇っていく電気の流れを使って高次の意識状態を活性化させることができる。その高次の意識状態は松果体にコード化されているんだ」

 

「あなたが松果体とどのように協働するのか、説明してくれてありがとう。私や他の人たちが、松果体を強化するために何か物理的にできることはある？」

 

「松果体の浄化と解毒は重要だ。それは普遍知性とのつながりを強化するからだ。フッ素は松果体に有害だが、残念ながら松果体は他のどの臓器よりもフッ素を吸収してしまう。だから、できれば水道水や歯磨き粉にフッ素を使わないように」

 

「フッ素を除去するのも一つの手だけど、何か追加できるものはないの？」

 

「生のカカオ（ローカカオ）は松果体を刺激するし抗酸化作用がある、と言うと君は喜ぶだろうね。だから生カカオを食べるのは役立つ。チョコレートを食べるとエンドルフィンが分泌されるので、君は愛されていると感じる。その感情は、あらゆるポジティブな感情と同様に松果体を強化するんだ」

 

「どうりで私はチョコレートが大好きなわけね！」私はチョコレートの摂取量を増やせる可能性に嬉しくなって叫んだ。これで脳についての話は終わったと思い、エンドルフィンと松果体を強化するものを食べにいこうとしたとき、ヘンリーが言った。

 

「脳の生理的、エーテル的機能についての話を、君だけのためにしてきたわけじゃないんだ。この情報を読む他の人たちにとっても役立つだろう。多くの人が、我々の言うことを信じる前に科学的な証拠が必要だと考えている。我々はこれまで、思考と感情の重要性に焦点を当ててきた。今度は我々の主張の根拠となる証拠を示そう」

 

その瞬間、私はこれから話す情報が難しい話になることに気づいた。私は、スピリチュアルな文献と、脳の働きについての生物学的発見の相関関係を論じるのが大好きだ。しかし、自分がこのテーマに長年情熱を傾けていることをときどき忘れてしまい、読者を圧倒してしまうかもしれない。シェアしたい “魅力的な” 情報がありすぎるからだ。だから、ちょっとここで一息つこう。
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脳を使って賢くなるには？

「多くの人の場合、自分は考えていると思っているかも

しれないが、それは単に自分の偏見を

並べ替えているだけなのだ」

デヴィッド・ボーム

 

私が再び腰をおろすと、ヘンリーは続きを話そうと待ち構えていた。「これまで松果体について話してきたが、もっと脳全体の重要性にまで話を広げたいんだ。というのも、ヨガナンダが正しく指摘したように脳全体が普遍意識の三つの光線を宿すことに関与しているからだ」

 

「もしあなたが脳全体について議論したいのなら、グリア細胞について私が発見したことをシェアしてもいいかしら？ とても興味深いと思うし、他の人たちもそう思うかもしれないから」

 

「どうぞ！」

 

私は話し始めた。「グリア細胞は脳細胞の90％を占める。グリア細胞は全身の神経繊維を支え、取り囲み、シナプス結合を増加させる。実際、神経細胞とは異なりグリア細胞は生涯を通じて増え続ける――私たちが新しいことを学び続ければね。脳内のグリア細胞の数は、私たちの環境によって増えたり減ったりする。松果体は多くのグリア細胞で構成されているわ。アインシュタインの脳を調査したところ、グリア細胞の数が平均的な人より72％も多いことがわかったの。アインシュタインは天才であると同時に、神秘主義者でもあった。グリア細胞の数が増えると、スピリチュアルな変容の助けになるのかしら？」

 

「グリア細胞は、君が与える情報の周波数によって成長したり縮小したりするんだ。グリア細胞は、君が愛を深めたり、知的なあるいはスピリチュアルな探求を深めたりすると成長する。たとえば、君自身のグリア細胞及び知性も、人生を通して成長してきたが、それがどのように起こったかを説明しよう。高校に入学したとき、君はIQテストの結果に基づいて平均的な知能を持つ生徒のクラスに入れられた。君は秘書科や家庭科など、いくつかの科目には興味を示さず成績もよくなかった。だから、翌年は成績のよいクラスに入れるよう、アカデミックな教科を一生懸命勉強したね」

 

ヘンリーは続けた。「しかし、君は高校を卒業するところまでしか考えていなかったが、大学進学を目指す友人を引きつけることが君の運命だったんだ。君にもその選択肢が視野に入るようにね。大学入学後もまた、君は当初、できるだけ履修期間が短く簡単な学位を取ることで自分を制限しようとしていた。しかしそこに宇宙が介入し、君は結局三つの学位を取得した。人生を通して、君は学び続けることでグリア細胞を増大させてきた。誰だって同じことが可能なんだよ」

 

「あなたのコメントは、脳科学者マイケル・メルゼニッチの発見を思い起こさせるわ。彼は、脳には可塑性があり経験によって形成され続けるということを発見したの。新しいスキルを学ぶと新しい回路が開かれる。高齢者の場合でさえ、知的に活発な高齢者の脳は、そうでない高齢者の脳よりも複雑な構造をしているのよ」

 

「個人的なことについて言うと、私は自分の元々のIQスコアがあまり良くなかったのを不思議に思っていたんだけど、その答えがわかったような気がするわ。ベイラー医科大学の研究によると、触られたり刺激を受けたりすることがほとんどない子どもの脳は、平均より20～30パーセント小さく発達するということなの。子どもの頃、私の物理的・心理的・知的環境はあまり刺激的ではなかった。それが若いころのIQスコアの低さの原因かもしれない」

 

ヘンリーはすぐさま言った。「触れられること、そして知的・感情的な刺激を受けることは、健康全般にとって重要だ。子どもだけではない。高齢者だって、触れられたり、興味深い環境を与えられたりすると健康状態がより良くなる。その重要性はいくら強調してもしすぎることはないよ」

 

「自分がいかにして賢くなった（可能性がある）かについて話すうちに、また新たな洞察を得たわ。私が学校に通っていた頃の教育システムは、左脳的な暗記学習に重点を置いていた。教師が口頭で情報を言い渡し、それを覚えるように言われたの。学習方式として聴覚は私が最も苦手とするものだったから、これはうまくいかなかった。大学時代の後半になるまで、私は右脳の直感的才能を使うことができなかったの。右脳の直感的才能の方が、より視覚的でより高い周波数を持つのよ」

 

「多くの子どもたちは、これまでのような教育機関ではうまくいかない。彼らは聴覚を使う学習方式に向いていないからだ。幸いなことにこの状況は変わりつつあり、学校は多様な学習方法に対応し始めている。科学の発見によると、脳は20代になっても、またそれ以降も大きく発達し続けるんだ。人類は、全脳統合を伴う、光速よりも速い学習方式に向かって進化している。これは現在明らかになりつつあり、間もなく科学によって証明されるだろう」

 

「光速を超える全脳思考！ あなたの言葉はスタンフォード大学医学部のカール・プリブラム博士が発見したことを裏づけるものだわ。プリブラム博士の研究は、脳がホログラムのように機能することを示している。脳の小さな一部分が、他の部分に保存されているすべての情報にアクセスできるというのよ。その結果、ある部分が損傷しても、その損傷によって失われた機能を、訓練を通して別の部分が再現できるそうよ――まったく同じようにはいかないとしても。私たちはこのホログラムを通して現実を創造している。そしてその現実は、私たちの思考が変化するのに応じて進化し変化していくのね」

 

「その通りだ」とヘンリーは微笑みながら言った。

 

「君の思考や信念が変われば、現実も変わる。人類は、これまで神秘主義者たちだけが知っていた領域に科学が踏み込んでいく時代に入っている。その知識は、人類が現在のエゴ意識からグローバル意識へ、そして魂の超越意識へと移行するにつれて君たちの世界を変えていくだろう」

 

「それは、超越瞑想（TM）の創始者であるマハリシが言及したグローバル意識と同じものなの？ マハリシは、人口の1パーセントの人たちが瞑想すると、全世界の意識進化の助けになると言ったわ」

 

「マハリシは正しい」とヘンリーは答えた。「定期的に瞑想することで、一貫した思考パターンを生み出すことができる。それによって脳全体のデータを統一することができ、思考（マインド）と身体の両方の領域で、理性と感情がコミュニケーションをとれるようになる。それが、思考と意識の新しいパラダイムをもたらす可能性があるんだ」

 

「あなたの言っていることは、科学用語で同期発振と呼ばれるものよ。科学は、同期的思考が起こる周波数が40ヘルツであることを発見したの。これは瞑想者に多く見られる周波数よ。この統合思考は、明確なビジョンを持つ高潔な人の特徴でもある。統合思考によって彼らは、より創造的で、直感的で、ルールにとらわれないような考え方ができるようになる。また、同期発振は思考とハートと魂を統合し、その統合が意識進化の飛躍的進歩をもたらしてくれるのよ」

 

「今は人類進化における素晴らしい時期だ。科学が、瞑想がなぜ重要なのかを発見しようとしている。定期的な瞑想はスピリチュアルな変容を加速させる。実際、瞑想は魂の闇夜の繭の段階を過ごすのを容易にする。特に初期と中期の段階においてはそうだ。虚無感を持つ最終段階においては、瞑想、祈り、スピリチュアルな本の読書といったあらゆるスピリチュアルな実践が意味をなさなくなるかもしれないが...しかしそれはまた別のテーマだ」

 

「瞑想の重要性と言えば、ペンシルバニア大学の神経科学者であり『神はあなたの脳をどのように変えるのか（How God Changes Your Brain）』の著者であるアンドリュー・ニューバーグが、瞑想が脳に及ぼす影響について興味深い発見をしているわ。彼は、フランシスコ会修道女、仏教信者 、ペンテコステ派信者、シーク教信者、スーフィズム信者たちが祈ったり瞑想したりしている最中の脳のスキャン映像を撮ったの。スピリチュアリティが脳に及ぼす影響を明らかにするためよ。彼は次のように述べているわ。“神への思い” に対応する脳の部分は一か所だけではない。スピリチュアルな実践中によく起こることだが、思考（マインド）を完全に働かせると、脳のさまざまな部分が活性化する。『神』についてポジティブに考えると脳の特定の部分が活性化し、それがその人をより思いやりのある、愛にあふれた、自分や他者に寛容な状態にする。また、その人の憂鬱や不安レベルも低下する」

 

「ニューバーグはまた、さまざまに異なる瞑想法にも同じ効果があることを発見した。しかも、その効果を得るのにさほど時間はかからないの。彼は瞑想をしたことのない人たちを連れてきて、彼らの脳をスキャンした。そして簡単な瞑想法の訓練をした。その人たちが1日12分間の瞑想を8週間続けたところ、記憶力と、不安・怒り・緊張などの感情的指標に大きな進歩が見られたの。さらに、この成果は蓄積されていくようで、瞑想をすればするほど、こうしたポジティブな成果が増大していくのよ」

 

「ヘンリー、私はこうした科学的研究を一日中引用できるけど、こうした情報が自分のエゴによって制限されていることも自覚してるわ。あなたは私の体の構築者よ。あなたのエーテル的視点から見ると、なぜ瞑想が重要なの？」

 

「君が瞑想すると、私は君の身体の神経とエーテル的チャクラを使用できるようになる。それによって私は、君の肉体とエーテルの神経系をつなぐんだ。この肉体とエーテルの神経系には二つの機能がある。ひとつは君を世界とつなげること。もうひとつは、君を普遍意識とつなげることだ。生命力（プラーナ）は通常、普遍意識から脳、背骨、神経に流れ込み、それが身体感覚を活性化して君を外界とつなげる。しかし、瞑想中はエネルギーの流れが逆転し、内側に流れ込むんだ。それが起こると、普遍意識はチャクラやより精妙な身体に栄養を与え、発達させる。君がより高いスピリチュアルな周波数に移行できるよう準備するんだ」

 

「従って、過労や心配事によって神経を興奮させすぎないことが重要だ。内面的にも外面的にも平静を保つことだ。そのような態度が神経を育む。そうしないと、君は過剰なエネルギーで神経を包んでいる鞘(さや)を燃やし、大きな害を与えてしまう。瞑想は、不安を生み出している君の世界の中で私が平衡を保つために必要なんだ。リトリートによって、あるいはただ自然の中を毎日歩くことによっても、大きな落ち着きが得られる。しゃべり過ぎ、過度な活動、映画やテレビなどの娯楽による刺激も、神経を興奮させすぎてしまうことがあるんだ」

 

「しゃべり過ぎって言ったわね。私たちもしゃべり過ぎたと思うわ」私は会話を終わらせようとして言った。

 

「最後にひとつだけ」とヘンリーは言った。私は疲れていることを伝えたが、ヘンリーはかまわずに続けた。

 

「脊柱は、ベース・チャクラからクラウン・チャクラへ上昇することになるクンダリーニ・エネルギーを保護する。まっすぐな背骨の上に頭蓋骨がくるように、垂直な姿勢を保つことが重要だ。そうすることで松果体からエネルギーがすべてのチャクラに流れ込み、その総合的なつながりが君の身体の中で生きてくる。それが起こると、高次のマインド（思考）の意識が身体の意識となる」

 

「脳についての議論はもう十分だろう」と言ってヘンリーはひと呼吸つき、そしてこう続けた。「我々はまだ、身体の二番目に主要な意識器官である心臓について話していない。しかし、これは大きなテーマだから明日にとっておこう」

 

私の中は情報であふれかえっていた。しかし、ヘンリーと脳について話したことの重要性は認識していた。多くのスピリチュアルな教えが主張してきたことを、今や科学が発見し証明しつつあることは驚きだった。直感的に私はこう感じた。現実に対するその二つの見方が互いに一致し、支え合うことで、人類は意識の飛躍的な変化が生じる時代に突入しているのだ、と。それは、たとえば脳といった肉体器官の働きに注目することを超えて、科学が “あらゆるレベルの癒しが生じるのは（思考もその一部である）意識の領域である” ということを発見する時代だ。そして知性を高めるためには明らかに刺激が必要だ。知的に、感情的に、身体的に新しいことを学び続け、身体感覚をフルに使うのだ。同時に、私たちは瞑想をする必要がある。学んだことを統合し、左脳と右脳を統合してバランスをとり、それが全脳同期思考へとつながるように。
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